
 2023(令和５)年度　現代文化学部シラバス

科目ナンバリング 授業科目名 配当年次 科目ナンバリング 授業科目名 配当年次

19JUN101 現代文化セミナー 1 19HUM104 パイプオルガンA 1～4

19LIT101 純心チュートリアル 1 19HUM105 パイプオルガンB 1～4

19JUN102 キリスト教学A 1 19PRC101 言語文化海外実習A １～４

19JUN103 キリスト教学B 1 19PRC102 言語文化海外実習B １～４

19LIT102 アカデミック・ライティング 2 19PRC103 言語文化海外実習C １～４

19JUN104 Humanities Basics 2 19PRC104 リベラルアーツ実習A １～４

19JUN105 純心平和学 3 19PRC105 リベラルアーツ実習B １～４

19FLG101 英語Ⅰ 1 19PRC106 リベラルアーツ実習C １～４

19FLG102 英語Ⅱ 1 19HUM109 宗教学 ２～４

19HUM101 情報処理 1 19FLG106 英語コミュニケーションA ２～４

19EDU101 生涯スポーツA 1 19FLG107 英語コミュニケーションB ２～４

19EDU102 生涯スポーツB 1 19FLG103 英語Ⅲ ２～４

19HUM102 日本国憲法 1 19FLG104 英語Ⅳ ２～４

19NUR101 健康の科学 2 19JUN110 キャリアセミナー ２～４

19JUN106 Science Basics 1～4 19PRC107 キャリアインターンシップA ２～４

19JUN107 人間とアート 1～4 19PRC108 キャリアインターンシップB ２～４

19HUM108 文化人類学 1～4 19PRC109 キャリアインターンシップC ２～４

19FLG105 Reading & Writing 1～4 19JUN111 哲学 ２～４

19HUM103 情報処理検定 1～4 19HUM106 音楽療法 ３～４

19JUN108 合唱音楽A 1～4 19HUM107 美術療法 ３～４

19JUN109 合唱音楽B 1～4 19LIT103 読書論A ２～４

19LIT104 読書論B ２～４

19NUR201 保育原理 1 19NUR401 社会福祉 1

19NUR202 教育原理 1 19NUR402 子ども家庭福祉 2

19CHI201 こどもと多文化共生 3 19NUR403 保育内容演習・表現 1

19CHI202 児童文化論 1 19NUR404 保育内容演習・言葉 1

19ART201 造形基礎Ⅰ 1 19NUR405 保育内容演習・健康 2

19ART202 造形基礎Ⅱ 1 19NUR406 保育内容演習・人間関係 2

19ART203 こどもと造形表現 1 19NUR407 保育内容演習・環境 2

19EDU201 こどもと音楽表現A 1 19NUR408 保育方法論 2

19EDU202 こどもと音楽表現B 1 19NUR409 こどもの理解と援助 3

19PSY201 発達心理学 1 19NUR410 社会的養護Ⅰ 1

19CHI203 児童文学論 2 19NUR411 社会的養護Ⅱ 2

19EDU203 こどもと言葉 2 19NUR412 乳児保育Ⅰ 2

19EDU204 こどもと人間関係 2 19NUR414 子どもの保健 2

19EDU205 こどもと環境 2 19NUR415 子どもの食と栄養A 2

19EDU206 こどもと健康 3 19NUR413 乳児保育Ⅱ 3

19EDU213 特別な支援を要する子どもの理解と支援 3 19NUR417 子どもの健康と安全 2

こども文化学科　（2019年度～2021年度の入学生）

基礎科目

専門科目

こども文化・保育・教育全般への思考力・判断力 保育・教育の専門的知識と技能
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 2023(令和５)年度　現代文化学部シラバス

科目ナンバリング 授業科目名 配当年次 科目ナンバリング 授業科目名 配当年次

19CHI301 あそび文化 2 19CHI305 こども文化セミナーBb（増田） 4

19CHI302 こども文化セミナーAa（大竹） 3 19CHI305 こども文化セミナーBb（井上） 4

19CHI302 こども文化セミナーAa（田尻） 3 19CHI305 こども文化セミナーBb（田中路） 4

19CHI302 こども文化セミナーAa（増田） 3 19CHI306 卒業論文・制作・研究 4

19CHI302 こども文化セミナーAa（井上） 3 19NUR416 子どもの食と栄養B 3

19CHI302 こども文化セミナーAa（田中路） 3 19NUR418 子ども家庭支援論 3

19CHI303 こども文化セミナーAb（大竹） 3 19NUR419 子育て支援 3

19CHI303 こども文化セミナーAb（田尻） 3 19PSY202 子ども家庭支援の心理学 2

19CHI303 こども文化セミナーAb（増田） 3 19EDU301 教育制度 3

19CHI303 こども文化セミナーAb（井上） 3 19NUR420 保育者論 3

19CHI303 こども文化セミナーAb（田中路） 3 19NUR421 保育カリキュラム論 3

19CHI304 こども文化セミナーBa（大竹） 4 19PSY203 教育相談 4

19CHI304 こども文化セミナーBa（田尻） 4 19NUR422 保育内容総論 4

19CHI304 こども文化セミナーBa（増田） 4 19NUR423 教職・保育実践演習 4

19CHI304 こども文化セミナーBa（井上） 4 19NUR436 保育フィールドワークA ２～４

19CHI304 こども文化セミナーBa（田中路） 4 19NUR437 保育フィールドワークB 1～4

19CHI305 こども文化セミナーBb（大竹） 4 19NUR203 在宅保育論 4

19CHI305 こども文化セミナーBb（田尻） 4

19CHI204 野外文化活動 1 19EDU209 リトミックⅢ ２~４

19EDU207 リトミックⅠ 1 19EDU210 リトミックⅣ ２~４

19EDU208 リトミックⅡ 1 19EDU211 こども英語インターンシップA ２~４

19NUR204 ピアノ表現法Ⅰ 1 19EDU212 こども英語インターンシップB ２~４

19NUR205 ピアノ表現法Ⅱ 1 19PSY301 臨床心理学 ２~４

19NUR206 ピアノ表現法Ⅲ 2 19PSY302 臨床心理学演習 ２~４

19NUR207 ピアノ表現法Ⅳ 2 19EDU302 ピアノ表現法Ⅴ ３~４

19NUR301 言語表現活動 3 19EDU303 ピアノ表現法Ⅵ ３~４

19ART204 舞台表現A １~４ 19EDU304 ピアノ表現法Ⅶ ３~４

19ART205 舞台表現B １~４ 19EDU305 ピアノ表現法Ⅷ ３~４

19ART206 造形表現A １~４

19ART207 造形表現B １~４

19CHI307 こども文化特講A １~４ 19NUR424 保育実習Ⅰ（保育所） 2

19CHI308 こども文化特講B １~４ 19NUR425 保育実習指導Ⅰ（保育所） 2

19CHI309 こども文化特講C １~４ 19NUR426 保育実習Ⅰ（施設） 3

19CHI310 こども文化特講D １~４ 19NUR427 保育実習指導Ⅰ（施設） 3

19CHI311 こども文化特講E １~４ 19NUR428 保育実習Ⅱ（保育所） 3

19CHI312 こども文化特講F １~４ 19NUR429 保育実習指導Ⅱ（保育所） 3

19CHI313 こども文化特講G １~４ 19NUR430 保育実習Ⅲ（施設） 3

19CHI314 こども文化特講H １~４ 19NUR431 保育実習指導Ⅲ（施設） 3

19CHI315 こども文化特講a １~４ 19NUR432 教育実習（幼Ⅰ） 3

19CHI316 こども文化特講b １~４ 19NUR433 教育実習指導（幼Ⅰ） 3

19CHI317 こども文化特講c １~４ 19NUR434 教育実習（幼Ⅱ） 4

19CHI318 こども文化特講d １~４ 19NUR435 教育実習指導（幼Ⅱ） 4

実習・実習指導

こども文化（こども・こころ・からだ・あそび）と感性・表現

専門科目

こども文化・保育・教育全般への思考力・判断力 保育・教育の専門的知識と技能
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2
○

【授業計画】

総括：平和学と「純心平和学」；「純心マッチ」を生きるには

食と平和１：「共に食す」こと

食と平和２：食物供給のＳＤＧｓ

視覚芸術と平和１

視覚芸術と平和２

視覚芸術と平和3

平和学とは

田尻

田尻

田尻

導入（田尻）：担当教員紹介（全教員）、授業の概要、目標、進め方、評価方法等
（田尻）
東京純心女子学園創立者　Sr.江角　ヤス先生　について（田尻）

音楽と平和：レクチャーコンサート

（講堂）

絵本と平和１

絵本と平和１

絵本と平和１

教育と平和１

教育と平和２

学生個々人が自分なりの興味・関心・問題意識から「平和」について積極的に考える糸口を発見し、自分なりの平和についてのアプローチを見出すことができるようになる。

全担当教員

鏑木

大竹

大竹

大竹

15 　【予習】第十四回時配布資料を熟読すること（120分）

　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第十四回提出　←添削後第十五回授業にて返却、講評

14
　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第十五回提出　←添削後返却

13

10
　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　十一回提出　←添削後第十二回授業にて返却、講評

12
　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第十三回提出　←添削後第十四回授業にて返却、講評

11
　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第十二回提出　←添削後第十三回授業にて返却、講評

田尻

田尻

田尻

7
【復習】授業時指示された課題　（90分）
　　　　第八回提出　←添削後適宜返却

8
【復習】授業時指示された課題　（90分）
　　　　第レポートボックスに提出　←添削後適宜返却

9

佐野

佐野

　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第十回提出　←添削後第十一回授業にて返却、講評

田尻

教育と平和３

5
　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第五回提出　←添削後第六回授業にて返却、講評

6
【復習】授業時指示された課題　（90分）
　　　　第七回提出　←添削後第八回授業にて返却、講評

3
　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第五回提出　←添削後第六回授業にて返却、講評

4
　【予習】
【復習】【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第五回提出　←添削後第六回授業にて返却、講評

佐野

1
シラバスを熟読してくること
配布資料の「第一回の授業を受けて」のページで指示された項目について記入すること（第１回事
後・60分）第二回で提出

2
予習】終末期医療について調べ纏める。
【復習】配布資料中指示された項目について記入　（90分）
　　　　第三回提出　←添削後第四回授業にて返却、講評

「マリア様、嫌なことは私が喜んで」を日々、積極的に、喜んで実践し、周囲の人々に喜んでもらえる＝自分の身近なところから平和を作り出していくことができる、すなわち、建学の精神を
日々実践できるようになる。

授業計画 担当者

敬称略

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー

チェック欄

「マリア様、嫌なことは私が喜んで」という学園標語は、ひとりひとりが小さな平和を実現してゆくために、「他人の立場に立って愛の心で」行動するための指針となっている。
「純心平和学」は、Sr.江角の平和への希求を一人ひとりが実現するための手がかりとなるものである。
ところで、平和へのアプローチは多様で、さまざまな視点から平和について考え、取りくむことが可能である。本講では、音楽、美術、絵本、教育、物語論など多様な観点から平和について考える糸口を探る。

○ 主体的に真理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

コード 19JUN105
区分

（必修・選択）

授業科目名 純心平和学 担当教員名 田尻真理子他（輪講）

選択

○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

その他の工夫

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

mtajiri@g.t-ｊｕｎｓｈin.ac.jp

チェック欄

純心平和学江角記念コーナー（図書館第三閲覧室入り口右）の資料
授業時に指示

特になし

特になし

さまざまな「入口」から平和へのアプローチの可能性を体得するために、専門の異なる教員による輪講となっている。教員は異なるが、目的は、「平和について考える」「糸口」「入口」を獲得する事である点、留意
されたい。

提出物への添削および講評

配布資料記載欄記載（50％）
レポート（50％）

特になし

毎回配布するハンドアウトが教科書となる。
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 人類が生み出したさまざまなアートについて理解し、説明ができる 〇

2 自らの生活の中にアートを見出し、生かすことができる 〇

3 自ら表現することの喜びを見出し、また他者の表現を尊重することができる 〇

4

5

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL （課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

事前課題についての説明は毎回の授業で行う

授業参加度：20％　課題提出：60％　発表：20％　合計：100％
【 ルーブリック評価の活用 (　　有　　・　　○無　　) 】
１．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
２．事前課題および授業課題の提出を「課題提出」として評価する。評価の内訳は、課題の主旨に即しているか、表現の工夫がみられるか等を基準として内容の総合評価とする。
３．「発表」は内容だけでなく、発表に向かう姿勢も評価される。

井上

5

担当者

井上

井上

予習（30分）:シラバスを熟読してくること

「アートをつなぐ」
・様々なアートを考えてみよう

授業計画

導入：授業ガイダンス
「アート」についての考察①　アートとは何か

「アート」についての考察②　アートの価値

「アート」についての考察③　アートの中の美術

「デッサン」の力
・デッサン力について多角的に考える
・日本の特徴的な入試形態「石膏デッサン」

「デザイン」の役割①
・文字（タイポグラフィ、ロゴタイプ）

井上

井上

8
「クリエイティブ」にものを考える（アート的発想力）
・紙を利用する

井上 予習（30分）：第7回目の授業で示した事前課題を学習してくること

9
「アート」を実践①

井上 予習（30分）：第8回目の授業で示した事前課題を学習してくること

担当教員名

「デザイン」の役割②
・絵（ピクトグラム、ダイヤグラム）

「デザイン」の役割③
・ユニバーサルデザイン

特になし

google Forms等の積極的利用

②：反転授業 （知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

チェック欄

予習（30分）：第4回目の授業で示した事前課題を学習してくること

予習（30分）：第5回目の授業で示した事前課題を学習してくること

予習（30分）：第6回目の授業で示した事前課題を学習してくること

予習（30分）：第14回目の授業で示した事前課題を学習してくること

7

15

その他の工夫

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

特になし

未定

必要に応じ、授業内で紹介

グラフィックデザイナーとしての職務経験あり

特になし

特になし

○

○

アート（芸術）は、古来より人々の生活の中に係わりを持ち、常に寄り添いながら時代と共に形やその価値を変えて多様化している。本授業では、この様なアートの存在意義を踏まえ、アートの中の主に美術に関す
るいくつかの事例を考察、探求し、理解を深めて行く。さらに、美術の分野から、現代社会に深く浸透している「デザイン」についても実践などを通して、その役割や意義、活用方法を学ぶ。この様な多様なアートの
一端 にふれるこ とで゙、人間にとっての感性的世界の重要性を体得できる 。゙

6

1

井上

授業外学修（予習・復習･課題等）

予習（30分）：第2回目の授業で示した作家の作品を事前に学習してくること

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

予習（30分）：前回示した作家の作品を事前に学習してくること

授業科目名 人間とアート 井上　救

コード 19JUN107
区分

（必修・選択）

必修
保健師課程

必修
選択

〇

10 「アート」を実践② 井上 予習（30分）：第9回目の授業で示した事前課題を学習してくること

11 「アート」を実践③ 井上 予習（30分）：第10回目の授業で示した事前課題を学習してくること

2単位／30時間／講義

井上

井上

年次／期間 3年次～4年次／後期

チェック欄

○ 主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

2

4 予習（30分）：第3回目の授業で示した事前課題を学習してくること

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

単位／時間数／形態

3

14 巨匠「ミケランジェロ」を学ぶ③ 井上 予習（30分）：第13回目の授業で示した事前課題を学習してくること

12 巨匠「ミケランジェロ」を学ぶ① 井上 予習（30分）：第11回目の授業で示した事前課題を学習してくること

13 巨匠「ミケランジェロ」を学ぶ② 井上 予習（30分）：第12回目の授業で示した事前課題を学習してくること

1



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 無理な理論の運用を目指すのではなく、何気ない日常的なシーンに着目出来るようにする。 ○

2 １を通して、他者との相互理解の回路を開く上で不可欠となる「知」の存在に配慮することが出来るようになる。 ○

3 ２を通して今後の不透明な世界情勢を透視し、かつ生き抜く上でのリテラシー能力を獲得させる。 ○

【授業計画】

選択 幼稚園教職課程 保育士課程

○

15 お話は語る　その９
予習（30分）:プリント15（通過儀礼３：死と供養）
復習（45分）：プリント15（通過儀礼３：死と供養）

14 お話は語る　その８
予習（30分）:プリント14（通過儀礼２：成年式～結婚～還暦）
復習（45分）：プリント14（通過儀礼２：成年式～結婚～還暦）

11 お話は語る　その５
予習（30分）:プリント11（年中行事と祭り）
復習（45分）:プリント11（年中行事と祭り）

予習（30分）:プリント13（通過儀礼１：妊娠～出産～七五三）
復習（45分）:プリント13（通過儀礼１：妊娠～出産～七五三）

12 お話は語る　その６
予習（30分）:プリント12（日本の伝統行事・来訪神・憑き物）
復習（45分）:プリント12（日本の伝統行事・来訪神・憑き物）

13 お話は語る　その７

9 お話は語る　その３
予習（30分）:プリント９（占いと呪術）
復習（45分）:プリント９（占いと呪術）

10 お話は語る　その４
予習（30分）:プリント10（妖術と邪視）
復習（45分）::プリント10（妖術と邪視）

7 お話は語る　その１
予習（30分）:プリント７（幽霊と妖怪）
復習（45分）:プリント７（幽霊と妖怪）

8 お話は語る　その２
予習（30分）:プリント８（予兆と禁忌）
復習（45分）:プリント８（予兆と禁忌）

予習（30分）:プリント４（説話１：昔話・伝説・世間話）
復習（45分）:プリント４（説話１：昔話・伝説・世間話）

5 様々なお話　その２
予習（30分）:プリント５（説話２：都市伝説）
復習（45分）:プリント５（説話２：都市伝説）

6 様々なお話　その３
予習（30分）:プリント６（神話と儀礼）
復習（45分）:プリント６（神話と儀礼）

4 様々なお話　その１

本講義は文化人類学の初学者に対しなされるものである。文化という言葉を聞くと何をイメージするだろうか。学生やサラリーマンに問えば、武士、忍者、パワースポットとしての神社、アニメの聖地巡礼などと答え
る者が多い。だが、自分たちが何気なく日頃行なっているこうどうそのものが「文化」であると理解する者は少ない。そこで本講義では誰もが暮らしの中で体験してきた各種のお話、およびその中で語られてきた地
域の「祭り」や成人式などをはじめとする「通過儀礼」といった宗教行事などを中心に説明を試みることにしたい。

1 プロローグ：文化はどこにあるか
予習（30分）:プリント１（文化とは何か、文化の概念と定義）
復習（45分）:プリント１（文化とは何か、文化の概念と定義）

授業計画　 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

年次／期間 1年次～4年次/後期 単位／時間数／形態 1単位/30時間/講義

チェック欄

◎ 主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業科目名 文化人類学 担当教員名 金子　穀

コード 19HUM108
区分

（必修・選択）

必修 多文化共生

2 人類学の歴史
予習（30分）:プリント２（ヨーロッパ、アメリカ、日本の人類学）
復習（45分）:プリント２（ヨーロッパ、アメリカ、日本の人類学）

3 文化の調べ方
予習（30分）:プリント３（調査法）
復習（45分）:プリント３（調査法）

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄

学生の理解をうながすために必要に応じて映像資料なども活用する予定である。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

その他の工夫

特になし。

学生の理解度を確認するために時折、授業時に小テストも実施する予定である。

課題レポート70％、小テスト20％、
課題レポート70％、小テスト20％、授業への参加度10％を加えた総合的な評価を行なう。

文化は人間関係の基礎を形作るものです。どうかアンテナを張り巡らして柔軟な思考で好奇心をもって臨んで下さい。

特になし（、毎時プリントを配布します。。

受講時に随時指示します。

特にありません。

特になし。

質問等がある場合は、学務課へ申し出ること。

tkaneko@g.t-junshin.ac.jp

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 「Microsoft Word 365＆2019」に対する理解度を確認することができる。 ○

2 ICTスキル（知識、技能など）を体得できる。 ○

3 課題に対する問題解決力を得ることができる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

授業科目名 情報処理検定 担当教員名 井上　救

○
コード

保育士課程
必修 選択卒業必修

1単位／15時間／演習

◎ 主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

一般企業はもとより、保育士、幼稚園教諭、小学校教諭として活躍する現場においても、今やコンピュータ等を使って書類を作成したり表計算などのデータ処理をすることは当然な業務となっている。そのような
流れの中で、本授業では、就職活動時に有利となるPCスキル「MOS（マイクロソフト　オフィス　スペシャリスト)」の中から、ワープロソフト「Word365＆2019　一般レベル」の受験を前提とした対策問題に取り組み、
ソフトに対する理解を深め、より実践的に扱うことが出来るよう学ぶ。

 19HUM103
幼稚園教職課程

必修

チェック欄

区分
（必修・選択）

年次／期間 1〜4年次／後期 単位／時間数／形態

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

予習（約20分）：出題範囲2　文字、段落、セクションの挿入と書式設定
　　　　　　　　　　2-1を事前に学習しておくこと

1
・授業についてのガイダンス
・出題範囲1　文書の管理
　1-1 文書内を移動する

予習（約20分）:本授業のシラバスを一読しておくこと
　　　　　　　　　 出題範囲　1文書の管理　1-1を事前に学習しておくこと

2

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー

予習（約20分）：出題範囲3　表やリストの管理
　　　　　　　　　　3-1　3-2を事前に学習しておくこと

7
・出題範囲3　表やリストの管理
　3-3リストを作成する、変更する　→確認問題

予習（約20分）：出題範囲3　表やリストの管理
　　　　　　　　　　3-3を事前に学習しておくこと

6
・出題範囲3　表やリストの管理
　3-1表を作成する　3-2表を変更する

5

・出題範囲1　文書の管理
　1-4 文書を検査する　→確認問題

予習（約20分）：出題範囲2　文書の管理
　　　　　　　　　　1-4を事前に学習しておくこと

4
・出題範囲2　文字、段落、セクションの挿入と書式設定
　2-1文字列や段落を挿入する　2-2 文字列や段落の書式を設定する

予習（約20分）：出題範囲4　参考資料の作成と管理
　　　　　　　　　　4-2を事前に学習しておくこと

予習（約20分）：出題範囲4　参考資料の作成と管理
　　　　　　　　　　4-1を事前に学習しておくこと

・出題範囲2　文字、段落、セクションの挿入と書式設定
　2-3文書にセッションを作成する、設定する　→確認問題

予習（約20分）：出題範囲2　文字、段落、セクションの挿入と書式設定
　　　　　　　　　　2-3を事前に学習しておくこと

○

・出題範囲1　文書の管理
　1-2 文書を書式設定する　1-3 文書を保存する、共有する

予習（約20分）：出題範囲1　文書の管理　1-2　1-3を事前に学習しておくこと

チェック欄 その他の工夫

3

・出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　5-2図やテキストボックスを書式設定する

15
・出題範囲6　文書の共同作業の管理
　6-2変更履歴を管理する　→確認問題

予習（約20分）：出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　　　　　　　　　　5-4を事前に学習しておくこと

課題提出はGmailを活用する。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

・ 作成したものは基本的に授業内にてフィードバックを行う。

授業参加度：30％　課題提出：40％　理解度確認問題の評価：30%
１．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
２．授業課題の作成物を「課題提出」として評価する。評価の内訳は、課題意図を理解し、適切な作業をしているか、相手に伝わりやすくする工夫がみられるか等を基準として内容の総合評価とする。
３．章ごとに授業内でどの程度理解しているか都度確認問題を実施し評価する。
４．MOS（Microsoft Office Specialist）試験を受験し、所定の期日までに合格が確認できた者に加点する。

・出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　5-4グラフィック要素を変更する　→確認問題

10
・出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　5-1図やテキストボックスを挿入する

予習（約20分）：出題範囲6　文書の共同作業の管理
　　　　　　　　　　6-2を事前に学習しておくこと

予習（約20分）：出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　　　　　　　　　　5-1を事前に学習しておくこと

予習（約20分）：出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　　　　　　　　　　5-2を事前に学習しておくこと

12
・出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　5-3グラフィック要素にテキストを追加する

予習（約20分）：出題範囲5　グラフィック要素の挿入と書式設定
　　　　　　　　　　5-3を事前に学習しておくこと

11

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

14
・出題範囲6　文書の共同作業の管理
　6-1コメントを追加する、管理する

予習（約20分）：出題範囲6　文書の共同作業の管理
　　　　　　　　　　6-1を事前に学習しておくこと

9
・出題範囲4　参考資料の作成と管理
　4-2参照のための一覧を作成する、管理する　→確認問題

8
・出題範囲4　参考資料の作成と管理
　4-1参照のための要素を作成する、管理する

13

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

・ 必要に応じて参考資料を紹介する。

特になし。

特になし。

・前期に開講する科目「情報処理（上）（下）」が履修済みであることが望ましい。

・『よくわかるマスター　Microsoft Office Specialist Microsoft Word 365＆2019 対策テキスト＆問題集』　著作／制作：富士通エフ・オー・エム株式会社

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

特になし。
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4

5

【授業計画】

13 10-2. 日本の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（41分）:復習用音源を鑑賞する。

14

15 10-4. 日本の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（43分）:復習用音源を鑑賞する。

10-3. 日本の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（42分）:復習用音源を鑑賞する。

11 8-3. ミサの合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（39分）:復習用音源を鑑賞する。

12 10-1. 日本の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（40分）:復習用音源を鑑賞する。

9 8-1. ミサの合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（37分）:復習用音源を鑑賞する。

10 8-2. ミサの合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（38分）:復習用音源を鑑賞する。

7 6. 近現代の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（35分）:復習用音源を鑑賞する。

8 7.近現代の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（36分）:復習用音源を鑑賞する。

5 4. 古典派の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（33分）:復習用音源を鑑賞する。

6 5. ロマン派の合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（34分）:復習用音源を鑑賞する。

3 2-2. ルネサンスの合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（31分）:復習用音源を鑑賞する。

4 3. バロックの合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（32分）:復習用音源を鑑賞する。

1 1. 中世の合唱音楽 復習（30分）:復習用参考音源を鑑賞する。

2 2-1. ルネサンスの合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。
復習（30分）:復習用音源を鑑賞する。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

年次／期間 3年次～4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

授業科目名 合唱音楽A 担当教員名 田中 俊太郎

コード 19JUN108
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修 選択

○

自分の声を見つめ、声楽的な発声法に習熟する。

他者の声に耳を傾け、他パートと協調しながら音楽表現を工夫することができる。

合唱音楽の歴史、様式について理解し、歌唱楽曲の特徴を説明することができる。

○

歌うという行為は、楽器を奏すること以上に人間の身体に直接結びつき、声を合わせて歌うつまり合唱することは、集団を作るという人間の最も基本的な行為に根差したものであるといえる。本授業は、他者の声
に耳を傾け、響きを共有する意識を持った合唱表現の探求を目的とする。原則として第8回までの授業では、合唱音楽の歴史を概観し（講義、約30分）、その上で楽曲の内容、響きを感じながら合唱表現を行う
（演習、約60分）。看護学科と共通の第8回までは、歌唱は講堂で行い、履修者をA・Bグループに分けてそれぞれ隔週で行う。講堂での歌唱演習を行わないグループは、教室で他者の声に耳を傾けること、響き
を共有することについての課題に取り組む。第9回以降は履修者の歌唱水準に合わせ課題曲を選定し、合唱アンサンブルを中心として行う。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

○

前期:水曜日12:00～12:50、後期：水曜日13:30～14:30　（事前に連絡をしてから訪問すること）

チェック欄 その他の工夫

Googleclassroomにおいて予習、復習資料を共有する。

s_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

「創立記念行事」における歌唱を授業1コマ分と換算し、〈東京純心大学歌〉、〈アヴェ・マリア〉を歌唱する。この2曲については創立記念日まで授業内で毎回演習する。
講義は授業計画の通り行う。歌唱演習は原則として授業計画に準ずるが、履修者の学修進度によりその限りではない。

レポートにコメントを入れて返却する。

平常点（出席、授業時間外の練習、授業態度、学修意欲）40％、課題（3回）30％、レポート30％。採点基準は以下の通りである。課題 :「自らの生活や専門分野での活動を音楽におけける響き合いと関連づけて
記述することができる」、レポート：「課題作品について、作品の背景、作曲家の特徴について調べ、自らの言葉で解釈を述べることができる」

楽譜が読めることが望ましいが、ピアノや音源で予習をする意欲のあるものはその限りではない。
本授業では声を合わせることを目的とするため、履修者は必ず予習として次回学習曲目の理解を深め、担当パートの練習を各自で行っておくこと。

ルーブリック評価　無

必要に応じて資料を用意する。

皆川達夫著『合唱音楽の歴史』全音楽譜出版社、1965年。
岡田暁生著『西洋音楽史——「クラシックの黄昏」』中公新書、2005年。
菊池成孔・大谷能生著『憂鬱と官能を教えた学校【バークリー・メソッド】によって俯瞰される20世紀商業音楽史』上・下　河出文庫、2010年。

声楽家としてコンサート、オペラ、合唱、エンターテインメント舞台への出演。合唱団の指導、ヴォイストレーニング。日本の歌曲作品の研究・演奏実践。

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③ ④ ⑤

1 ○

2 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

火曜及び金曜　 12:10～12:50

m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

講義は授業計画通り行う。演習は原則として授業計画に準ずるが、履修者の学修進度によりその限りではない。

レポートにコメントを入れて返却する。

平常点（授業時間外の練習、授業態度、学修意欲）40％、レポート60％。採点基準は以下の通りである。課題:「自らの生活や専門分野での活動を音楽におけける響き合いと関連づけて記述することができる」、
レポート：「課題作品について、作品の背景、作曲家の特徴について調べ、自らの言葉で解釈を述べることができる」

楽譜が読めることが望ましいが、ピアノや音源で予習をする意欲のあるものはその限りではない。
本授業では声を合わせることを目的とするため、履修者は必ず予習として次回学習曲目の理解を深め、担当パートの練習を各自で行っておくこと。

必要に応じて資料を用意する。

皆川達夫著『合唱音楽の歴史』全音楽譜出版社、1965年。
岡田暁生著『西洋音楽史——「クラシックの黄昏」』中公新書、2005年。
菊池成孔・大谷能生著『憂鬱と官能を教えた学校【バークリー・メソッド】によって俯瞰される20世紀商業音楽史』上・下　河出文庫、2010年。

特になし

チェック欄 その他の工夫

Googleclassroomにおいて予習、復習資料を共有する。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

○

○

7 NHK全国学校音楽コンクールの課題曲の歌唱
予習（60分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。復習（30分）:復習用音源を鑑賞する。

8 本授業のまとめ：ミニコンサート
予習（60分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。復習（30分）:ミニコンサートの反省を行う。

5 近現代の合唱音楽・ポピュラー音楽
予習（60分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。復習（30分）:復習用音源を鑑賞する。

6 NHK全国学校音楽コンクールの課題曲の分析
予習（60分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。復習（30分）:復習用音源を鑑賞する。

3 古典派の合唱音楽
予習（60分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。復習（30分）:復習用音源を鑑賞する。

4 ロマン派の合唱音楽
予習（60分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。復習（30分）:復習用音源を鑑賞する。

1
合唱の基礎
グレゴリオ聖歌(Ave Maria)、東京純心大学大学歌

復習（30分）:復習用参考音源を鑑賞する。

2 ルネサンス・バロックの合唱音楽
予習（30分）:歌詞の意味を確認し、声に出して読む。音源、ピアノ等を使い担当パートを練習する。
練習用音源を聴き他パートの音に耳を傾ける。復習（30分）:復習用音源を鑑賞する。

自分の声を見つめ、声楽的な発声法に習熟する。

他者の声に耳を傾け、他パートと協調しながら音楽表現を工夫することができる。

合唱音楽の歴史、様式について理解し、歌唱楽曲の特徴を説明することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

チェック欄

　

歌うという行為は、楽器を奏すること以上に人間の身体に直接結びつき、合唱することは、集団を作るという人間の最も基本的な行為に根差したものであるといえる。本授業は、他者の声に耳を傾け、響きを共有
する意識を持った合唱表現の探求を目的とする。原則として毎回の授業では、合唱音楽の歴史を概観し（講義、約30分）、その上で楽曲の内容、響きを感じながら合唱表現を行う（演習、約60分）。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

◎ 主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

年次／期間 1年次～4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／15時間／演習

○

選択

授業科目名 合唱音楽B 担当教員名 田中　路

コード 19JUN108
区分

（必修・選択）

卒業必修



現代文化学部 2023年度

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 パイプオルガンの歴史と構造を理解し、楽器に関する正確な情報を説明をすることができる ○

2 パイプオルガン特有のタッチを習得し、指先と耳を用いて１本１本のパイプを美しく発音させることができる ○

3 讃美歌・聖歌、独奏曲のレパートリーを増やし，礼拝、ミサ、また保育現場の行事における奏楽に応用できる ○

【授業計画】

○

幼稚園教職課程
必修

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

授業科目名 パイプオルガンA 担当教員名 鏑木　陽子　

コード

単位／時間数／形態 1単位／30 時間／演習

チェック欄

保育士課程
必修

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

19HUM104
区分

（必修・選択）

選択

パイプオルガン（以後オルガン）の歴史は古く、はるか紀元前まで遡ることが出来る。中世、ルネッサンス、バロック、19 世紀から現代に至るまで、様々な国と時代の作品を演奏することを通して、その当時の息吹
を感じ取り，それを私たちの文化にどう生かしていくかを探求する。オルガン音楽は歌と結びついているため、讃美歌や聖歌の弾き方のみならず、弾き歌いも習得できるよう指導する。授業は基本的に本学江角
記念講堂の大オルガンを使用する。クラスの中で互いに聴き合いながら、オルガン音楽を学んでいく。

◎

卒業必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

【ディプロマ・ポリシー】

年次／期間 2年次～4年次／前期

1 パイプオルガンを知る（1）　江角記念講堂のオルガン
予習（60分）:オルガンで弾いてみたい任意の曲を選び、譜読みをして準備する
復習（120分）:パイプオルガンの構造について指示された参考資料を熟読する

2 パイプオルガンを知る（2）　オルガンの歴史
予習（120分）:指示された配付資料の該当箇所を読み込み、譜例を弾いて準備する
復習（60分）:ネット上の映像と音源を聴く（授業時にアクセス先を指示）

3 パイプオルガンを知る（3）　パイプの種類と音色について
予習（120分）:指示された配付資料の該当箇所を読み込み、譜例を弾いて準備する
復習（60分）:指示された音源を聴く

4 パイプオルガンを知ろう（4）　美しい音とは何だろう？
予習（120分）:指示された配付資料の該当箇所を読み込み、譜例を弾いて準備する
復習（60分）:指示された音源を聴く

5 パイプオルガンを知ろう（5）　タッチとリリース（離鍵）、呼吸を意識する
予習（120分）:指示された配付資料の該当箇所を読み込み、譜例を弾いて準備する
復習（60分）:指示された音源を聴く

6 オルガン奏法の実際（1）　１本指からはじめよう
予習（120分）:指示された配付資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

7 オルガン奏法の実際（2）　足鍵盤を弾く
予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

8 オルガン奏法の実際（３）　指で笛を歌わせるということ
予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

11 オルガン奏法の実際（５）　両手と両足を使って弾く

9 オルガン奏法の実際（４）　なめらかに旋律を弾くには
予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

10 オルガン奏法の実際（５）　踵も使って足鍵盤を弾く
予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

12 ストップとレジストレーション

予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

14 バロックの小品を弾く2（足鍵盤付き）
予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

13 バロックの小品を弾く1（手鍵盤）

15 オルガンによるアンサンブル
予習（120分）:指示された配布資料の該当箇所を読み込み、課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

その他の工夫

特になし

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

　　　

○

チェック欄

ykaburagi@g.t-junshin.ac.jp

聖母祭におけるオルガンコンサート、純心こどもの国のクリスマスにおいて演奏をしたい学生には、必要に応じて課題を与え、指導する。
また学生からの希望によっては学外授業として教会やホール等のパイプオルガン見学会を実施することもある。

各自が準備した課題曲学修成果、レポートについては次回授業時にフィードバックを行なう。

作曲家・作品に関するレポート30％、平常点（日々の練習、授業態度、学修意欲）30％、実技試験40％　レポートの採点基準は「作品の背景、作曲家の特徴を理解し、自分の言葉で曲の解釈を述べることができ
ている」という点である。実技試験の採点基準は、「曲の特徴を理解し、オルガンという楽器を十分に鳴らすことができている」という点である。

４声の讃美歌のソプラノとバスパートを難なく弾くことができるか、J. S. バッハ『2 声のインヴェンション』を習得していることが望ましい。ただし、オルガンを学びたいという意欲がある場合はこの限りでない。毎週の
授業のために日々、地道に練習を積み重ねて準備を怠らないこと。

必要に応じて課題曲、資料を用意する

松居直美、廣野嗣雄他『オルガンの芸術　歴史・楽器・奏法』（道和書院）
近藤岳（編著）梅干野安未 ・ 松岡あさひ（著）　『オルガン奏法――パイプでしゃべろう！ パイプで歌おう！』（道和書院）
椎名雄一郎『パイプオルガン入門』（春秋社）

コンサートオルガニスト、教会オルガニスト、バロック音楽および教会音楽の研究・実践者としての経験をもとに、パイプオルガンを通じた表現活動についての指導を行う

金曜日3限（事前に連絡をしてから訪問すること）

オランダ・バッハ協会　https://www.youtube.com/channel/UC2kF6qdHRTM_hDYfEmzkS9w

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 パイプオルガンの歴史と構造を理解し、楽器に関する正確な情報を説明をすることができる ○

2 パイプオルガン特有のタッチを習得し、指先と耳を用いて１本１本のパイプを美しく発音させることができる ○

3 讃美歌・聖歌、独奏曲のレパートリーを増やし，礼拝、ミサ、また保育現場の行事における奏楽に応用できる ○

【授業計画】

連弾でオルガンを弾こう
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

11 カトリック聖歌・典礼聖歌を弾く3 ― 足鍵盤をつけて弾く ―

7 讃美歌を弾く３ ― 足鍵盤をつけて弾く ―
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

15 バロックの小品を弾く2（足鍵盤付き）

12 カトリック聖歌・典礼聖歌を弾く4 － 伴奏として弾く－

予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

14

13 バロックの小品を弾く1（手鍵盤）
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

9 カトリック聖歌・典礼聖歌を弾く1― ひとりで弾く―
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

10 カトリック聖歌・典礼聖歌を弾く2― 弾き歌い―
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

8 讃美歌を弾く４ － 伴奏として弾く－
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

5 讃美歌を弾く１ ― ひとりで弾く―
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

6 讃美歌を弾く２ ― 弾き歌い―
予習（120分）:あらかじめ与えられた課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

3 足鍵盤のテクニック1
予習（120分）:あらかじめ与えられた足鍵盤の課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

4 足鍵盤のテクニック2
予習（120分）:あらかじめ与えられた足鍵盤の課題曲を練習する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

2 「ピアノ表現法」の課題曲をオルガンで弾こう
予習（120分）:『ピアノ表現法』の課題曲から任意の3曲を選び、準備する
復習（60分）:授業で指摘された点をふまえ、練習する

1 パイプオルガンを知ろう
予習（60分）:オルガンで弾いてみたい任意の曲を選び、譜読みをして準備する
復習（120分）:パイプオルガンの構造について指示された参考資料を熟読する

2年次～4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30 時間／演習

チェック欄

19HUM105
区分

（必修・選択）

パイプオルガン（以後オルガン）の歴史は古く，はるか紀元前まで遡ることが出来る。中世、ルネッサンス、バロック、19 世紀から現代に至るまで、様々な国と時代の作品を演奏することを通して，その当時の息吹
を感じ取り，それを私たちの文化にどう生かしていくかを研究する。授業には江角記念講堂の大オルガンを使用し、クラスの中で互いに聴き合いながら、パイプオルガンA で修得した奏法と知識をさらに深めてい
く。また学外の教会にも出向き、さまざまなオルガンと、音空間に出会う機会も作る予定である。

○

◎

年次／期間

授業科目名 パイプオルガンB 担当教員名 鏑木　陽子　

コード
卒業必修 選択

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

オランダ・バッハ協会　https://www.youtube.com/channel/UC2kF6qdHRTM_hDYfEmzkS9w

コンサートオルガニスト、教会オルガニスト、バロック音楽および教会音楽の研究・実践者としての経験をもとに、パイプオルガンを通じた表現活動についての指導を行う

松居直美、廣野嗣雄他『オルガンの芸術　歴史・楽器・奏法』（道和書院）
近藤岳（編著）梅干野安未 ・ 松岡あさひ（著）　『オルガン奏法――パイプでしゃべろう！ パイプで歌おう！』（道和書院）
椎名雄一郎『パイプオルガン入門』（春秋社）

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

　　　

○

○

聖母祭におけるオルガンコンサート、純心こどもの国のクリスマスにおいて演奏をしたい学生には、必要に応じて課題を与え、指導する。
また学生からの希望によっては学外授業として教会やホール等のパイプオルガン見学会を実施することもある。

各自が準備した課題曲学修成果、レポートについては次回授業時にフィードバックを行なう。

作曲家・作品に関するレポート30％、平常点（日々の練習、授業態度、学修意欲）30％、実技試験40％
レポートの採点基準は「作品の背景、作曲家の特徴を理解し、自分の言葉で曲の解釈を述べることができている」という点である。
実技試験の採点基準は、「曲の特徴を理解し、オルガンという楽器を十分に鳴らすことができている」という点である。

「パイプオルガンA」を履修済み、もしくはJ. S. バッハ『2 声のインヴェンション』を習得していることが望ましいが、オルガンを学びたいという意欲がある場合はこの限りでない。
毎週の授業のために日々、地道に練習を積み重ねて準備を怠らないこと。

必要に応じて課題曲を指定する

金曜日3限（事前に連絡をしてから訪問すること）

ykaburagi@g.t-junshin.ac.jp

チェック欄 その他の工夫
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

【授業計画】

1

2

○

○

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

◎

2単位／30時間／講義

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

　

保育士課程必修 選択 幼稚園教職課程

授業科目名

今日、世界各地で多発している紛争や衝突には、「宗教」が重要な要素として関わっている。また、多文化社会化が進む現代にあっては、身近な関係性のなかでさえ、多様な宗教的背景を有する「他者」と関わ
ることなしに生きていくことは想定しがたい。ここには、必ずしも一般に「宗教」と見なされていない慣習や信念も関係しており、とりわけ現代では、スピリチュアリティといった曖昧な領域が勢いを増しているなど、
「宗教」がきわめて多元的な姿をとっている。この授業では、宗教伝統の教えや歴史的展開についての基本的な知識を獲得するとともに、「宗教学」の基本的な考え方を学びつつ、現代世界における「宗教」の
様々な形態を捉える。また、「宗教」を暴力と寛容という観点から再考し、多様な宗教的背景を持つ「他者」との共生のあり方を検討する。「宗教」と「宗教学」を学ぶことを通じて、いかに「他者」と向き合うか、いか
にすれば「他者」と対話的な関係を構築できるかを考えることを目指す。

○

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

宗教学の基本的な考え方を説明することができる。

様々な宗教伝統についての基礎知識を、世界各地で起きている出来事や身近な問題に適用し、説明することができる。

授業計画

3 ○

担当教員名

年次／期間 2～4年次／後期 単位／時間数／形態

チェック欄

19HUM109
区分

（必修・選択）

徳田　安津樹

コード

1

世界の様々な宗教
・世界各地にはどのような「宗教」があるのかを概観し、その分類方法を学ぶとともに、われわれがど
のようなものを「宗教」として捉えているのかを考察する。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
宗教について知っていることや、どんな考え・印象を持っているかを振り返っておく。

2
宗教と宗教学
・宗教概念論を通じて、現代の宗教学の基本的な考え方を学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

宗教や宗教学についての知識や考え方を踏まえながら、自分と異なる立場に立っている他者との関わり方について、自分の意見をまとめ、表明することができる。

宗教学

3
ユダヤ教とキリスト教
・三つの一神教を整理しつつ、ユダヤ教とキリスト教の概要と基本的な教えを学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。また、キリスト教について今まで学んだことや、
どんな考え・印象を持っているかを振り返っておく。

4
イスラーム （１）ムハンマドの生涯と教え
・ムハンマドの生涯を概観することを通じて、イスラームの成立と基本的な教えを学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

5
イスラーム （２）イスラームの現在
・多様化したイスラームの諸相と、現代イスラームに関連して生じている問題について学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

6
ヒンドゥー教
・ヒンドゥー教の概要と多様な実践を学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

7
仏教 （１）ブッダの生涯と教え
・ブッダの生涯を見ることを通じて、仏教の成立との基本的な教えを学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

8
仏教 （２）仏教の現在
・仏教の歴史的展開と、現代の多様化した実践を学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

9
儒教
・儒教的な世界観や死生観を概観し、その日本に対する影響を学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

10
神道
・神道の概要を捉え、特に近現代における神道の位置と歴史的展開を学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
神社や神道について知っていることや、どんな考え・印象を持っているかを振り返っておく。

11
日本の新宗教
・近現代の日本で成立した新宗教を概観し、その基本的な特徴を学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
日本の新宗教について知っていることや、どんな考え・印象を持っているかを振り返っておく。

12
現代世界における宗教の様々な形態
・現代の世界と日本において宗教がどのような形で存在しているかを学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

13

宗教と暴力
・宗教が暴力や戦争とどのように関係しているかを、各宗教伝統の教えや、具体的な事例を通して
学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

多文化共生

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

14
宗教と寛容
・宗教的寛容に関する主要な概念と思想を学ぶ。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
事前に配布する資料を読み、疑問点をまとめておく。

特になし。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

atokuda@g.t-junshin.ac.jp

特になし。

15

まとめ
・これまで宗教や宗教学について学んでことを振り返りつつ、他者といかに関わるかという問題につ
いて、自分の意見をまとめる。
・プロジェクターを用いて授業を行う。

予習（45分）：
これまでの授業で学んだことを踏まえ、共生という問題について自分なりの意見を整理しておく。

チェック欄 その他の工夫

○

特になし。

毎回提出してもらう課題・リアクションペーパーに対するフィードバックを、次回の講義で行う。

授業参加度（25％）、課題・リアクションペーパー（25％）、中間レポート（20％）、最終レポート（30％）。
課題は「到達目標」の１と２の達成度を、中間レポートおよび最終レポートは「到達目標」の３の達成度を、それぞれ評価基準とする。

【 ルーブリック評価の活用 (　　無　　) 】

特になし。

使用しない。必要な資料やプリントは授業中に配布する。

島薗進、福嶋信吉、葛西賢太、藤原聖子編『宗教学キーワード』有斐閣、2006年
『いま宗教に向き合う』シリーズ1～4巻、岩波書店、2018年
上記以外にも授業内で適宜紹介していく。

特になし。

質問などがある場合は、授業後に受け付ける。

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 学生はTOEIC500点程度の英語運用能力を身につける。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

その他の工夫

課題に対するフィードバックは、次回の授業時に行う。

1 発表・課題の提出　30%　　毎回授業時に口頭練習を行い、文法・語彙、内容の理解とコミュニケーションの熟達度で評価する。また、所定の範囲内の理解度を2回の小テストで評価する。
2 共通テスト　　　   　30%　　到達度を測るための共通テスト
3 定期試験　　　　　  40%　　テキストの内容の理解度をListening Comprehension, Reading Comprehensionの観点から評価する。

2～4年次の選択科目です。

○

14 動詞の用法の総復習。
テキストの48-51ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。課題36-51ページの総復
習。

15 共通テスト 到達度を測るために共通テストを行う。

チェック欄

12 量に関する表現を学ぶ。 テキストの40-43ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

13 助動詞の用法を学ぶ。 テキストの44-47ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

10 第6回から第9回までの復習と応用練習。
テキストの34-35ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。課題20-35ページの総復
習。

11 比較級と最上級の用法を学ぶ。 テキストの36-39ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

8 現在完了形の用法を学ぶ。 テキストの28-31ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

9 something, anything, nothingの用法を学ぶ。 テキストの32-33ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

6 未来を表す現在進行形の用法を学ぶ。 テキストの20-23ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

7 関係詞の用法を学ぶ。 テキストの24-27ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

4 時間、順序に関する表現を学ぶ。 テキストの16-17ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

5 第1回から第4回までの復習と応用練習。
テキストの18-19ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。課題4-19ページの総復
習。

2 単純現在形の用法を学ぶ。現在進行形の用法を学ぶ。
予習（60分）:
復習（60分）:テキストの4-11ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

3 単純過去と過去進行形の用法を学ぶ。 テキストの12-15ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

1 英語力測定テスト 第15回目の到達度を測る共通テストの基礎となるエントリーテストを行う。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

19FLG103
区分

（必修・選択）

選択

「英語Ⅰ」「英語Ⅱ」の学習内容に引き続いて、文法、語彙、発音、表現技法をバランス良く、無理なく学び、中級の英語力習得を目指す。この科目はこども文化学科の選択科目で、主体的に真理を探究する姿
勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性を持って表現し、協働することができる資質を養う役割を担っている。

◎ 主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

○

年次／期間 2～4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

授業科目名 英語III 担当教員名 増田　光

コード

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

特になし

hmasuda@g.t-junshin.ac.jp

特になし

New English File, Pre-intermediate Student’s Book, Fourth Edition, Christina Latham-Koenig, Clive Oxenden and Paul Seligson, Oxford University Press

月曜日3,4時限

Concise Oxford English Dictionary

2



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 学生はTOEIC500点程度の英語運用能力を身につける。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

その他の工夫

課題に対するフィードバックは、次回の授業時に行う。

1 発表・課題の提出　30%　　毎回授業時に口頭練習を行い、文法・語彙、内容の理解とコミュニケーションの熟達度で評価する。また、所定の範囲内の理解度を2回の小テストで評価する。
2 共通テスト　　　　   30%　　到達度を測るための共通テスト
3 定期試験  　　　　　40%　　テキストの内容の理解度をListening Comprehension, Reading Comprehensionの観点から評価する。

2～4年次の選択科目です。

○

14 疑問文の用法を学ぶ。
テキストの96-99ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。課題84-97ページの総復
習。

15 共通テスト 到達度を測るために共通テストを行う。

チェック欄

12 否定語句の用法を学ぶ。 テキストの88-91ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

13 過去完了の用法を学ぶ。 テキストの92-95ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

10 第6回から第9回までの復習と応用練習。
テキストの82-83ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。課題68-81ページの総復
習。

11 動詞句の用法を学ぶ。 テキストの84-87ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

8 受動態の用法を学ぶ。 テキストの76-77ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

9 法助動詞の用法を学ぶ。 テキストの78-81ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

6 仮定法の用法を学ぶ。 テキストの68-71ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

7 完了形の用法を学ぶ。 テキストの72-75ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

4 所有代名詞の用法を学ぶ。 テキストの64-65ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

5 第1回から第4回までの復習と応用練習。
テキストの66-67ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。課題52-65ページの総復
習。

2 不定詞の用法を学ぶ。
予習（60分）:
復習（60分）:テキストの52-59ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

3 条件節の用法を学ぶ。 テキストの60-63ページを予習・復習する。2時間の授業外学修を要する。

1 英語力測定テスト 第15回目の到達度を測る共通テストの基礎となるエントリーテストを行う。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

19FLG104
区分

（必修・選択）

選択

「英語III」の学習内容に引き続いて、文法、語彙、発音、表現技法をバランス良く、無理なく学び、中級の英語力習得を目指す。この科目はこども文化学科の選択科目で、主体的に真理を探究する姿勢を身に
つけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる資質を養う役割を担っている。

◎ 主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

○

年次／期間 2～4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

授業科目名 英語IV 担当教員名 増田　光

コード

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

特になし

hmasuda@g.t-junshin.ac.jp

特になし

New English File, Pre-intermediate Student’s Book, Fourth Edition, Christina Latham-Koenig, Clive Oxenden and Paul Seligson, Oxford University Press

月曜日3,4時限

Concise Oxford English Dictionary

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

幼稚園教職課程
必修コード 19JUN110

卒業必修 選択区分
（必修・選択）

授業科目名 キャリアセミナー 担当教員名 井上 救

○

保育士課程
必修

ディプロマ・ポリシー

チェック欄

◎

単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

5 中小企業の「良い企業」とは

年次／期間 2～4年次／後期

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

・就職活動において、より実践的に活用できる知識やスキルを身に付けることを目標とした講義である。自分にとって「よい就職・職業」とは何かを考え、就職活動を始める際のひとつの指標となる学びを進める。
・就職活動に必要な知識やスキルの向上を目指し、履歴書やエントリーシートの書き方、筆記・面接試験対策、電話やメールのマナー、身だしなみ等について実践的に学ぶ。
・講義全体を通して、就職活動の充実を図るとともに、社会人としていかに生きるかについても学びを深める。学生一人一人が、自身のライフプランを思い描き、その実現に向けて考え行動できる実践力を育成
する。

7
インターンシップ報告会
レポート作成の内容と方法

復習（30分）:配布資料を見直し、質問等は講師に随時相談する。

8 筆記試験対策講座（1）
予習（30分）事前課題を解き、質問事項等を明らかにする。
復習（30分）:配布資料を見直す。

1 進路総合ガイダンス（就職活動の全体像と自己分析） 復習（30分）:配布資料を見直し、質問等は講師に随時相談する。

2 就職情報収集 復習（30分）:配布資料を見直し、質問等は講師に随時相談する。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

3 自己PR・志望動機につなげる自己分析 復習（30分）:配布資料を見直し、質問等は講師に随時相談する。

4 業界・企業研究講座 復習（30分）:配布資料を見直し、質問等は講師に随時相談する。

面接対策講座（1）
予習（30分）事前課題を解き、質問事項等を明らかにする。
復習（30分）:配布資料を見直す。

13 面接対策講座（2）（グループディスカッション編）
予習（30分）事前課題を解き、質問事項等を明らかにする。
復習（30分）:配布資料を見直す。

11 筆記試験対策講座（4）
予習（30分）事前課題を解き、質問事項等を明らかにする。
復習（30分）:配布資料を見直す。

9 筆記試験対策講座（2）
予習（30分）事前課題を解き、質問事項等を明らかにする。
復習（30分）:配布資料を見直す。

10 筆記試験対策講座（3）
予習（30分）事前課題を解き、質問事項等を明らかにする。
復習（30分）:配布資料を見直す。

12

復習（30分）:配布資料を見直し、質問等は講師に随時相談する。

6 履歴書＆エントリーシート対策 復習（30分）:配布資料を見直し、質問等は講師に随時相談する。

○

特になし

○

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

14
内定者活動報告会
レポートによる面談

予習（30分）:自身が作成したレポートを見直す。
復習（30分）:配布資料を見直し、自らの職業選択について考える。

15
キャリアセミナー総括
半期を振り返り、授業内容を今後の生活にどのように生かしていくのか発表する。

予習（30分）事前課題を解き、質問事項等を明らかにする。
復習（30分）:配布資料を見直す。

就職活動において、エントリーシートの書き方、筆記試験・面接対策、電話やメールのマナー、身だしなみ等、より実践的に活用できる知識やスキルを活用できる。

自分にとって「よい就職・職業」とは何か、を考え説明することができる。

社会の一員としていかに生きるかについて、大学卒業時点でのライフプランを述べることができる。

課題レポートに対するフィードバックは、次回の講義に行う。

レポート80％、授業内での発言等授業参加度20％で総合評価する。

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

特になし

適宜授業内で資料を配布する。

特になし
各自、キャリアセンター内にある図書・資料を活用する。

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

・２年生から４年生まで、連続して受講が可能である。
・単位取得に関係なく、各自必要な項目のみを受講することが可能である。学生の積極的参加が望まれる。

一般企業における人事担当者の経験をもとに、社会で求められる人材等について指導する。

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 音楽が人の心とからだにもたらす働きを理解し、対象領域ごとに音楽療法の意義と内容を説明できる 〇 〇

2 人間の生活と音楽との結びつきを考察し、自らの生き方を見つめなおし、音楽はどのような存在であるかを自分の言葉で表現できる 〇 〇

3 将来就く仕事の中で音楽をどのように生かし得るかを考察し、具体的に構想し、音楽プログラムを計画し、行なうことができる 〇 〇

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL （課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

児童領域の音楽療法―　ノードフ・ロビンズ音楽療法に学ぶ

小テスト①／身近な素材で楽器を作ろう

癒しの楽器としてのパイプオルガン②

人生の先輩へのインタビュー（発表）

高齢者領域の音楽療法

ワーク　「友の語りを聴く、自分自身を語る」

鏑木

鏑木

鏑木

鏑木

鏑木

鏑木 自分の好きな色と音楽について語れるように準備する

その他の工夫

12 配付資料を読み、疑問点、関心があることをまとめとくこと鏑木

5

担当者

鏑木

鏑木

授業計画

音楽療法の歴史と概念、定義、音楽の機能について

自分と音楽との関係を知る ―好きな曲をカテゴライズしてみよう―

サウンド・マップを作成する

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

年次／期間 3年次～４年次／前期

チェック欄

◎ 主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

鏑木

鏑木

○

○

○

音楽による自分史づくり

自分だけのオリジナルCD製作構想

鏑木

②：反転授業 （知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

15 自分が余命３ヶ月と想定し、自分の大切な曲をリストアップしておく

チェック欄

14

期日までにインタビューを完了して、内容をまとめておくこと

指定した曲を予めYouTubeで聴いておくこと

ロールプレイを予定しているので、資料を読んでおくこと

年表を完成させる

小テスト②／ホスピス緩和ケアの音楽療法①

ホスピス緩和ケアの音楽療法②

視聴したビデオの内容をまとめておく

楽器に使えそうな素材を集めておく

色鉛筆を各自持参すること。授業中に取り組んだ課題を仕上げること。オルガンで弾きたい楽譜を用意
すること

配付資料を読み、疑問点、関心があることをまとめとくこと

自分の好きな音楽を最低20曲、予めリストアップしておくこと

13

癒しの楽器としてのパイプオルガン①

替え歌のワーク ―《翼をください》―

鏑木

11

9

10

6

7

8

鏑木

授業外学修（予習・復習･課題等）

裏山を歩くので歩きやすい靴を用意すること

2

4
色鉛筆を各自持参すること。授業中に取り組んだ課題を仕上げること。オルガンで弾きたい楽譜を用意
すること

出来上がった替え歌を清書し、歌として整えること

3

担当教員名授業科目名 音楽療法 鏑木　陽子

コード

1

音楽療法の対象領域は、発達障害、精神疾患、高齢者、ホスピス緩和ケア、ストレスマネジメントなど多岐に及び、その実践の場は医療、福祉、教育、心理の領域にまたがる。何らかの障害や病気、問題を抱えた対象
者に対して、音楽によるコミュニケーションを通じて問題の解決・改善を図っていくことが音楽療法の目的である。対象者別に音楽療法の理論を学ぶとともに、ロール・プレイや実習、グループワークも随時取り入れ、実
際に「音」を通してのコミュニケーションを体験できるように授業を展開していく予定である。特に児童、高齢者、ホスピス緩和ケアの領域に重点を置き、将来、看護、福祉の領域でケアに携わりたいと考えている学生が
学べるように授業を進める。音楽療法の知識を習得すると同時に、各自の人生と音楽とのかかわりについての考察を深めていく。なお授業時間内に２回の小テストを予定している。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

19HUM106
区分

（必修・選択）

1単位／30時間／演習

鏑木

選択

○

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

単位／時間数／形態

ディプロマ・ポリシー

1



【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

レポート50％、小テスト（２回）20%、毎回のリアクションペーパー20％、平常点（授業への取り組み、授業中の質問・発言等）10％。合計：100％
レポートの採点基準は「参考文献を適切に用い、既存の学説等を踏まえたうえで自分の意見を述べているか」ということである。なお、レポート提出の際は参考文献・資料を必ず明記すること。明記しない場合は減点
の対象とする。明らかにネット情報からの「コピペ」であると判断されるレポート記述は採点対象から除外する。

【 ルーブリック評価の活用 (　無　) 】

金曜日3限（前もって連絡を入れること）

宮本啓子・二俣泉編著『音楽療法を知る―その理論と技法―』杏林書院

特に定めない。必要に応じて資料を配布する。

小テスト、リアクションペーパー、課題レポートに対するフィードバックは次回の講義で行なう。

小テスト実施の前週（第４回、第10 回）には、重要ポイントについて解説を行ない、試験範囲の内容に関する質問の時間を設ける。

ykaburagi@g.t-junshin.ac.jp

ホスピス緩和ケア領域の音楽療法士として、１９９８年よりホスピスの臨床で実践を続けている。現場での経験を踏まえて、音楽療法の理論と実践に関する指導を行う。

「音」および「音楽」を扱う授業であるので、静寂な教室環境を保持するよう各自留意すること。他者に悪影響を及ぼす行為、特に私語は慎むこと。授業進行に支障をきたすため、発表担当日の無断欠席は厳禁とす
る。
発表を無断欠席をした場合は、どんなにレポートが優れていても学期末評価は一段階低くなるので、各自責任を持って授業に出席すること。

日本音楽療法学会　https://www.jmta.jp/
日本サウンドスケープ協会　http://www.soundscape-j.org/soundscape.html

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 講義だけでなく絵画制作などの体験学習を組み込むことで、臨床美術の役割や効果について述べることができる。 ○ ○

2 絵を描くことに対して上手下手の価値観から解放されることで、誰でも自己表現することができる。 ○ ○

3 ○

4

5

【授業計画】

レポート提出：指定した教科書｢臨床美術｣に対する感想と意見

13
アートプログラム制作体験５
「さつまいもの量感画」　制作を通して量感画の理解を深める。

予習（15分）：「さつまいもの量感画」のレジメを読んでおく

14
アートプログラム制作体験６
「色のアラベスク」　誰もが楽しみながら自己表現できることをあらためて実感する。

復習(15分）：表現することの楽しさについての振り返り

15
「臨床美術」～子どもへの取り組み
子どもの感性教育としての可能性について学ぶ。

11
臨床美術のセッションについて
実践現場の映像を視聴しながら、臨床美術士の役割や姿勢を理解する。

復習（15分）：教科書P.122-143を読んでおく
臨床美術士の参加者との関わり方について振り返り

12
臨床美術アートプログラム研究　　アートプログラムの目的を理解する。
アートプログラム制作体験４
「カラフル コンポジション」

復習(15分）：アートプログラムの役割と意味について考える。

9
臨床美術・コミュニケーションⅠ　　「私の感性地図」　　鑑賞会「りんごの量感画」
臨床美術におけるコミュニケーションの目的を学ぶ。

予習：（30分）　「私の感性地図」を作成しておく
課題提出：「私の感性地図」※授業で使用

10
臨床美術・コミュニケーションⅡ　　共同制作「2人で描く線と色の抽象画」
作品制作を通して受容と共感について学ぶ。

課題提出：｢アナログ日記｣
復習(20分）：アート制作によるコミュニケーションについての振り返り

7
アナログ画の理解を深める
クロッキー演習を通して、自宅課題の取り組みに反映させる。

課題：授業内容を参考に、引き続き｢アナログ日記｣を描く　　（提出日：授業10回目）
１枚　約10～15分で、提出までに計20枚程度描く

8
アートプログラム制作体験3
「立体・かぼちゃ」　　既成概念にとらわれない自由な表現を体験する。

復習：(20分）　表現することの楽しさについての振り返り

5
アートプログラム制作体験２
「りんごの量感画」　　五感でりんごを感じながら描くことを体験する。

復習(20分）：表現することの楽しさについての振り返り

6 「存在論的人間観」　臨床美術の根幹になっている基本的な考え方を学ぶ。 復習（30分）：教科書P.96-120を読んでおく　　課題提出：「ゴッホの素描　逆さ絵」

3 右脳モード演習　　脳の活性化のための右脳モードによる描き方の紹介と演習。 課題(180分)：｢ゴッホの素描　逆さ絵｣の演習　（提出日：授業6回目）

4
アートプログラム制作体験1
「五感のアナログ画」　見えないものを感じて描くことを体験する。

課題：｢アナログ日記｣を描く　（提出日：授業10回目）
１枚　約10～15分で、提出までに計20枚程度描く

1 臨床美術・基幹1　　臨床美術の歴史、基本的な考えを学ぶ。 予習（15分）：シラバスの内容を一読しておく

2 臨床美術・基幹２　　臨床美術の目的、アートプログラムなどの実践について学ぶ。 復習（30分）：教科書P.12-56を読んでおく

○ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

一般的に美術療法は、絵画や造形などを含む作業を行わせる心理療法の一つとして位置づけられているが、本科目の授業では、心理療法とは違ったアプローチによる
｢臨床美術｣について学習する。
臨床美術とは１９９５年に彫刻家の金子健二によって認知症改善を目的にして考案されたもので、１９９６年より実践展開してきた創作活動自体を重視したアートセラピーのひとつである。臨床美術は、美術創作
活動が脳機能を活性化させ、認知症予防に有効ではないかという視点に立ち、東北福祉大学・感性福祉研究所を中心に研究されてきた。現在では、認知症予防や症状改善だけでなく、子どもの感性を豊かに
育む教育や企業内でのメンタルヘルスケアとしても取り組まれている。授業では臨床美術の概念を学ぶとともに、制作体験を通して自らの感性と出会い、実践を通して美術を用いた他者の感性との関わりに理解
を深めることを目的としている。

授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係
ディプロマ・ポリシー

年次／期間 3～4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

○ 主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

○

作品制作や鑑賞会を通して、他者への受容と共感を意識したポジティブなコミュニケーションができる。

授業科目名 美術療法 担当教員名 藤木 晃宏

コード 19HUM107
区分

（必修・選択）

卒業必修

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

特になし

・絵を描くことに苦手意識のある人、自信がない人でも表現する楽しさを実感してほしい。
・アートを通した受容と共感は、ポジティブなコミュニケーションのヒントになる。

○

課題のフィードバックは、課題提出をした授業内で行う。

<評価基準>
・真摯に取り組む姿勢（発言など）、積極的に授業時の実技活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
・授業での学びを踏まえ、課題の趣旨を理解して取り組んだか、また全課題を提出したかを基準として「課題提出」を総合評価する。
・「レポート」は指定した教科書の内容の要約や引用文のみで論じるのではなく、授業での体験学習も交え、自分の観点を盛り込んだ具体性のある内容であるかどうかを評価する。
<割合>　授業内での発言等授業参加度30%、課題提出30%、　レポート40%で総合評価する。

受講の前提条件
・授業および課題で使用する下記の指定画材(3点）を必ず購入すること。※学務課窓口で指定画材と代金引換（授業初日に説明）
脳いきいきオイルパステル、　新和紙セット、スケッチブックSM　※指定外の画材は不可

「臨床美術～認知症治療としてのアートセラピー」金子健二　編　日本地域社会研究所

臨床美術士として、臨床美術の現場経験を交えながら講義、実技を行う。

臨床美術―認知症医療と芸術のコラボレーション」　宇野 正威/芸術造形研究所（編著）　金剛出版
「こころ輝く世界」　金子 健二 (著, 編集),    宇野 正威 (監修)　遙書房
「決定版　脳の右側で描け」ベティ・エドワーズ (著)　河出書房新社

特になし

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 自他共に尊重しあえる手掛かりを得る。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

15 本書全体について、意見交換をする。
復習：本書及び参考資料等を通して考えたことをレポートにまとめる。１２００字以上、書式自由（１8０
分）。

チェック欄 その他の工夫

○

関連する映画（後半）を見る。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

授業時の意見交換等により、様々な考え方があることを、専門的知見や日常の出来事等を通してみていく。

授業時の取り組みや意見交換等５０％、レポート５０％の総合評価とする。

２年次以降の選択科目であり、資格・免許に関係なく履修できる。

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

12 178～190ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

13 関連する映画（前半）を見る。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

14

10 140～158ページを読み意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

11 159～177ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

8 102～120ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

9 121～139ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

6 64～82ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

7 83～101ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

4 26～44ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

5 45～63ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

2 413～422ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

3 7～25ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

有吉佐和子『非色』を読む。丁寧に読み進み、その上でイメージを拡充し、意見交換を大切に、「人間とは」「家族とは」「社会とは」等複合的に考えていきたい。内容により他の参考文献・資料等も活用する。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

1 オリエンテーション：授業の概要と履修上の留意点について検討する。 予習：シラバスに目を通す（１０分）。復習：413～422ページまでを読み、考える（170分）。

社会と個人の関係について考える。

こどもからおとなまでの人間のこころの動きを視野を広く持ちながら考えることができる。

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

卒業必修

単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

チェック欄

授業科目名 読書論A 担当教員名 佐野　通夫

コード 19LIT103
区分

（必修・選択） ○

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

◎

年次／期間 2～4年次／前期

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

・水曜　4限

適宜プリントを配布する

特になし

msano@t-junshin.ac.jp

特になし

保育・教職においては広い視野と自分で考えていく経験が大切になります。
また、保育・教職如何に拘わらず、こころというものに関心が深い方、人との関係を大事にしたい方は受講出来ますので、文献を参考にゆっくり考えていきましょう。

有吉佐和子『非色』河出文庫2020

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 自他共に尊重しあえる手掛かりを得る。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

15 本書全体について、意見交換をする。
復習：本書及び参考資料等を通して考えたことをレポートにまとめる。１２００字以上、書式自由（１8０
分）。

チェック欄 その他の工夫

○

関連する映画（後半）を見る。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

授業時の意見交換等により、様々な考え方があることを、専門的知見や日常の出来事等を通してみていく。

授業時の取り組みや意見交換等５０％、レポート５０％の総合評価とする。

２年次以降の選択科目であり、資格・免許に関係なく履修できる。

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

12 396～411ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

13 関連する映画（前半）を見る。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

14

10 356～375ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

11 376～395ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

8 316～335ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

9 336～355ページを読み意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

6 276～295ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

7 296～315ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

4 236～255ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

5 256～275ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

2 196～215ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

3 216～235ページを読み、意見交換をする。 復習：授業時の内容について想起する（１０分）。予習：次回の内容について読み、考える（170分）

有吉佐和子『非色』を読む。丁寧に読み進み、その上でイメージを拡充し、意見交換を大切に、「人間とは」「家族とは」「社会とは」等複合的に考えていきたい。内容により他の参考文献・資料等も活用する。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

1 オリエンテーション：授業の概要と履修上の留意点について検討する。 予習：シラバスに目を通す（１０分）。復習：196～215ページまでを読み、考える（170分）。

社会と個人の関係について考える。

こどもからおとなまでの人間のこころの動きを視野を広く持ちながら考えることができる。

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

卒業必修

単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

チェック欄

授業科目名 読書論B 担当教員名 佐野　通夫

コード 19LIT104
区分

（必修・選択） ○

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

◎

年次／期間 2～4年次／後期

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

・月曜　4限

適宜プリントを配布する

特になし

msano@t-junshin.ac.jp

特になし

保育・教職においては広い視野と自分で考えていく経験が大切になります。
また、保育・教職如何に拘わらず、こころというものに関心が深い方、人との関係を大事にしたい方は受講出来ますので、文献を参考にゆっくり考えていきましょう。

有吉佐和子『非色』河出文庫2020

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

① 

② 

③ 

【授業の概要】

① ② ③

1 少子高齢化が進むとともに、多言語・多文化化しつつある日本社会で、自ら課題を発見し、解決できる能力を備えることができる。 ○

2 ○

3 言語の違いを超えた相互理解のために、どのような工夫ができるのかを探索することができるようになる。 ○

【授業計画】

15
日本の多文化社会の現状と課題を整理した上で、多文化共生に関わる具体的政策課題を解決す
る方法を、ディスカッションやグループワークなどを通じて探る。

予習（90分）：日本の多文化社会の現状と課題を整理しておく。
復習（90分）：ディスカッションやグループワークなどを通じて探った内容についてまとめる。

13 世界の子育て支援の現状(2):　ジンバブエの事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

14 自分の住んでいる地域の国際交流、外国人支援について調べ、まとめる。
予習（90分）：グループごとに自分の地域の国際交流について調査をする。
復習（90分）：地域の国際交流についてまとめる。

11 世界の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第19話・第20話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

12 世界の子育て支援の現状(1):　韓国の事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

9 今後の多文化保育・教育の課題と展望
予習（90分）：教科書第15話・第16話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

10 日本の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第17話・第18話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

7 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第11話・第12話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

8 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第13話・第14話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

5 多文化保育・教育における保育者・教師の専門性と役割
予習（90分）：教科書第7話・第8話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと.
復習（90分）：日本人らしさとはどのようなものか、まとめる。

6
行政の多文化共生への取り組み
－多文化保育・教育を踏まえて－

予習（90分）：教科書第9話・第10話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

3

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(保育)
① 言葉に関する事例
② 食事に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第3話・第4話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：日本における外国籍の子どもと日本国籍の子どもの就学扱いの相違点についてまと
める。

4

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(小学校)
① 入学に関する事例
② 授業・学力に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第5話・第6話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：母語とは何か、母語の重要性についてまとめる。

1
多文化保育・教育とは何か
・多文化主義と同化主義について考えてみる。

予習（40分）:シラバスを一読し、自分なりのイメージや理解をもって参加すること。

復習（140分）:課題について考えをまとめる。

2
在日外国人の動向と福祉ニーズ
在日外国人の現状や外国人支援の課題について学ぶ。

予習（90分）：教科書第1話・第2話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：在日外国人の増加が日本社会にもたらす影響についてまとめる。

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

現在、保育・小学校の現場では、外国籍の子どもや外国につながる子どもたちが増加しており、保育・教育の多文化・国際化に対応できる保育者・教師が求められている。
そこで、諸外国や日本の現状をふまえながら、外国につながる子どもや保護者への支援の実際を学び、多文化保育・教育のあり方について学修する。さらに、自ら「問い」をもち、調べ、考えられ、各分野につい
ての新しい知見が身に付けられるように学びを深める。

○

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

区分
（必修・選択）

授業科目名 こどもと多文化共生 担当教員名 佐野　通夫

選択

○

学生生活や日常生活の話題を取り上げながら、文化によって異なる多様な価値観について、母語と外国語の視点からコミュニケーションを通じて相互理解を深め、
異文化間コミュニケーションや他者理解の基礎を培うことができる。

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修コード 19CHI201

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

【授業外学修】
・授業外学修を参照して課題に取り組む。課題は次の授業時に提出すること。
・授業では、それらの課題を活用し、発表とフィードバックを行う。
・発表課題については、作成したスクリプトへの指導及び発表のパフォーマンス評価でフィードバックを行う。

〈評価基準〉
・「到達目標」に明示している項目を評価基準とする。
〈割合〉
・授業中のアクティブ・ラーニングなどの参加状況（授業態度含む）30%、基本的な知識、理解に関する課題のまとめ(レポート含む)30%、提出物40％

特になし

「外国につながる子どもたちの物語」編集委員会／編『クラスメイトは外国人　入門編 -はじめて学ぶ多文化共生-』 明石書店2013

「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html

・『保育者のための外国人保護者支援の本』かもがわ出版 2020
・『多文化絵本を楽しむ』ミネルヴァ書房　2014

・月曜　4限

msano@g.t-junshin.ac.jp

○

○

・国立国際子ども図書館の電子ギャラリーの利用
「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

チェック欄 その他の工夫

○

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 領域「健康」の指導に関連する、幼児の心身の発達や基本的な生活習慣、安全な生活、運動発達などの専門的事項についての知識を身に付ける。 〇

2 幼児が健康で安全な生活を送るための基本的な生活習慣の形成や安全教育・健康管理等の方法を理解し、説明できる。 〇 〇

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業科目名 こどもと健康 担当教員名 石沢　順子

コード 19EDU206
区分

（必修・選択）

選択

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 3年次/前期/集中 単位／時間数／形態 1単位/15 時間/講義

チェック欄

健康な心と体を育て、自ら健康で安全な生活を作り出す力を養う領域「健康」の指導の基盤となる知識、技術を身に付ける。乳幼児期の心身の発育・発達の特徴や健康に関する課題を踏まえ、幼児が健康で安
全な生活を送るための基本的な生活習慣の形成や安全教育・健康管理等の方法についても理解する。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

1 健康の定義と乳幼児期の健康に関する課題 課題（1時間）乳幼児の健康に関するニュースや記事を調べ、要約・考察する

◎

2 乳幼児期の身体的発達の特徴 課題（1時間）乳幼児の身体的発達の特徴をまとめる

授業計画

3 乳幼児期の基本的生活習慣の形成 課題（１時間）基本的生活習慣の形成のためのポイントをまとめる

4 幼児の安全教育と安全管理 課題（１時間）幼児の安全教育と安全管理のポイントをまとめる

5 幼児期の怪我や事故の特徴と応急処置・病気の予防 課題（１時間）消費者庁「子どもの事故防止ハンドブック」の内容を確認し、ポイントをまとめる

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

6 乳幼児期の運動発達の特徴
課題（１時間）日本スポーツ協会「アクティブ・チャイルド・プログラム」の内容を確認し、幼児期の運
動発達の特徴をまとめる

7 日常生活における運動 課題（１時間）日常生活において運動を取り入れるためのポイントをまとめる

文部科学省『幼稚園教育要領』2017
厚生労働省『保育所保育指針』2017
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』2017

特になし

日本スポーツ協会「アクティブ・チャイルド・プログラム」https://www.japan-sports.or.jp/Portals/0/acp/
消費者庁「子どもの事故防止ハンドブック」https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_safety/child/project_002/

8 遊びとしての運動 課題（１時間）遊びの中で運動を行うためのポイントをまとめる

チェック欄 その他の工夫

DVDやホームページ資料等を活用し、子どもの様子や援助等についての理解を促
す。

○

○

集中講義のため、授業日の授業前後の休み時間とする。

jishizawa@g.t-junshin.ac.jp

特になし

授業内での意見交換や課題発表等を通してフィードバックする。

＜評価基準＞
筆記試験では、領域「健康」に関する基礎的知識やポイントを理解できているか。
レポート・発表では他者にも分かりやすくまとめたり、伝えたりすることできているか。
授業への取り組み・貢献度では、各自の課題だけでなく他者との意見交換などに積極的に取り組んでいるか。
＜割合＞
講義内容に関する筆記試験（50％）、発表・レポート（30％）、授業への取り組み・貢献度（20％）で総合評価をする。

特になし

『保育内容　健康』吉田伊津美・砂上史子・松嵜洋子編，光生館（2018）



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

1 特別支援教育の理念、「特別なニーズのある子ども」をめぐる国際動向、特別支援教育の制度と教育内容に関して基礎的な理解を身につけることができる。 ○

2 様々な障害について理解し、子どもの理解や援助の方法、環境構成等について応用することができる。 ○

3 障害のある子どもの保育の計画を作成し、個別支援及び他の子どもとのかかわりのなかで育ち合う保育実践について評価することができる。 ○

4 障害のある子どもの保護者への支援や関係機関との連携について分類することができる。 ○

5 障害のある子どもの保育にかかわる保健・医療・福祉・教育等の現状と課題について述べることができる。 ○

【授業計画】

授業科目名 特別な支援を要する子どもの理解と支援 担当教員名 里見　達也

コード 19EDU213
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修 選択

○ ○ ○

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／演習

チェック欄

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

1
第１章　特別支援教育・障害児保育の概論
１．特別支援教育・障害児保育とはなにか
２．特別な配慮を必要とする乳幼児，児童及び生徒の理解

予習（４０分）:シラバスを一読し、自分なりのイメージや理解をもって参加すること。
教科書の該当箇所（1章）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（1章）の解説ができるようにする。

◎

様々な障害の特性を理解し、一人一人の発達にあわせた援助について理解を深める。個別の保育計画を作成し、集団生活の中でも、対象児の発達に合わせた成長を促すことができる保育実践について理解
を深める。また、障害はないが特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の把握や多様な支援について学ぶ。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業計画

2
２章　特別支援教育・障害児保育の基本
１．特別支援教育・障害児保育の歩みと制度を学ぶ
２．障害の理解と教育・保育における発達の援助

予習（40分）：教科書の該当箇所（2・3章）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関
連する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（2・3章）の解説ができるようにする。

3

第３章　障害の種別と援助の技術や方法
１．視覚障害
２．聴覚障害
３．肢体不自由
４．重症心身障害児
５．病弱・虚弱児

予習（40分）：教科書該当箇所（6-1～6・7章）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句について
は関連する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（6-1～6・7章）の解説ができるようにする。

予習（40分）：教科書該当箇所（6章-7～8）をよく読んで理解を深めておく。
復習（20分）:教科書該当箇所（6章-7～8）の解説ができるようにする。

4

第４章　知的障害の特徴と教育・保育での支援
１．知的障害の特徴
２．知的障害の理解と特徴を踏まえた教育・保育での支援
３．知的障害を伴うその他の障害

予習（40分）：教科書該当箇所（4章）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（4章）の解説ができるようにする。

5

第５章　自閉症スペクトラム障害の特徴と教育・保育での支援
１．自閉症スペクトラム障害の特徴
２．自閉症スペクトラム障害の特徴を踏まえた教育・保育での支援

予習（40分）：教科書該当箇所（5章-1～3）までをよく読んで理解を深めておく。不明な語句につい
ては関連する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（5章-1～3）の解説ができるようにする。

車椅子の使用法及び注意点

車椅子体験

課題：講義後に出します。
（2時間）

第７章　学習障害の特徴と教育・保育での支援
１．学習障害の特徴（吃音，構音障害を含めて）
２．学習障害の特徴を踏まえた教育・保育での支援

9

第９章　支援計画の作成と記録及び評価
２．特別支援教育・障害児保育の記録と評価

予習（40分）：教科書該当箇所（8章-6）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連
する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（8章-6）の解説ができるようにする。

10

第12章　地域の専門機関や関係機関との連携
１．地域の団体・関係機関とのネットワークの構築

予習（40分）：教科書該当箇所（9章-3）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連
する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（9章-3）の解説ができるようにする。

13

8

第９章　支援計画の作成と記録及び評価
１．障害のある子どもの個別の支援計画（短期・長期）

予習（40分）：教科書該当箇所（8章-1～4）までをよく読んで理解を深めておく。不明な語句につい
ては関連する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（8章-1～4）の解説ができるようにする。

12

第10章　困難な状況をかかえる家族とその支援
１．障害のある子どもとその家族の支援
２．学校や就学前施設での家族支援の実際

予習（40分）：教科書該当箇所（9章-1）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連
する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（9章-1）の解説ができるようにする。

11

第11章　障害児，その他の特別な配慮を必要とする子どもの課題
１．保健・医療における課題
２．教育・保育・福祉における課題
３．各領域を越えて

予習（40分）：教科書該当箇所（9章-2）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連
する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（9章-2）の解説ができるようにする。

6

第６章　注意欠如・多動性障害の特徴と教育・保育での支援
１．注意欠如・多動性障害の特徴
２．注意欠如・多動性障害の特徴を踏まえた教育・保育での支援·

予習（40分）：教科書該当箇所（5章-5）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連
する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（5章-5）の解説ができるようにする。

7

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

第13章　多様な支援を必要とする乳幼児，児童及び生徒の把握や支援
１．母語の問題等により特別の教育的ニーズのある幼児、児童及び生徒の理解
２．障害はないが、学習上または生活上の困難があり、組織的な対応の必要な幼児、児童生徒への
理解と
支援

第12章　地域の専門機関や関係機関との連携
２．地域の専門機関との連携方法
３．支援計画例と支援の実際
４．発達障害等のある子どもたちの学びを支える

予習（40分）：教科書該当箇所（9章-4）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連
する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（9章-4）の解説ができるようにする。

チェック欄 その他の工夫

・授業は主に配布資料及び視覚教材（DVD等）を用いて説明する。
・授業の前半では、「法的位置づけ」や「学術的な根拠（子どもの発達過程の特徴な
ど）」について講義する【知識・理解の獲得】。
・後半では、グループディスカッションや課題解決・指導計画の作成等にて、前半の
学びを深めるとともに、自らの考えをレポートやプレゼン等にて表現する。【汎用的技
能の育成】。

14

保育士養成課程、幼稚園教職課程の必修科目
ピアヘルパー受験資格

講義では、それぞれが知識に基づいて予想を立てたり次の論点を整理したりするように、多くの質問や協議機会が与えられる。

授業中のアクティブ・ラーニングなどの参加状況(30%)、基本的な知識、理解（質問への回答）(30%)、期末（論述）試験(40％)による総合評価。

原則、基本的なことは予習において教科書で読み進めておき、授業は別紙配布した最新情報をもとに展開されるので、必ず予習・復習をしてくること。

『キーワードで学ぶ障害児保育入門〔第2版〕』七木田敦編著（2017）保育出版社

特になし

・文部科学省『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
・厚生労働省『保育所保育指針解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
・内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
・『改訂版　教職用語辞典』橋本美保編修代表（2019）一藝社

・小学校教員免許状・養護学校教諭免許状所持
・元養護学校教員、教育実習指導担当
 ・毎授業回にて、今日の教員の職務内容をはじめ、学級経営や個別の指導計画、教育支援計画の実際と課題について、現場での職務経験を踏まえた具体例を示しながら展開を示していく。

15
予習（40分）：教科書該当箇所（9章-5）をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連
する本で調べておくこと。
復習（20分）:教科書該当箇所（9章-5）の解説ができるようにする。

授業終了後

下記のメールに送信。
t-satomi@yamanashi-ken.ac.jp

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

○

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 子どもの遊び及び生活の実態に即した子どもの理解の意義について説明できる。 ○

2 子どもを取り巻く環境の特質や関連性を捉えることの意義を説明できる。子ども理解から発達及び学びを捉える原理を説明できる。 ○

3 子どもを理解、個と集団の関係を深めるための保育者の基本的態度を身につける。 ○

4 観察及び記録の意義並びに目的、目的に応じた観察法等の基礎的な事柄を例示することができる。 ○

5 保護者の心情及び基本的な対応の方法を理解し、説明できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

11 観察・記録から子どもの理解と学びの読み取り・考察：「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
予習（30分）：観察・記録することで、子どもへの理解が深まったか？
復習（30分）：事例についての学びを整理する

15 支援体制の整備と家庭や地域との連携：園内の協力体制と専門機関との連携の在り方
予習（30分）：今までの復習をして質問をまとめる
復習（40分）：授業を通して、子どもの行動についてわかったことをまとめる

12

チェック欄 その他の工夫

次の授業においてフィードバックする。

授業への参加度・授業内での提出物40％、定期試験60％で総合的に判断する。

関連科目は、「発達心理学」「子どもと人間関係」「保育内容演習『人間関係』」である。

○ 動画視聴

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

子育てにかかわる現在的な課題の特徴：統計資料や事例から子育て支援の課題を捉える
予習（30分）：子どもへの理解が保護者への子育て支援にどのようにつながるか？
復習（30分）：事例からの学びを整理する

13 カウンセリングの技法：カウンセリングの基礎的な姿勢と技法を学ぶ
予習（30分）：カウンセリングマインドについて調べる
復習（40分）：事例についてまとめる

8 観察・記録の方法と分析・考察の視点：子どもの発達や学びを捉える観察・記録の方法
予習（30分）：子どもの行動や発達を保護者に伝える方法には何があるか？
復習（30分）：観察・記録の方法について説明する

観察・記録のまとめについての討議：グループ討議から多様な見方・考え方に気づく
予習（30分）：グループ討議をする目的は何か？どんな意味があるか？
復習（30分）：多様な見方・考え方についてまとめる

7 気になる行動への保育者の対応と周囲の子どもの受け止め
予習（30分）：気になる行動をする子どもの行動特徴は何か？
復習（30分）：事例からの学びを整理する

14 保護者への対応のロールプレイ：保護者の心情の理解と家庭への支援の方法を学ぶ
予習（30分）：保護者から質問や相談を受けた時にどのように対応すればよいか？
復習（40分）：保護者への支援についてまとめる

9 観察・記録の実際：子どもの遊びの様子から記録する
予習（30分）：遊びの様子を記録する方法には何があるか？
復習（30分）：遊びの様子を記録してみる

10

5 「自分」の世界と「友だち」の世界の広がり
予習（30分）：連合遊びと協同遊びの違いは何か？
復習（30分）：子どもに関するエピソードを書く

6 気になる子どもの事例からの学び：けんかやつまずきの場面から個の育ちと集団の育ちを読み解く
予習（30分）：けんかやつまずきを経験することで発達するものは何か？
復習（30分）：子どもに関するエピソードを書く

3 子どもの自己表現と受容する他者との関係：子どもと保育者の温かい関係・信頼関係の重要性
予習（30分）：子どもと保育者の最初の出会いについて、印象に残る体験を書いてみよう。
復習（30分）：事例からの学びを自分なりにまとめる

4
子どもの発達や学びの過程を捉える支援：遊びの中で子どもが何を学び、身につけているのかを読
み取る（評価）

予習（30分）:子どもにとって遊びとは何か？
復習（30分）：子どもに関するエピソードを書く

1 保育の出発点としての子ども理解：子ども理解と指導案の作成・実施・評価との関係を学ぶ
予習（30分）：子どもの理解できない行動・不思議だと思う行動を書き出してみよう。
復習（30分）：子どもを理解する意義について説明する

◎

2
子どもの発達に関わるさまざまな課題：統計資料や保育実践事例から子どもの気になる行動の課題
を捉える

予習（30分）：気になる行動とはどんな行動か？なぜ気なるのか？
復習（30分）：事例からの学びを自分なりにまとめる

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

チェック欄

この科目は、ディプロマポリシー「こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる」ための演習科目である。子ども理解の意義と重要性を理解し、保育
実践と結び付けて考察する力を身につける。また、子どもの発達や学び及びその過程で生じる葛藤やつまずき、その要因を把握するための原理や方法について、個と集団の関係や家庭との連携を含めて考え
る力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業科目名 こどもの理解と援助 担当教員名 小泉　左江子

コード 19NUR409
区分

（必修・選択）

選択

○

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

○ ○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

水・金曜日の昼休み及び4限以降

s_koizumi@g.t-junshin.ac.jp

子どもの行動には理解できないこと、不思議だなあと思うことがたくさんあると思います。正解がない問題・課題にみんなで取り組みたいと思います。

特になし。適宜資料を配布する。

特になし。

鯨岡峻・鯨岡和子「保育のためのエピソード記述入門」ミネルヴァ書房       入江礼子・小原敏郎「子ども理解の理論及び方法」萌文書林

保育士の経験をもとに、乳幼児期の子どもの発達とその人間関係の重要性について、理論と実践の両面から講義する。

2



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

【授業計画】

授業科目名 乳児保育Ⅱ 担当教員名 小川　清美

コード 19NUR413
区分

（必修・選択）

卒業必修 幼稚園教職課程
必修

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態

○○

乳児保育Ⅰに続き、3歳未満児についての専門的知識と保育技術の習得を目指していく。一人ひとりの子どもに寄り添い受容的・応答的に丁寧に関わり、遊びや生活の充実に向けた実践力を高めるため、事例
検討等を通して学んでいく。また、3歳未満児クラスの指導計画の作成や相応しい環境等について学び、養護及び教育の一体性の視点からも保育の理解を深めていく。
　本授業では、3歳未満児を想定した疑似的な保育実践を繰り返し行い、乳児保育のイメージの具体化と実践力の向上を目指す。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

2単位／30 時間／演習

チェック欄

保育士課程
必修

乳児保育の基本
（子どもの主体性の尊重と自己の育ち、子どもの体験と学びの芽生え、授業ガイダンス含む）

予習（15分）：本授業のシラバスを一読して授業に臨む。
復習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ乳児と保育者の関係性について振り返る。

◎

選択

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

2 子どもの育ちと保育内容（1）環境
予習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ乳児の発達を復習しておく。
復習（30分）：乳児の環境について本時において学んだことを整理し考えをまとめる。

3 子どもの育ちと保育内容（2）食事
予習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ離乳食や食事の援助について復習しておく。
復習（15分）：本時で取り上げた事例について整理し考えをまとめる。

4 子どもの育ちと保育内容（3）睡眠
予習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ睡眠について復習しておく。
復習（15分）：本時で取り上げた事例について整理し考えをまとめる。

5 子どもの育ちと保育内容（4）排泄
予習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ排泄について復習しておく。
復習（15分）：本時で取り上げた事例について整理し考えをまとめる。

6 子どもの育ちと保育内容（5）着脱・清潔
予習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ着脱・清潔について復習しておく。
復習（15分）：本時で取り上げた事例について整理し考えをまとめる。

7 子どもの育ちと保育内容（6）遊び
予習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ乳児の遊びについて復習しておく。
復習（15分）：本時で取り上げた事例について整理し考えをまとめる。

14 乳児保育を支える連携
予習（15分）：乳児保育Ⅰで学んだ連携について復習しておく。
復習（60分）：本時で学んだ連携について、保育士としての在り方について整理し考えをまとめる。

9 子どもの主体的な体験と学びの芽生え

予習（15分）：これまでの授業内容を振り返り、乳児保育における保育者の援助や姿勢について整
理して
おく。
復習（30分）：乳児の学びの芽生えについて本時で学んだことを整理し考えをまとめる。

10 子ども同士の関わりとその援助
予習（15分）：乳児保育Ⅰで学んだ友だち関係について復習しておく。
復習（30分）：乳児期における友だち関係の在り方について本時で学んだことを整理し考えをまとめ
る。

11

15 進級にまつわる環境の変化や移行に対する配慮
予習（15分）：これまでの授業で学んだことを振り返り、整理しておく
復習（180分）：課題の事例ついて自己の考えを整理しレポートする。

12
 乳児保育における指導計画（2）個別指導計画、保育の質の向上を目指した観察・記録及び自己
評価

予習（30分）：実習日誌を振り返り、乳児の１日の生活を理解する。
復習（120分）：模擬保育で使用する教材を制作する。

13  乳児保育における指導計画（3）模擬保育
予習（120分）：模擬保育の指導計画を立案する。
復習（60分）：実演をした振り返りを行い、自己の課題を明確にする。

1

予習（15分）：乳児保育Ⅰで学んだ指導指導計画について復習しておく。
復習（30分）：指導計画作成に向けて、発達に応じた教材等を調べる。

３歳未満児の発育・発達の過程や特性を踏まえた援助や関わりの基本的な考え方について理解し説明することができる。

養護及び教育の一体性を踏まえ、３歳未満児の子どもの生活や遊びと保育の方法及び環境について理解し、的確な判断のもとに適応することができる。

乳児保育における配慮の実際について、具体的に理解すると共に、自己の保育実践に活かすことができる。

乳児保育における指導計画について理解し、具体的に作成することができる。

 乳児保育における指導計画（1）長期的・短期的・個別指導計画

8 子どもの育ちと保育内容（7）安全
予習（30分）：乳児保育Ⅰで学んだ乳児保育における安全について復習しておく。
復習（15分）：本時で取り上げた事例について整理し考えをまとめる。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

kogawa@g.t-junshin.ac.jp

・教科書と保育所保育指針は毎回持参すること。
・保育士資格課程の科目であるため欠席には十分留意すること。
・受身ではなく、能動的に、保育者になる自分が学ぶという態度で参加してほしい。また、授業内で事例検討やグループディスカッションを行なう際には、積極的に自己の考えを発言する意欲をもって取り組むこ
と。

毎回の授業後に提出する振り返りシートや課題についてのフィードバックは、次回の授業時に行なう。

評価は次の3点の総合的評価として、60点以上を合格とする。
（1）レポート50%　　（2）課題35%　　（3）授業内での発言やグループワーク等に対する積極的な態度15%
・毎回の授業の最後に提出する振り返りシートを課し、またグループワークの参加態度等を「（3）の授業に対する積極的な態度」として評価する。

保育士養成課程の必修科目であるので、保育士の資格取得を希望する者は、３年次に必ず履修すること。乳児保育Ⅰを履修済みであること。

乳児保育Ⅰで使用した教科書

特になし。

『保育所保育指針』　／　厚生労働省　／　フレーベル館
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』　／　内閣府・文部科学省・厚生労働省　／　フレーベル館

特になし。

○

▪ 火曜日：昼休み
▪ 水曜日：昼休み

チェック欄 その他の工夫

動画（DVD、動画サイト）の活用、
事例検討、
保育実習・教育実習で得た知識と経験の活用、
模擬保育

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

15 お話会の総括、前期のまとめ

授業外学修（予習・復習･課題等）

卒業必修

1 オリエンテーション――本講座とアクティブ・ラーニングに関する説明

保育士課程
必修

今学期の具体的なテーマ設定と学外授業案の検討および決定
予習（40分）:　先行研究の整理、文献リスト作成
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

◎

観察・調査・報告・討論・企画立案・プレゼンができる。

チームワークの基礎を修得し、リーダーシップがとれる

卒業論文・研究・制作の具体的なテーマを決定する。

授業計画

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

こどもの文化について自らテーマを設定し、課題を見つけることができる。

授業科目名 こども文化セミナーＡa 担当教員名 大竹　聖美

選択

○

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

予習（40分）:　こども文化の中で、特に自分が関心のある領域、対象について書き出し、分類し、疑
問点を整理する
復習（40分）:　関心領域の参考文献を調べる

こども文化・子育て支援を通した地域活性化について具体的な提案ができる。

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

●アクティブラーニング＜こども文化・現代文化＞～地域・環境・多文化・共生の視点から～＜前半戦＞●
　本講座は、＜こども文化・現代文化の課題解決＞に取り組むアクティブラーニングのスタイルをとる。
　学生は主体的に課題を発見し、その解決に向けて自ら企画立案、実践、考察することを通して、こども文化の領域で生涯主体的に学び続け協働することができる態度と方法を身につける。
　こども文化・現代文化の現状認識の為のフィールドワーク、歴史考察、比較研究、資料分析、文献調査を行い、またその手法を学び、課題を発見し、課題解決につながるような提案（活動・創作・研究）にチャレ
ンジする。

コード 19CHI302
区分

（必修・選択）

幼稚園教職課程
必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

9
考察と課題の整理
企画・立案

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

10 提案・交渉
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

13
お話会の構成
―ペープサート、パネル、小道具類の作成

フィールドワーク（２）――課題点の発見

11 報告と振り返り
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

12
お話会の研究
―テーマの決定、選書、手遊び歌、言葉遊び、工作等の企画立案

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理　＊大阪国際児童文学振興財団の公開デジタルコン
テンツ「おはなし会データベース」を活用する：https://www.justice.co.jp/iiclo/ohanashi/
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

5 地域研究・テーマ別研究（３）―　自分の興味・関心と関係づける
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

14
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

お話会の実践

7 フィールドワーク（１）――現状の観察
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

8

2

6 地域研究・テーマ別研究（４）―　各自のテーマを設定する
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

3 地域研究・テーマ別研究（１）―　過去の事例に学ぶ
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

4 地域研究・テーマ別研究（２）―　課題を発見する
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

kootake@g.t-junshin.ac.jp

＊大阪国際児童文学振興財団の公開デジタルコンテンツ「おはなし会データベース」を活用する：https://www.justice.co.jp/iiclo/ohanashi/
＊千葉大学アカデミック・リンク・センター　　『児童文学事典』　https://alc.chiba-u.jp/cl/index.html

月曜：昼休み・４限、金曜：昼休み・４限

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

○

○

＊学外フィールドワークの都合などにより授業計画に変更が生じる場合がある。その場合は事前に告知する。
＊学外授業が想定されているため、授業は固定の時間割の日時ではなく、他の曜日や時間帯に集中的に振り替えになることがある。
＊学外授業のスケジュールは学外施設との調整が必要なため、直前に日程変更になる場合がある。
＊学外授業時の交通費、入場料、材料費などは個人負担とする。

・予習で準備した資料、復習で作成した報告書・レポートは次回の授業で持参すること。
・授業では、それらの「資料」「シート」「レポート」などの準備物提出物を活用し、プレゼンとフィードバックを行う。

授業参加度（課題への取り組み）30％、発表30％、提出物40％

特になし

授業中に指定する。

『絵本のよろこび』松居直，ＮＨＫ出版
『絵本はともだち』中村柾子，福音館書店
『えほんのせかい　こどものせかい』松岡享子，日本エディタースクール出版部
『明日の平和をさがす本 戦争と平和を考える絵本からYAまで300』野上暁ほか，岩崎書店

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 テーマに応じた資料収集、処理、整理、資料の活用法、論文の書き方、発表方法が身に付く。 ○

2 テーマに関して、先行研究に照らして、各人なりの新たな知見を明瞭に提示できるようになる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

各回授業でのコメントおよびレポート添削

課題50％
期末レポート：50％

特になし

○

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

○

チェック欄 その他の工夫

14 中間発表予行演習 中間発表用原稿・パワーポイント完成（４時間）

15
総括
論文形式によるレポートの書き方の復習（とくに引用、注、参考文献）
レポートアウトラインの検討

レポートアウトライン作成（４時間）

12 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

13 中間発表用原稿・パワーポイントチェック 中間発表用原稿・パワーポイント作成（４時間）

10 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

11 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

8 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

9 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

6 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

7 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

4 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

5 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

2 図書館利用法（司書による指導） 第1回配布資料をよく読み持参すること（第２回・事前）（60分）

3 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

1 各人のテーマの確認と進捗状況の報告
シラバスをよく読んでくる（30分）
Ｂ６カード、Ｂ６ファイル2冊を用意してくる　　　　　（90分）
こども文化セミナーAの成果をA4一毎に纏め前日までに田尻に送付

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー

授業科目名 こども文化セミナーAa 担当教員名 田尻　真理子

コード 19CHI302
区分

（必修・選択） ○

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

卒業必修

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

チェック欄

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

○

受講生は自身の専門・関心に応じて設定したテーマについて資料収集・整理・検討・発表を行う。
最終年次生として4年間の総括に相応しい論文、研究、制作が完成するよう、授業内での成果を授業外学修で十分に敷衍することが要求される。

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

授業時に指示

特になし

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 研究発表において自分の考えを論理的に、説得力をもって発信できるようになり、創造的なコミュニケーションを取ることができる。 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

チェック欄 その他の工夫

課題に対するフィードバックは、次回講義時に行う。

1 質疑応答　30%　事前にテキストを熟読し、授業時に質疑応答ができること。 2 研究発表　30%　卒業論文に結び付く独自のトピックで研究発表を行うこと。
3 研究論文　40%　各自の「問い」に答えてその「論拠」を4000字以上で小論文としてまとめること。

3年次の必修科目です。

問題の「場」から「トピック」へ
予習（60分）:テキスト1の22-32ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。
復習（60分）:

2

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

10

11

3

4

5

6

7

1

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態

◎

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

学生は「問い」に答えてその「論拠」を示すという学問研究の基本中の基本を学び、論文が書けるようになり、高度な知識を身につける。

「論理的」に考え、話し、書けるようになり、主体的に判断し、多文化共生社会を積極的に生きることができる。

○

1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

本セミナーでは演劇・映画をトピックとして論文の書き方を学ぶ。前半では「問い」に答えてその「論拠」を示す方法論を習得する。後半では受講生の知的関心に合わせて、論文作成のための指導を
行い、研究発表の方法を習得する。この科目は、こども文化学科3年次の必修科目で、カリキュラム上の卒業論文・制作・研究を準備する役割を担っている。

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

授業科目名 こども文化セミナーAa 担当教員名 増田　光

コード
選択

8

9

19CHI302
区分

（必修・選択）

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

アウトラインの発展、文章化、下書き (1)

アウトラインの発展、文章化、下書き (2)

14

15

研究発表の方法 (1)

研究発表の方法 (2)

12

13

論理的な話し方 (1)

論理的な話し方 (2)

下書きから完成へ (1)

下書きから完成へ (2)

理解する読み方 (1)

理解する読み方 (2)

テキスト1の183-198ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の199-207ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

資料探し

研究の準備

資料研究・読みと整理

資料研究・確実なデータ作り

テキスト1の33-49ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の50-64ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の65-82ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の83-102ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の103-109ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の110-122ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の208-219ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の220-228ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の123-142ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の143-157ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の158-165ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の166-182ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

hmasuda@g.t-junshin.ac.jp

特になし

1 澤田昭夫　『論文の書き方』　講談社学術文庫
2 宮脇俊文編　『映画は文学をあきらめない—ひとつの物語からもうひとつの物語へ』　水曜社

戸田山和久　『新版　論文の教室　レポートから卒論まで』　NHKブックス

特になし

月曜日3, 4時限

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 こどもに関わるデザインに対する知識を得ることができる。 ○

2 デザイン要素をいかすために必要なスキル（情報取集力、問題解決力、美的感性など）を体得することができる。 ○

3 一つひとつの積み重ねから形を作り上げる達成感を得ることで、感動を伝えることの大切さを実践できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

・ PCを使用する場合、ソフトの数に制限があること、また、作業場が限られるので、受講者が多い場合は要注意。
・ 加工用の素材は、こちらで用意するものと本人負担するものがあるので、指示をよく確認すること。
・ アイディア出しや作業確認のため、エスキース帳（線の入っていないノート）を用意すること。

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

・ 作業工程、制作方法など授業内で適宜フィードバックを行う

授業参加度：50％　課題制作作品50％
1．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
2．課題制作作品は完成度、オリジナルの創意工夫がみられるか等、総合評価とする。

14 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

15 作品提出及び講評→夏季休業中の作業計画提出 予習（20分）：前期の振り返り（反省と今後の制作への生かすための考察）

12 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

13 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

10 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

11 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

8 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

9 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

6 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

7 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

4 作業計画に沿って制作開始（作業計画提出） 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

5 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

2 制作作品決定のための準備II（候補を絞って発展） 予習（30分～１時間）：案についてのリサーチ　作業進行の記録

3 制作作品決定→作業計画を作成 予習（30分～１時間）：計画のための方法をリサーチ　作業進行の記録

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1
オリエンテーション：授業の概要
制作作品決定のための準備I（作品候補の案出し）

予習（20分）:本授業のシラバスを一読しておくこと。アイディアの為の資料収集、作業進行の記録

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／15時間／演習

チェック欄

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

◎ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

コンピュータ・グラフィックスやデザインの要素を生かした作品（絵本、アニメーション、玩具や遊具、楽器など）制作について、アイディアや技法、知識について実践を通じて深く学び、卒業研究、卒業制作に向け
て発展させるために着実な準備を進めて行く。受講生の興味、関心を基に各自テーマを設定し、情報収集や検証を重ね、こどもに対し制作作品がどの様に係わって行くのかを研究し、実際に役立つ作品の完
成とプロセスを体得する。

授業科目名 こども文化セミナーAa 担当教員名 井上　救

コード  19CHI302 
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修 選択

○

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

時間内で作業が終わらない場合は、自主的に時間を設けて制作をすることが望ましい。
制作については、外部からの依頼などシラバスに表記されていないものも随時取り入れ進める予定である。また授業以外で制作研究班の活動も行うことになる（真夏のデザインフェスタ、聖母祭での展示など）。
制作活動は工作機械、塗料、接着剤など汚れる可能性のあるものも扱うので、そのつもりで取り組むこと。危険を伴う道具や工具も取り扱う場合もあるので、指導に従うこと。

特になし

・必要に応じて参考資料を紹介する。

特になし

特になし

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 卒業論文のテーマを決め、論文執筆の大まかな見通しを立てることができる ○

2 論文執筆に必要な資料かが収集できる ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

授業科目名 こども文化セミナーAa 担当教員名

区分
（必修・選択）

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

田中　路

コード 19CHI302

年次／期間

○

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

○

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

チェック欄

本セミナーではこども文化専門科目のひとつとして、こどもと音楽に関わるテーマについて文献研究や楽曲分析・鑑賞などを通して学問的に理解を深め、 論文に纏める。
セミナー全体で研究に関する基礎的な事項(先行研究の収集方法、データ等の分析方法、プレゼンテーションの方法、論文のまとめ方等)を学びながら、 各自が興味関心のある研究テーマを設定し考察する。
本学の学位授与の方針のうち、「こども文化・保育 ・教育全般への思考力・判断力」を身に着けるために、音楽の指導法研究、子どもの歌の作品研究、音楽教育メソッド研究など、こどもと音楽に関わる様々な面
から研究にアプローチする。文献や論文の講読の他、 楽曲の演奏・鑑賞を通して、ディスカッションを行う場合もある。

3年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

卒業必修 選択

4 レポート「私の音楽教育観」発表(2)

3 レポ−ト「私の音楽教育観」発表(1) 予習：レポート「私の音楽教育観」を作成する(60 分)

予習：レポート「私の音楽教育観」を作成する(60 分)

2 こどもと音楽に関する研究について(音楽教育研究の主な分類) 復習：音楽教育研究の主な分類について復習する(30 分)

1
オリエンテーション:授業の概要、授業の進め方などについての説明
イントロダクション:研究の意義と方法

復習:イントロダクションで扱った「研究の意義と方法」について復習する(60 分)

7 音楽教育の主要なメソッド(3):スズキメソッド
予習：スズキメソッドについて概要を調べておく（60分）
復習：スズキメソッドの特色について復習し、まとめる(90 分)

5
プレゼンテーションの方法
音楽教育の主要なメソッド(1):コダーイ・システム

予習：コダーイ・システムについて概要を調べておく（60分）
復習：コダーイ・システムの特色について復習し、まとめる(90 分)

6 音楽教育の主要なメソッド(2):オルフ・シュールヴェルク
予習：オルフ・シュールヴェルクについて概要を調べておく（60分）
復習：オルフ・シュールヴェルクの特色について復習し、まとめる(90 分)

10 文献講読(2) 予習・復習：指定された文献を読み、担当箇所の発表準備を行う(90 分)

8
音楽教育の主要なメソッド(4):ヤマハ音楽教育システム
文献講読についての説明、分担決め

予習：ヤマハ音楽教育システムについて概要を調べておく（60分）
復習：ヤマハ音楽教育システムの特色について復習し、まとめる(90 分)

9 文献講読(1) 予習・復習：指定された文献を読み、担当箇所の発表準備を行う(90 分)

14 テーマ設定に関する個人指導(2) 予習・復習：各人の興味関心を研究へまとめるための準備(資料収集等)を行う(60 分)

11 文献講読(3) 予習・復習：指定された文献を読み、担当箇所の発表準備を行う(90 分)

12 文献講読(4) 予習・復習：指定された文献を読み、担当箇所の発表準備を行う(90 分)

13 テーマ設定に関する個人指導(1) 予習・復習：各人の興味関心を研究へまとめるための準備(資料収集等)を行う(60 分)

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

15
中間報告
前期のまとめ

予習・復習：各人の興味関心を研究へまとめるための準備(資料収集等)を行う(60 分)

○

特になし

○

各回の課題については次回セミナー時に教員がチェックを行う。

授業参加度(課題への取り組み)50%、発表 50%

音楽とこどもの関わりに高い関心があること。研究の一環としてセミナー内で演奏(器楽や歌唱)をする場合があるので、楽譜を読むことや人前で演奏することに抵抗がないこと。

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

特になし

特になし

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

火曜 12:15〜12:45

特になし

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

19CHI303
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修 選択

○

授業科目名 こども文化セミナーＡｂ 担当教員名 大竹　聖美

コード

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業外学修（予習・復習･課題等）

◎ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

●アクティブラーニング＜こども文化・現代文化＞～地域・環境・多文化・共生の視点から～＜後半戦＞●
　本講座は、＜こども文化・現代文化の課題解決＞に取り組むアクティブラーニングのスタイルをとる。
　学生は主体的に課題を発見し、その解決に向けて自ら企画立案、実践、考察することを通して、こども文化の領域で生涯主体的に学び続け協働することができる態度と方法を身につける。
　こども文化・現代文化の現状認識の為のフィールドワーク、歴史考察、比較研究、資料分析、文献調査を行い、またその手法を学び、課題を発見し、課題解決につながるような提案（活動・創作・研究）にチャレ
ンジする。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

16
１．後期のアクティブラーニング立案
２．卒業論文・研究・制作に関する過去の事例について

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

こどもの文化について自らテーマを設定し、課題を見つけることができる。

こども文化・子育て支援を通した地域活性化について具体的な提案ができる。

観察・調査・報告・討論・企画立案・プレゼンができる。

チームワークの基礎を修得し、リーダーシップがとれる

卒業論文・研究・制作の具体的なテーマを決定する。

授業計画

17
１．後期のアクティブラーニング計画決定
２．卒業論文・研究・制作に関する先行研究調査、予備調査について

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

18 卒業論文・研究・制作に関するディスカッション
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

19 フィールドワーク（１）――観察
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

20 フィールドワーク（２）――課題の発見
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

21 フィールドワーク（３）――問題の明確化
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

22
フィールドワーク報告会・討論（１）――問題点と改善策を探る
卒業論文・研究・制作に関する報告会

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

23 フィールドワーク（４）――交渉
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

24 フィールドワーク（５）――実践
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

25 フィールドワーク（６）――評価
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

26
フィールドワーク報告会・討論（２）――挑戦したことは何か
卒業論文・研究・制作に関する報告会

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

27 フィールドワーク（７）――修正案の実施
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

28 フィールドワーク（８）――到達点の検証
予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

29
１．フィールドワーク総括
２．卒業論文・研究・制作に関する個人指導（１）――現時点での到達点の確認

予習（40分）:　疑問点の書き抜き・分類・整理
復習（40分）:　資料・課題図書のリーディング

30
１．アクティブラーニング総括
２．卒業論文・研究・制作に関する個人指導（２）――今後の見通し

予習（40分）:　本セミナーの学習到達度に関する自己評価を行う
復習（40分）:　こども文化セミナーＢに向けた目標を設定する

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄 その他の工夫

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

○

○

○

○

特になし

月曜：昼休み・４限、金曜：昼休み・４限

kootake@g.t-junshin.ac.jp

＊学外フィールドワークの都合などにより授業計画に変更が生じる場合がある。その場合は事前に告知する。
＊学外授業が想定されているため、授業は固定の時間割の日時ではなく、他の曜日や時間帯に集中的に振り替えになることがある。
＊学外授業のスケジュールは学外施設との調整が必要なため、直前に日程変更になる場合がある。
＊学外授業時の交通費、入場料、材料費などは個人負担とする。

・予習で準備した資料、復習で作成した報告書・レポートは次回の授業で持参すること。
・授業では、それらの「資料」「シート」「レポート」などの準備物提出物を活用し、プレゼンとフィードバックを行う。

授業参加度（課題への取り組み）30％、発表30％、提出物40％

特になし

授業中に指定する。

『絵本のよろこび』松居直，ＮＨＫ出版
『絵本はともだち』中村柾子，福音館書店
『えほんのせかい　こどものせかい』松岡享子，日本エディタースクール出版部
『明日の平和をさがす本 戦争と平和を考える絵本からYAまで300』野上暁ほか，岩崎書店

＊大阪国際児童文学振興財団の公開デジタルコンテンツ「おはなし会データベース」を活用する：https://www.justice.co.jp/iiclo/ohanashi/
＊千葉大学アカデミック・リンク・センター　　『児童文学事典』　https://alc.chiba-u.jp/cl/index.html

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

【授業計画】

テーマに応じた資料収集、整理、処理、資料の活用法、論文の書き方、発表の仕方が身につく。

テーマに関して、先行研究に照らして、各人なりの新たな知見を明瞭に提示できるようになる。

30 卒論等発表会予行演習 卒論等発表会用パワーポイント・発表原稿作成（4時間）

28 卒論等発表会用原稿・パワーポイントチェック 卒論等発表会用パワーポイント・発表原稿作成（4時間）

29 卒論等発表会用原稿・パワーポイントチェック 卒論等発表会用パワーポイント・発表原稿作成（4時間）

26 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

27 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

24 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

25 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

22 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

23 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

20 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

21 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

18 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

19 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

16
夏季休業中の進捗状況と今後の計画の報告
上についてのディスカッション

夏季休業中の進捗状況をA4一枚にまとめ、前日までに田尻宛送付
特に文献研究の場合は、読了した文献名とその内容の概要を記載のこと（60分）。

17 前期期末課題レポートの発表 前期期末課題レポートの発表

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

○ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

受講生は自身の専門・関心に応じて設定したテーマについて資料収集・整理・検討・発表を行う。
最終年次生として4年間の総括に相応しい論文、研究、制作が完成するよう、授業内での成果を授業外学修で十分に敷衍することが要求される。
論文、研究、制作の完成・提出の後、卒業論文等発表会の準備として、発表原稿作成、パワー・ポイント制作、発表練習などにとりくむ。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

年次／期間 4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／3０時間／演習

チェック欄

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

選択

○

授業科目名 こども文化セミナーAb 担当教員名 田尻　真理子

コード 19CHI303
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

なし

授業内で指示する

授業内で指示する

決定次第クラスルームで連絡

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp

○

○

各回授業でのコメントおよびレポート添削

課題50％
期末レポート：50％

特になし

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 研究発表において自分の考えを論理的に、説得力をもって発信できるようになり、創造的なコミュニケーションを取ることができる。 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄 その他の工夫

hmasuda@g.t-junshin.ac.jp

特になし

課題に対するフィードバックは、次回講義時に行う。

1 質疑応答　30%　事前にテキストを熟読し、授業時に質疑応答ができること。 2 研究報告　15%　10件の研究例から一つ選び、授業時に研究報告を行うこと。
3 研究発表　15%　卒業論文に結び付く独自のトピックで研究発表を行うこと。 4 研究論文　40%　各自の「問い」に答えてその「論拠」を4000字以上で小論文としてまとめること。

3年次の必修科目です。

1 澤田昭夫　『論文の書き方』　講談社学術文庫
2 宮脇俊文編　『映画は文学をあきらめない—ひとつの物語からもうひとつの物語へ』　水曜社

戸田山和久　『新版　論文の教室　レポートから卒論まで』　NHKブックス

特になし

月曜日3, 4時限

特になし

研究例1　村上春樹『ノルウェイの森』　(1) テキスト2の17-42ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

2

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

10

11

3

4

5

6

7

1

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態

◎

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

学生は「問い」に答えてその「論拠」を示すという学問研究の基本中の基本を学び、論文が書けるようになり、高度な知識を身につける。

「論理的」に考え、話し、書けるようになり、主体的に判断し、多文化共生社会を積極的に生きることができる。

○

1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

本セミナーでは前期に引き続き演劇・映画をトピックとして論文の書き方を学ぶ。前半には「問い」に答えてその「論拠」を示す方法論が身についているかを確認する。後半には受講生の知的関心に合わせて、
論文作成のための指導を行い、研究発表を行う。この科目は、こども文化学科3年次の必修科目で、カリキュラム上の卒業論文・制作・研究を準備する役割を担っている。

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

授業科目名 こども文化セミナーAｂ 担当教員名 増田　光

コード
選択

8

9

19CHI303
区分

（必修・選択）

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

研究例3　F・スコット・フィッツジェラルド『グレート・ギャツビー』 (2)

研究例4　張愛玲『色・戒』 (1)

14

15

研究例9　木下蕙介『楢山節考』

研究例10　今村昌平『楢山節考』

12

13

研究例7　上田秋成『雨月物語』

研究例8　井原西鶴『好色一代女』

研究例4　張愛玲『色・戒』 (2)

研究例5　遠藤周作『沈黙』 (1)

研究例5　遠藤周作『沈黙』 (2)

研究例6　アーネスト・ヘミングウェイ『日はまた昇る』

テキスト1の119-136ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の119-136ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

研究例1　村上春樹『ノルウェイの森』  (2)

研究例2　カズオ・イシグロ『日の名残り』 (1)

研究例2　カズオ・イシグロ『日の名残り』 (2)

研究例3　F・スコット・フィッツジェラルド『グレート・ギャツビー』 (1)

テキスト2の17-42ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト2の43-65ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト2の43-65ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト2の89-118ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト2の89-118ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト2の161-173ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の137-160ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の137-160ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト2の161-173ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

『カトリコス』(No.6 July 2009)1-27ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

『カトリコス』(No.6 July 2009)1-27ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の66-88ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 こどもに関わるデザインに対する知識を得ることができる。 ○

2 デザイン要素をいかすために必要なスキル（情報取集力、問題解決力、美的感性など）を体得することができる。 ○

3 一つひとつの積み重ねから形を作り上げる達成感を得ることで、感動を伝えることの大切さを実践できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

・必要に応じて参考資料を紹介する。

作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

18 作品制作 予習（30分～１時間）：計画のための方法をリサーチ　作業進行の記録

・ 作業工程、制作方法など授業内で適宜フィードバックを行う

授業参加度：50％　課題制作作品50％
1．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
2．課題制作作品は完成度、オリジナルの創意工夫がみられるか等、総合評価とする。

・ PCを使用する場合、ソフトの数に制限があること、また、作業場が限られるので、受講者が多い場合は要注意。
・ 加工用の素材は、こちらで用意するものと本人負担するものがあるので、指示をよく確認すること。
・ アイディア出しや作業確認のため、エスキース帳（線の入っていないノート）を用意すること。

特になし

16 夏季休業中の進行チェック・制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

20 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

19 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

17

予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

24 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

25 作品制作

チェック欄 その他の工夫

21 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

22 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

23 作品制作

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

保育士課程
必修卒業必修 選択

○

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

授業科目名 こども文化セミナーAｂ 担当教員名 井上　救

コード  19CHI303
区分

（必修・選択）

幼稚園教職課程
必修

コンピュータ・グラフィックスやデザインの要素を生かした作品（絵本、アニメーション、玩具や遊具、楽器など）制作について、アイディアや技法、知識について実践を通じて深く学び、卒業研究、卒業制作に向け
て発展させるために着実な準備を進めて行く。受講生の興味、関心を基に各自テーマを設定し、情報収集や検証を重ね、こどもに対し制作作品がどの様に係わって行くのかを研究し、実際に役立つ作品の完
成とプロセスを体得する。

年次／期間

◎

チェック欄

1単位／15時間／演習

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

3年次／後期 単位／時間数／形態

予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

26 制作（完成に向けて進行状況の見直し） 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

27 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

30 作品完成→最終講評 予習（20分）：作業進行記録のまとめと提出

28 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

29 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

1



【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

特になし

特になし

時間内で作業が終わらない場合は、自主的に時間を設けて制作をすることが望ましい。
制作については、外部からの依頼などシラバスに表記されていないものも随時取り入れ進める予定である。また授業以外で制作研究班の活動も行うことになる（真夏のデザインフェスタ、聖母祭での展示など）。
制作活動は工作機械、塗料、接着剤など汚れる可能性のあるものも扱うので、そのつもりで取り組むこと。危険を伴う道具や工具も取り扱う場合もあるので、指導に従うこと。

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 卒業論文のテーマを決め、論文執筆の大まかな見通しを立てることができる ○

2 論文執筆に必要な資料が収集できる ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

各回の課題については次回セミナー時に教員がチェックを行う。

授業参加度(課題への取り組み)50%、発表 50%

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

29 研究進捗状況報告(1) 予習：3年次に行った研究についての進捗状況報告の準備をする(60 分)

音楽とこどもの関わりに高い関心があること。研究の一環としてセミナー内で演奏(器楽や歌唱)をする場合があるので、楽譜を読むことや人前で演奏することに抵抗がないこと。

30
研究進捗状況報告(2)
後期のまとめ

予習：3年次に行った研究についての進捗状況報告の準備をする(60 分)

チェック欄 その他の工夫

27 卒業論文・研究に関する個人指導(7) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

28 卒業論文・研究に関する個人指導(8) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

25 卒業論文・研究に関する個人指導(5) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

26 卒業論文・研究に関する個人指導(6) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

23 卒業論文・研究に関する個人指導(3) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

24 卒業論文・研究に関する個人指導(4) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

21 卒業論文・研究に関する個人指導(1) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

22 卒業論文・研究に関する個人指導(2) 予習・復習：論文のアウトライン、章立てなどの構成を練る(60 分)

19 先行研究収集に関する個人指導(3) 予習・復習：先行研究の収集を行い、文献リストを作成する(60 分)

20 先行研究収集に関する個人指導(4) 予習・復習：先行研究の収集を行い、文献リストを作成する(60 分)

17 先行研究収集に関する個人指導(1) 予習・復習：先行研究の収集を行い、文献リストを作成する(60 分)

18 先行研究収集に関する個人指導(2) 予習・復習：先行研究の収集を行い、文献リストを作成する(60 分)

本セミナーではこども文化専門科目のひとつとして、こどもと音楽に関わるテーマについて文献研究や楽曲分析・鑑賞などを通して学問的に理解を深め、 論文に纏める。
セミナー全体で研究に関する基礎的な事項(先行研究の収集方法、データ等の分析方法、プレゼンテーションの方法、論文のまとめ方等)を学びながら、 各自が興味関心のある研究テーマを設定し考察する。
本学の学位授与の方針のうち、「こども文化・保育 ・教育全般への思考力・判断力」を身に着けるために、音楽の指導法研究、子どもの歌の作品研究、音楽教育メソッド研究など、こどもと音楽に関わる様々な面
から研究にアプローチする。文献や論文の講読の他、 楽曲の演奏・鑑賞を通して、ディスカッションを行う場合もある。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

16 テーマ設定についてのディスカッション 予習・復習：各人のテーマ設定についてプレゼンテーションの準備を行う(40 分)

１単位/30時間/演習

チェック欄

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

○ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

選択

○

年次／期間 ３年次／後期 単位／時間数／形態

授業科目名 こども文化セミナーAb 担当教員名 田中　路

コード 19CHI303
区分

（必修・選択）
卒業必修

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

特になし

特になし

特になし

特になし

火曜 12:15〜12:45

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

予習（40分）:　中間発表準備
復習（40分）:　中間発表の自己評価、次の目標設定

予習（40分）:　パワーポイントの材料の整理
復習（40分）:　レジュメの清書、提出

15 中間発表

授業外学修（予習・復習･課題等）

卒業必修

1 オリエンテーション――アクティブラーニングと研究に関する説明

保育士課程
必修

卒業論文・研究・制作ガイダンス
予習（40分）:　先行研究の整理、文献リスト作成
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

◎

個別指導を通して、こども文化学科における学びの最終的な仕上げを行う。

チームワークの基礎を修得し、リーダーシップがとれる

学外施設等でのアクティブラーニングを通して、こども文化の領域の課題を発見し、それを解決していく能力を身につける。

授業計画

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

卒業論文・研究・制作を完成させる。

授業科目名 こども文化セミナーBa 担当教員名 大竹　聖美

選択

○

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

予習（40分）:　先行研究の調査
復習（40分）:　資料のリーディング　＊大阪国際児童文学振興財団の公開デジタルコンテンツ「ドキ
ドキ絵本づくり」を活用する　https://www.justice.co.jp/dokidoki/

卒業論文・研究・制作を通して、こども文化（こどもの本の文化・こどもの文化全般）への理解を深め、各自のこども文化観を確立させる。

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

●アクティブラーニング＜こども文化＞～地域・環境・多文化・共生の視点から～●＜その２・個人のテーマを追求する＞（前半戦）
　こども文化の領域における様々な課題を解決していくアクティブラーニングの講座である。
　本講座は、こども文化や地域の子育て支援への理解を深め、他者（特に、こどもやこどもを育てる保育者たち）に対して、より良い子こども文化との出会いを手助けできる、優れた仲介者（こども文化の専門家）と
なるための訓練の場となることを目標とする。例えば、ブックスタートやこどもと本をとりまく市民運動、推薦図書や課題図書の考察のほか、作家研究、キーワード研究など、受講生とテーマを自由に設定するとこ
ろからはじめ、多角的な取り組みを行う。その取り組みは、卒業論文・研究・制作の形で、受講者が各自のテーマを設定し、課題を探究し、まとめていく。

コード 19CHI304
区分

（必修・選択）

幼稚園教職課程
必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

9 卒業論文・研究・制作個別指導（中期・２）第一論点の執筆
予習（40分）:　「本論１」の執筆
復習（40分）:　「本論１」の修正

10 中間発表会に向けたガイダンス
予習（40分）:　資料収集
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

13
中間発表会に向けた指導（３）
―パワーポイントの作成

卒業論文・研究・制作個別指導（中期・１）論文構成立案

11
中間発表会に向けた指導（１）
―レジュメの作成

予習（40分）:　資料収集
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

12
中間発表会に向けた指導（２）
―レジュメの修正

予習（40分）:　レジュメの作成
復習（40分）:　レジュメの修正

予習（40分）:　参考文献リストの作成
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

5 卒業論文・研究・制作個別指導（初期・１）執筆の具体的な指導
予習（40分）:　研究目的・研究方法シートの作成
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

14
予習（40分）:　パワーポイント作成
復習（40分）:　パワーポイントの修正

中間発表会に向けた指導（４）
―パワーポイントの修正、プレゼン練習

7 卒業論文・研究・制作個別指導（初期・３）論点の整理
予習（40分）:　段落構成メモの作成
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

8

2

6 卒業論文・研究・制作個別指導（初期・２）修正原稿の指導
予習（40分）:　「表紙・目次・はじめに」の作成
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

3 卒業論文・研究・制作個別指導（導入・１）現状の把握
予習（40分）:　先行研究の整理、文献リスト作成
復習（40分）:　資料、課題図書のリーディング

4 卒業論文・研究・制作個別指導（導入・２）軌道修正
予習（40分）:　研究課題シートの作成
復習（40分）:　研究目的・研究方法の整理

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

kootake@g.t-junshin.ac.jp

＊大阪国際児童文学振興財団の公開デジタルコンテンツ「おはなし会データベース」を活用する：https://www.justice.co.jp/iiclo/ohanashi/
＊千葉大学アカデミック・リンク・センター　　『児童文学事典』　https://alc.chiba-u.jp/cl/index.html

月曜：昼休み・４限、金曜：昼休み・４限

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

○

○

＊学外フィールドワークの都合などにより授業計画に変更が生じる場合がある。その場合は事前に告知する。
＊学外授業が想定されているため、授業は固定の時間割の日時ではなく、他の曜日や時間帯に集中的に振り替えになることがある。
＊学外授業のスケジュールは学外施設との調整が必要なため、直前に日程変更になる場合がある。
＊学外授業時の交通費、入場料、材料費などは個人負担とする。

・予習で準備した資料、復習で作成した報告書・レポートは次回の授業で持参すること。
・授業では、それらの「資料」「シート」「レポート」などの準備物提出物を活用し、プレゼンとフィードバックを行う。

授業参加度（課題への取り組み）30％、発表30％、提出物40％

特になし。

授業中に指定する。

『絵本のよろこび』松居直，ＮＨＫ出版
『絵本はともだち』中村柾子，福音館書店
『えほんのせかい　こどものせかい』松岡享子，日本エディタースクール出版部
『明日の平和をさがす本 戦争と平和を考える絵本からYAまで300』野上暁ほか，岩崎書店

特になし。
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 テーマに応じた資料収集、処理、整理、資料の活用法、論文の書き方、発表方法が身に付く。 ○

2 テーマに関して、先行研究に照らして、各人なりの新たな知見を明瞭に提示できるようになる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

各回授業でのコメントおよびレポート添削

課題50％
期末レポート：50％

特になし

○

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

○

チェック欄 その他の工夫

14 中間発表予行演習 中間発表用原稿・パワーポイント完成（４時間）

15
総括
論文形式によるレポートの書き方の復習（とくに引用、注、参考文献）
レポートアウトラインの検討

レポートアウトライン作成（４時間）

12 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

13 中間発表用原稿・パワーポイントチェック 中間発表用原稿・パワーポイント作成（４時間）

10 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

11 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

8 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

9 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

6 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

7 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

4 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

5 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

2 図書館利用法（司書による指導） 　第1回配布資料をよく読み持参すること（第２回・事前）（60分）

3 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
　テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パ
ワーポイント作成（4時間）

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

1 各人のテーマの確認と進捗状況の報告
シラバスをよく読んでくる（30分）
Ｂ６カード、Ｂ６ファイル2冊を用意してくる　　　　　（90分）
こども文化セミナーAの成果をA4一毎に纏め前日までに田尻に送付

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー

授業科目名 こども文化セミナーBa 担当教員名 田尻　真理子

コード 19CHI304
区分

（必修・選択） ○

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

卒業必修

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

チェック欄

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

○

受講生は自身の専門・関心に応じて設定したテーマについて資料収集・整理・検討・発表を行う。
最終年次生として4年間の総括に相応しい論文、研究、制作が完成するよう、授業内での成果を授業外学修で十分に敷衍することが要求される。

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

授業時に指示

特になし

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp

特になし
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 研究発表において自分の考えを論理的に、説得力をもって発信できるようになり、創造的なコミュニケーションを取ることができる。 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄 その他の工夫

hmasuda@g.t-junshin.ac.jp

特になし

課題に対するフィードバックは、次回講義時に行う。

1 質疑応答　30%　事前にテキストを熟読し、授業時に質疑応答ができること。 2 研究発表　30%　卒業論文に結び付く独自のトピックで研究発表を行うこと。
3 研究論文　40%　各自の「問い」に答えてその「論拠」4000字以上で小論文としてまとめること。

4年次の必修科目です。

上野千鶴子　『情報生産者になる』　ちくま新書

戸田山和久　『新版　論文の教室　レポートから卒論まで』　NHKブックス

特になし

月曜日3, 4時限

特になし

情報とは何か?
予習（60分）:テキスト1の9-16ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。
復習（60分）:

2

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

10

11

3

4

5

6

7

1

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態

◎

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

学生は「問い」に答えてその「論拠」を示すという学問研究の基本中の基本を学び、論文が書けるようになり、高度な知識を身につける。

「論理的」に考え、話し、書けるようになり、主体的に判断し、多文化共生社会を積極的に生きることができる。

○

1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

本セミナーでは3年次に引き続き、演劇・映画をトピックとして論文の書き方を学ぶ。前半では「問い」に答えてその「論拠」を示す方法論を習得する。後半では受講生の知的関心に合わせて、論文作成のための
指導を
行い、研究発表の方法を習得する。この科目は、こども文化学科4年次の必修科目で、カリキュラム上の卒業論文・制作・研究を準備する役割を担っている。

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

授業科目名 こども文化セミナーBa 担当教員名 増田　光

コード
選択

8

9

19CHI304
区分

（必修・選択）

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

先行研究とは何か

「批判的」であること

14

15

事例研究

まとめ

12

13

研究方法

方法論とは何か

研究計画書を書く

研究テーマ

研究内容

研究対象

テキストの80-114ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの116-141ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

問いを立てる

オリジナリティとは何か

1次情報と2次情報

インプットとアウトプット

テキストの17-18ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの19-20ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの20-22ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの22-48ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの50-63ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの63-70ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの142-154ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの9-154ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの71-72ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの73-74ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの74-77ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキストの78-80ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 こどもに関わるデザインに対する知識を得ることができる。 ○

2 デザイン要素をいかすために必要なスキル（情報取集力、問題解決力、美的感性など）を体得することができる。 ○

3 一つひとつの積み重ねから形を作り上げる達成感を得ることで、感動を伝えることの大切さを実践できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

区分
（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修 選択

○

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

こども文化セミナーAに引き続き、コンピュータ・グラフィックスやデザインの要素を生かした作品（絵本、アニメーション、玩具や遊具、楽器など）制作について、アイディアや技法、知識について実践を通じて深く
学び、卒業研究、卒業制作に向けて完成度を高めるため着実な準備を進めて行く。受講生の興味、関心を基に各自テーマを設定し、情報収集や検証を重ね、こどもに対し制作作品がどの様に係わって行くの
かを研究し、4年間の学びの集大成となる様、自ら研鑽し、質の高い作品を目指す。

授業科目名 こども文化セミナーBa 担当教員名 井上　救

コード  19CHI304

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／15時間／演習

チェック欄

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

◎

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1
オリエンテーション：授業の概要
制作作品決定のための準備I（作品候補の案出し）

予習（20分）:本授業のシラバスを一読しておくこと。アイディアの為の資料収集、作業進行の記録

2 制作作品決定のための準備II（候補を絞って発展させる） 予習（30分～１時間）：案についてのリサーチ　作業進行の記録

3 制作作品決定→作業計画を作成 予習（30分～１時間）：計画のための方法をリサーチ　作業進行の記録

4 作業計画に沿って制作開始（作業計画提出） 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

5 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

6 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

7 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

8 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

9 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

10 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

11 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

12 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

13 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

○

・ 作業工程、制作方法など授業内で適宜フィードバックを行う

授業参加度：50％　課題制作作品50％
1．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
2．課題制作作品は完成度、オリジナルの創意工夫がみられるか等、総合評価とする。

14 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

15 作品制作及び中間講評 予習（20分）：自主制作　夏季休業中の課題をまとめる　作業進行の記録

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

・ PC使用の場合、ソフトの数に制限があること、また、作業場が限られるので、受講者が多い場合は要注意。
・ 加工用の素材は、こちらで用意するものと本人負担するものがあるので、指示をよく確認すること。
・ アイディア出しや作業確認のため、エスキース帳（線の入っていないノート）を用意すること。

時間内で作業が終わらない場合は、自主的に時間を設けて制作をすることが望ましい。
制作活動は工作機械、塗料、接着剤など汚れる可能性のあるものも扱うので、そのつもりで取り組むこと。
危険を伴う道具や工具も取り扱う場合もあるので、指導に従うこと。

特になし

・必要に応じて参考資料を紹介する。

特になし

特になし

sinoue@g.t-junshin.ac.jp
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 卒業論文・研究を完成させることができる ○

2 ４年間を通した学びの集大成を、論文執筆、ディスカッション、プレゼンテーションによってまとめることができる ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

授業科目名 こども文化セミナーBa 担当教員名

区分
（必修・選択）

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

田中　路

コード 19CHI304

年次／期間

○

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

◎

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

チェック欄

本セミナーはこども文化専門科目のひとつとして、こどもと音楽に関わるテーマについて、文献研究や楽曲分析・鑑賞などを通して学問的に理解を深める。 セミナー全体で研究に関する基礎的な事項(先行研
究の収集方法、データ等の分析方法、プレゼンテーションの方法、論文のまとめ方等)を学びながら、各自が興味関心のある研究テーマを設定し考察する。本学の学位授与の方針のうち、「こども文化・保育・教
育全般への思考力・判断力」を身に着けるために、音楽の指導法研究、こどもの歌の作品研究、音楽教育メソッド研究など、こどもと音楽に関わる様々な面から研究にアプローチする。文献や論文の講読の他、
楽曲の演奏・鑑賞を通して、ディスカッションを行う場合もある。

4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

卒業必修 選択

4 卒業論文・研究に関する個人指導(3)

3 卒業論文・研究に関する個人指導(2) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

2 卒業論文・研究に関する個人指導(1) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

1
オリエンテーション:授業の概要、授業の進め方などについての説明
論文執筆にあたっての基本事項の確認

予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

7 卒業論文・研究に関する個人指導(6) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

5 卒業論文・研究に関する個人指導(4) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

6 卒業論文・研究に関する個人指導(5) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

10 中間発表会に向けたレジュメ作成(1) 予習・復習：中間発表会用のレジュメを作成する(90 分)

8 卒業論文・研究に関する個人指導(7) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

9 卒業論文・研究に関する個人指導(8) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

14 中間発表会リハーサル 予習・復習：実際の発表の練習を行う(90 分)

11 中間発表会に向けたレジュメ作成(2) 予習・復習：中間発表会用のレジュメを作成する(90 分)

12 中間発表会に向けたスライド作成(1)
予習：スライド(パワーポイント)を作成する(60 分)
復習：添削されたスライド(パワーポイント)を修正する(60 分)

13 中間発表会に向けたスライド作成(2)
予習：スライド(パワーポイント)を作成する(60 分)
復習：添削されたスライド(パワーポイント)を修正する(60 分)

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

15 前期のまとめ 予習：前期の研究の進捗をまとめ、後期の見通しを立てる(60 分)

○

○

各回の課題については次回セミナー時に教員がチェックを行う。

授業参加度(課題への取り組み)50%、発表 50%

音楽とこどもの関わりに高い関心があること。研究の一環としてセミナー内で演奏(器楽や歌唱)をする場合があるので、楽譜を読むことや人前で演奏することに抵抗がないこと。

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

火曜12:15～12:45

なし

なし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

19CHI305
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修 選択

○

授業科目名 こども文化セミナーBｂ 担当教員名 大竹　聖美

コード

年次／期間 4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業外学修（予習・復習･課題等）

◎ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

●アクティブラーニング＜こども文化＞～地域・環境・多文化・共生の視点から～●＜その２・個人のテーマを追求する＞（後半戦）
　こども文化の領域における様々な課題を解決していくアクティブラーニングの講座である。
　本講座は、こども文化や地域の子育て支援への理解を深め、他者（特に、こどもやこどもを育てる保育者たち）に対して、より良い子こども文化との出会いを手助けできる、優れた仲介者（こども文化の専門家）と
なるための訓練の場となることを目標とする。例えば、ブックスタートやこどもと本をとりまく市民運動、推薦図書や課題図書の考察のほか、作家研究、キーワード研究など、受講生とテーマを自由に設定するとこ
ろからはじめ、多角的な取り組みを行う。その取り組みは、卒業論文・研究・制作の形で、受講者が各自のテーマを設定し、課題を探究し、まとめていく。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

16 卒業論文・研究・制作個別指導（中期・３）執筆原稿の指導
予習（40分）:　「本論２」執筆
復習（40分）:　「本論２」修正

卒業論文・研究・制作を完成させる。

卒業論文・研究・制作を通して、こども文化（こどもの本の文化・こどもの文化全般）への理解を深め、各自のこども文化観を確立させる。

個別指導を通して、こども文化学科における学びの最終的な仕上げを行う。

チームワークの基礎を修得し、リーダーシップがとれる

学外施設等でのアクティブラーニングを通して、こども文化の領域の課題を発見し、それを解決していく能力を身につける。

授業計画

17 卒業論文・研究・制作個別指導（中期・４）論文構成の修正
予習（40分）:　「本論３」の執筆
復習（40分）:　「本論３」の修正

18 卒業論文・研究・制作個別指導（後期・１）第二論点の執筆
予習（40分）:　「本論４」の執筆
復習（40分）:　「本論４」の修正

19 卒業論文・研究・制作個別指導（後期・２）第二論点の指導
予習（40分）:　「本論５」の執筆
復習（40分）:　「本論５」の修正

20 卒業論文・研究・制作個別指導（後期・３）第二論点の修正と第三論点の執筆
予習（40分）:　「本論６」の執筆
復習（40分）:　「本論６」の修正

21 卒業論文・研究・制作個別指導（後期・４）第三論点の指導
予習（40分）:　「本論７」の執筆
復習（40分）:　「本論７」の修正

22 卒業論文・研究・制作個別指導（仕上げ・１）結論の執筆
予習（40分）:　「結論」の執筆
復習（40分）:　「結論」の修正

23 卒業論文・研究・制作個別指導（仕上げ・２）全体構成の指導
予習（40分）:　「全体」の執筆
復習（40分）:　「全体」の修正

24 卒業論文・研究・制作個別指導（仕上げ・３）全体の修正指導
予習（40分）:　「完成」に向けた修正
復習（40分）:　「完成」に向けた再修正

25 卒業論文・研究・制作の提出、展示会、発表会に向けたガイダンス
予習（40分）:　レジュメの執筆
復習（40分）:　レジュメの修正

26 卒業論文・研究・制作個別指導（完成）
予習（40分）:　レジュメの清書
復習（40分）:　レジュメの完成

27
卒業論文・研究・制作提出指導（提出）
―レジュメの完成

予習（40分）:　提出準備
復習（40分）:　提出物と取り組みに対する自己評価を行う

28
卒業論文・研究・制作発表会に向けた指導（１）
―パワーポイントの作成

予習（40分）:　パワーポイントの作成
復習（40分）:　パワーポイントの完成

29
卒業論文・研究・制作発表会に向けた指導（２）
―パワーポイント修正、プレゼン練習

予習（40分）:　パワーポイント修正
復習（40分）:　プレゼン準備

30 卒業論文・研究・制作発表
予習（40分）:　プレゼン練習
復習（40分）:　本セミナーでの学修全体に対する自己評価を行う

チェック欄 その他の工夫

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

○

○

○

○

・予習で準備した資料、復習で作成した報告書・レポートは次回の授業で持参すること。
・授業では、それらの「資料」「シート」「レポート」などの準備物提出物を活用し、プレゼンとフィードバックを行う。

1



【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし。

月曜：昼休み・４限、金曜：昼休み・４限

kootake@g.t-junshin.ac.jp

＊学外フィールドワークの都合などにより授業計画に変更が生じる場合がある。その場合は事前に告知する。
＊学外授業が想定されているため、授業は固定の時間割の日時ではなく、他の曜日や時間帯に集中的に振り替えになることがある。
＊学外授業のスケジュールは学外施設との調整が必要なため、直前に日程変更になる場合がある。
＊学外授業時の交通費、入場料、材料費などは個人負担とする。

授業参加度（課題への取り組み）30％、発表30％、提出物40％

特になし。

授業中に指定する。

『絵本のよろこび』松居直，ＮＨＫ出版
『絵本はともだち』中村柾子，福音館書店
『えほんのせかい　こどものせかい』松岡享子，日本エディタースクール出版部
『明日の平和をさがす本 戦争と平和を考える絵本からYAまで300』野上暁ほか，岩崎書店

＊大阪国際児童文学振興財団の公開デジタルコンテンツ「おはなし会データベース」を活用する：https://www.justice.co.jp/iiclo/ohanashi/
＊千葉大学アカデミック・リンク・センター　　『児童文学事典』　https://alc.chiba-u.jp/cl/index.html
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

テーマに応じた資料収集、整理、処理、資料の活用法、論文の書き方、発表の仕方が身につく。

テーマに関して、先行研究に照らして、各人なりの新たな知見を明瞭に提示できるようになる。

○

○

30 卒論等発表会予行演習 卒論等発表会用パワーポイント・発表原稿作成（4時間）

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

28 卒論等発表会用原稿・パワーポイントチェック 卒論等発表会用パワーポイント・発表原稿作成（4時間）

29 卒論等発表会用原稿・パワーポイントチェック 卒論等発表会用パワーポイント・発表原稿作成（4時間）

26 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

27 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

24 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

25 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

22 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

23 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

20 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

21 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

18 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

19 レジュメ・パワーポイントを用いた発表および討論
テーマに関する文献探索、文献に基づく情報カードの作成、発表にあたるものは、レジュメ、パワー
ポイント作成（4時間）

16
夏季休業中の進捗状況と今後の計画の報告
上についてのディスカッション

夏季休業中の進捗状況をA4一枚にまとめ、前日までに田尻宛送付
特に文献研究の場合は、読了した文献名とその内容の概要を記載のこと（60分）。

17 前期期末課題レポートの発表 前期期末課題レポートの発表

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

○ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

受講生は自身の専門・関心に応じて設定したテーマについて資料収集・整理・検討・発表を行う。
最終年次生として4年間の総括に相応しい論文、研究、制作が完成するよう、授業内での成果を授業外学修で十分に敷衍することが要求される。
論文、研究、制作の完成・提出の後、卒業論文等発表会の準備として、発表原稿作成、パワー・ポイント制作、発表練習などにとりくむ。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

年次／期間 4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／3０時間／演習

チェック欄

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

選択

○

授業科目名 こども文化セミナーBb 担当教員名 田尻　真理子

コード 19CHI305
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

1



【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

なし

授業内で指示する

授業内で指示する

決定次第クラスルームで連絡

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp

各回授業でのコメントおよびレポート添削

課題50％
期末レポート：50％

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 研究発表において自分の考えを論理的に、説得力をもって発信できるようになり、創造的なコミュニケーションを取ることができる。 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄 その他の工夫

hmasuda@g.t-junshin.ac.jp

特になし

課題に対するフィードバックは、次回講義時に行う。

1 質疑応答　30%　事前にテキストを熟読し、授業時に質疑応答ができること。 2 研究発表　30%　卒業論文に結び付く独自のトピックで研究発表を行うこと。
3 研究論文　40%　各自の「問い」に答えてその「論拠」を4000字以上で小論文としてまとめること。

4年次の必修科目です。

上野千鶴子　『情報生産者になる』　ちくま新書

戸田山和久　『新版　論文の教室　レポートから卒論まで』　NHKブックス

特になし

月曜日3, 4時限

特になし

情報を収集し分析する
予習（60分）:テキスト1の155-172ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。
復習（60分）:

2

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

10

11

3

4

5

6

7

1

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

年次／期間 4年次／後期 単位／時間数／形態

◎

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

学生は「問い」に答えてその「論拠」を示すという学問研究の基本中の基本を学び、論文が書けるようになり、高度な知識を身につける。

「論理的」に考え、話し、書けるようになり、主体的に判断し、多文化共生社会を積極的に生きることができる。

○

1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

本セミナーでは前期に引き続き演劇・映画をトピックとして論文の書き方を学ぶ。前半には「問い」に答えてその「論拠」を示す方法論が身についているかを確認する。後半には受講生の知的関心に合わせて、
論文作成のための指導を行い、研究発表を行う。この科目は、こども文化学科4年次の必修科目で、カリキュラム上の卒業論文・制作・研究を準備する役割を担っている。

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

授業科目名 こども文化セミナーBb 担当教員名 増田　光

コード
選択

8

9

19CHI305
区分

（必修・選択）

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

論文を書く

コメント力をつける

14

15

編集する

まとめ

12

13

文体を選ぶ

コンテンツをつくる

論文の書き方を学ぶ

口頭報告をする

メッセージを届ける

プロデューサーになる

テキスト1の356-357ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の357-362ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

インタビューの仕方

質的情報の分析とは何か?

KJ法のその先へ

アウトプットする

テキスト1の173-189ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の190-213ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の214-234ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の236-254ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の255-282ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の283-303ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の363-372ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の155-372ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の304-324ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の326-340ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の341-349ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。

テキスト1の350-355ページを確認する。2時間の授業外学修を要する。



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 こどもに関わるデザインに対する知識を得ることができる。 ○

2 デザイン要素をいかすために必要なスキル（情報取集力、問題解決力、美的感性など）を体得することができる。 ○

3 一つひとつの積み重ねから形を作り上げる達成感を得ることで、感動を伝えることの大切さを実践できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

18 作品制作 予習（30分～１時間）：計画のための方法をリサーチ　作業進行の記録

・ 作業工程、制作方法など授業内で適宜フィードバックを行う

授業参加度：50％　課題制作作品50％
1．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
2．課題制作作品は完成度、オリジナルの創意工夫がみられるか等、総合評価とする。

・ PC使用の場合、ソフトの数に制限があること、また、作業場が限られるので、受講者が多い場合は要注意。
・ 加工用の素材は、こちらで用意するものと本人負担するものがあるので、指示をよく確認すること。
・ アイディア出しや作業確認のため、エスキース帳（線の入っていないノート）を用意すること。

特になし

16 夏季休業中の進行チェック・制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

20 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

19 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

17

予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

24 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

25 作品制作

チェック欄 その他の工夫

21 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

22 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

23 作品制作

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

保育士課程
必修卒業必修 選択

○

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

授業科目名 こども文化セミナーBｂ 担当教員名 井上　救

コード  19CHI305
区分

（必修・選択）

幼稚園教職課程
必修

前期科目の「こども文化セミナーＢa」に引き続き、コンピュータ・グラフィックスやデザインの要素を生かした作品（絵本、アニメーション、玩具や遊具、楽器など）制作について、アイディアや技法、知識について実
践を通じて深く学び、卒業研究、卒業制作に向けて完成度を高めるため着実な準備を進めて行く。受講生の興味、関心を基に各自テーマを設定し、情報収集や検証を重ね、こどもに対し制作作品がどの様に
係わって行くのかを研究し、4年間の学びの集大成となる様、自ら研鑽し、質の高い作品を目指す。

年次／期間

◎

チェック欄

1単位／15時間／演習

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

4年次／後期 単位／時間数／形態

予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

26 制作（完成に向けて進行状況の見直し） 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

27 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

30 作品完成→最終講評 予習（20分）：作業進行記録のまとめと提出

28 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

29 作品制作 予習（30分～１時間）：自主制作　素材、方法の検証　作業進行の記録

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

1



【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

・必要に応じて参考資料を紹介する。

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

特になし

特になし

時間内で作業が終わらない場合は、自主的に時間を設けて制作をすることが望ましい。
制作活動は工作機械、塗料、接着剤など汚れる可能性のあるものも扱うので、そのつもりで取り組むこと。
危険を伴う道具や工具も取り扱う場合もあるので、指導に従うこと。

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 卒業論文・研究を完成させることができる 

2 ４年間を通した学びの集大成を、論文執筆、ディスカッション、プレゼンテーションによってまとめることができる 

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

音楽とこどもの関わりに高い関心があること。研究の一環としてセミナー内で演奏(器楽や歌唱)をする場合があるので、楽譜を読むことや人前で演奏することに抵抗がないこと。

15 本授業のまとめ 予習・復習：セミナーの振り返り、反省を行う(60 分)

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

各回の課題については次回セミナー時に教員がチェックを行う。

授業参加度(課題への取り組み)50%、発表 50%

13 卒業論文・研究発表会に向けたスライド作成(2) 予習・復習：添削されたスライド(パワーポイント)を修正する(60 分)

14 卒業論文・研究発表会のリハーサル 予習・復習：実際の発表の練習を行う(90 分)

11 卒業論文・研究発表会に向けたレジュメ作成(2) 予習・復習：添削されたレジュメを修正する(60 分)

12 卒業論文・研究発表会に向けたスライド作成(1) 予習・復習：スライド(パワーポイント)を作成する(60 分)

9 卒業論文・研究に関する個人指導(9) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

10 卒業論文・研究発表会に向けたレジュメ作成(1) 予習・復習：卒業論文・研究発表会用のレジュメを作成する(90 分)

7 卒業論文・研究に関する個人指導(7) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

8 卒業論文・研究に関する個人指導(8) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

5 卒業論文・研究に関する個人指導(5) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

6 卒業論文・研究に関する個人指導(6) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

3 卒業論文・研究に関する個人指導(3) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

4 卒業論文・研究に関する個人指導(4) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

1 卒業論文・研究に関する個人指導(1) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

2 卒業論文・研究に関する個人指導(2) 予習・復習：論文・研究の執筆およびその他の準備を進める(90 分)

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

◎ 多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

本セミナーはこども文化専門科目のひとつとして、こどもと音楽に関わるテーマについて、文献研究や楽曲分析・鑑賞などを通して学問的に理解を深める。 セミナー全体で研究に関する基礎的な事項(先行研
究の収集方法、データ等の分析方法、プレゼンテーションの方法、論文のまとめ方等)を学びながら、各自が興味関心のある研究テーマを設定し考察する。またその集大成を卒業論文・研究・制作という形にまと
めることができるよう、探究を進めていく。本学の学位授与の方針のうち、「こども文化・保育・教育全般への思考力・判断力」を身に着けるために、音楽の指導法研究、こどもの歌の作品研究、音楽教育メソッド研
究など、こどもと音楽に関わる様々な面から研究にアプローチする。文献や論文の講読の他、楽曲の演奏・鑑賞を通して、ディスカッションを行う場合もある。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

選択

○

年次／期間 4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

授業科目名 こども文化セミナーBb 担当教員名 田中　路

コード 19CHI305
区分

（必修・選択）
卒業必修

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

なし

なし

特になし

特になし

火曜12:15～12:45

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

kootake@g.t-junshin.ac.jp

特になし。

こども文化セミナーＢ担当の教員が指導を行う。

内容、指導状況、取り組み態度、最終発表等について点数化し、主査７０％、副査３０％で評価する。

・学内掲示板をよく確認し、卒業論文・研究・制作に関する提出物の期限や集合日時は厳守すること。
・担当教員の指導に従って着実に研究を進めること。
・中間発表・本発表は必修となっている。
・卒業制作に取り組む学生は、決められた日時に集合し、卒業制作展のための搬入・展示・搬出などを行い、展示期間中にギャラリー受付を分担する義務がある。

指導教員の指示に従うこと。

指導教員の指示に従うこと。

特になし。

科目責任者（大竹聖美）：月曜：昼休み・４限、金曜：昼休み・４限

○ 特になし。

1

１～３０
　各自の研究計画、指導教員の指導に従って着実にすすめること。単位取得のための学修時間とし
ては、長期休暇中も含めて通年で毎日平均一時間の取り組みを目安としてほしい。

　中間発表　　　　　　　　　　　　　　　　 　　：  2023年　7月15日（土）
　卒業論文等提出意志確認書提出期間 ：  2023年11月 1日（水）～ 7日（火）
　卒業論文等提出期間　　　　　　　　　　　：  2023年12月７日（木）～12日（火）
　卒業制作展　　　　　　　　　　　　　　　　　：  2024年 1月 5日（金）～19日（金）
　本 発 表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　2024年 2月 ３日（土）

・論文・研究・制作にかかわらず、担当教員の指導を受け、先行研究を調べ、文献調査、フィールド
ワーク、
予備調査、試作品づくりを丹念に行うこと。
・その際、図書館のレファレンスサービスも積極的に利用すること。
・卒業生の卒業論文、卒業制作の副論文・制作ノートはこども文化学科実習指導センターにあるの
で参照すること。
・論文の構成方法、脚注・参考文献一覧等の書き方などは指導されたルールを守ること。
・情報の取り扱いにはよく注意し、研究活動ならびに論文執筆上の研究倫理を遵守すること。具体
的なことは指導教員の指導をきちんと受けること。
・課題作成時におけるデータの記憶媒体（ＵＳＢ等）の取り扱いにはよく注意し、紛失破損等のない
ようにすること。
・例年卒業論文等の提出時期になると大学のＰＣやプリンターに不具合が生じることがよくあるので、
計画的に作業を進めること。
・先行研究調査、資料収集等のために、学内外の検索ネットワークを活用すること。以下は必ずあ
たってほしい検索ネットワークになる。
東京純心大学図書館所蔵図書＜東京純心大学OPAC＞
http://peter.t-junshin.ac.jp/OPAC4/opac/Top
大学図書館所蔵図書＜CiNii Books＞　　http://ci.nii.ac.jp/books
論文検索＜CiNii Articles＞　　　　http://http://ci.nii.ac.jp/ja

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

○

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

一つのテーマに継続して取り組むことを通して、学位にふさわしい教養を形成し人格を陶冶した。

こども文化全般に対するこれまでの学修を踏まえて、特に自分の足場となるような専門ジャンルを見出し、独自の視点でオリジナルな論文・研究・制作活動を行う。

チェック欄 その他の工夫

チェック欄

　卒業論文・卒業研究・卒業制作は、こども文化学科の学修の総まとめとして取り組む。こども文化セミナーで研究してきた内容をさらに深め、各自の卒業研究のテーマにそってこども文化に関する研究（文献研
究、フィールドワーク、保育実践、翻訳、作曲、制作、創作等）を行う。

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

19CHI306
区分

（必修・選択）

4単位

こども文化全般への広い視野と深い認識を持ち、保育・教育に関する豊かな専門的知識と技能を習得している。

*資料検索ネットワークの活用
東京純心大学図書館所蔵図書＜東京純心大学OPAC＞　http://peter.t-junshin.ac.jp/OPAC4/opac/Top
大学図書館所蔵図書＜CiNii Books＞　http://ci.nii.ac.jp/books
論文検索＜CiNii Articles＞　http://http://ci.nii.ac.jp/ja

授業科目名 卒業論文・研究・制作 担当教員名 大竹　聖美

コード
幼稚園教職課程

必修 選択

研究テーマに基づき、卒業論文、卒業研究、卒業制作を完成させる。

◎

卒業必修
保育士課程

必修

年次／期間 4年次／通年 単位／時間数／形態

○



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 乳児期の咀嚼の発達に応じた食事とはどんなものか準備することができる。 ○

2 健全な食生活とはどうあるべきか述べることができる。 ○

3 今日の食生活の状況とその問題点が子どもに与える影響について予測し、配慮することができる。 ○

4 子どもたちに伝承していきたい日本の食文化について述べることができる。 ○

5

【授業計画】

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択区分

（必修・選択）

◎

単位／時間数／形態

授業科目名 子どもの食と栄養B 担当教員名 宮寺　里香

19NUR416
○

卒業必修
コード

年次／期間 3年次／前期

チェック欄

予習（40分）：テキストp.211～222を読み、疑問箇所をチェックしておく
保育所実習の際の食にまつわる出来事についてまとめておく
復習（60分）：リアクションペーパーにまとめる

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

○

1単位／30時間／演習

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

「子どもの食と栄養A」で学んだ乳幼児期の食生活について、数回の実習を通してさらに理解を深める。小児期の食生活だけでなく、ともすると私たち自身にふりかかるかもしれない身近な食の諸問題についても
学ぶ。そして、普段の自分たちの食生活を振り返り、望ましい食生活とはどうあるべきか考察する。また、次世代に伝えてきたい食文化についても学びを深める。

予習（40分）：テキストp.128を読み、行事食について理解しておく
復習（60分）：実習で気付いたことやポイント等レポートにまとめる

13 実習⑥伝統食（グループワーク）
予習（40分）：関東と関西の雑煮の特徴についてまとめる
復習（60分）：実習で気付いたことやポイント等レポートにまとめる

14

10 食育の基本
予習（40分）：テキストp.191～199を読み、疑問箇所をチェックしておく
復習（60分）：リアクションペーパーにまとめる

11 保育所における食育

9 食事バランスガイド
予習（40分）：テキストp.204～210を読み、疑問箇所をチェックしておく
復習（60分）：食事記録に考察、感想をまとめる

行事食、食材の旬について（グループディスカッション）
予習（40分）：おせち、雑煮など正月にまつわる行事食について調べる
復習（60分）：１年間の行事食、食材の旬について配布プリントにまとめる
（レポート課題）子どもの日の行事食、正月の行事食について

12 実習⑥行事食（グループワーク）

15 障がいを持った子どもの食生活
予習（40分）：テキストp.165～172を読んでおく
復習(40分）：リアクションペーパーにまとめる

調乳法、離乳食とその進め方（復習）
予習（40分）：テキストp.88、92～99を読んでおく
復習(40分）：配布プリントに記入しておく

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1 食に関する諸問題①朝食
予習（40分）：テキストp.18～20を読み、疑問箇所をチェックしておく
復習（60分）：1週間の食事記録をつける（課題）

2

実習③離乳食・粥（グループワーク）
予習（40分）：テキストp.93、p.108を読み、咀嚼の発達に応じた離乳食の状態を確認しておく
復習（60分）：咀嚼の発達による離乳食の変化など気付いたことをレポートにまとめる

3 実習①調乳（グループワーク）
予習(40分）：調乳手順を確認しておく
復習(60分）：ミルクの違い、気づいたことを等レポートにまとめる

4 実習②離乳食・市販ベビーフード（グループワーク）
予習（40分）：テキストp.101～103を読み、　咀嚼の発達に応じた離乳食の状態を確認しておく
復習（60分）：咀嚼の発達による離乳食の変化など気付いたことをレポートにまとめる

5

食に関する諸問題②食品添加物、輸入食品
予習（40分）：テキストp.22～24を読み、疑問箇所をチェックしておく
復習（60分）：リアクションペーパーにまとめる
(レポート課題）身近な食品の添加物について調べる

6 実習④離乳食・取り分け離乳食（グループワーク）
予習（40分）：テキストp.101を読み、大人の食事からのとりわけ離乳食について理解しておく
復習（60分）：実習で気付いたことやポイント等レポートにまとめる

7 実習⑤間食（グループワーク）
予習（40分）：テキストp.116～118を読み、間食について理解しておく
復習（60分）：実習で気付いたことやポイント等レポートにまとめる

8

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

チェック欄 その他の工夫

木曜10:30～14:30

rmiyadera@g.t-junshin.ac.jp

コロナの状況によっては実習から講義に変更有り

課題レポートに対するフィードバックは次講義の際に口頭、あるいは返却レポートに記入して行う。

課題レポート80％、リアクションペーパー10％、授業参加度１０％
授業内作業プリント、数回の課題レポート、実習レポートを「課題レポート」として評価する。評価内訳は授業中の指示に即しているかを基準とする。
どの程度積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。

『子どもの食と栄養A』を受講していること。

『新・子どもの食と栄養』　岩田章子・寺嶋昌代　編　（株）みらい

『保育所保育指針』厚生労働省　フレーベル館

特になし

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 子育て家庭に対する支援の必要性を理解し、その意義と目的について説明できる。 ○

2 保育者の専門性を活かした子ども家庭支援の意義と基本を理解し、説明できる。 ○

3 子育て家庭に対する支援の体制について理解している。 ○

4 子育て家庭のニーズに応じた多様な支援を展開できる。 ○

5

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

授業科目名 子ども家庭支援論 担当教員名 小泉　左江子

コード 19NUR418
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修 選択

○○

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態 2単位／30 時間／講義

チェック欄

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

1 ガイダンス　　家庭支援の意義　支援の対象と内容　保育者の役割
予習（15分）：子育て家庭に関する最近のニュースを書く
復習（30分）：ジェノグラム・エコマップの書き方を復習する

◎

この科目は、ディプロマポリシー「多文化共生社会を生きる子どもたちの命を守り育てる」ための講義科目である。現在の保育・幼児教育では、発達保障だけでなく多様なニーズをもつ子育て家庭への支援が重
視されている。保育者はその専門性を活かし、保育所入所児童だけではなく地域の子育て家庭への支援も求められている。この授業では、子育て家庭への支援の基本・意義及び体制について理解し、現代の
子育て家庭の多様なニーズに応じた支援について学ぶことを目的とする。授業ではできるだけさまざまな事例を通して、何が問題なのか、どうすればよいのかをディスカッションして考えていきたい。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業計画

2 家庭支援の必要性とその背景　　家庭と地域の変容　　　育児不安の事例（ディスカッション）
予習（15分）：「ワンオペ育児」について調べる
復習（30分）：家庭支援が必要な理由について説明する

3 家庭支援の基本（１）「保育所保育指針」と保育士の専門性
予習（15分）：保育所保育指針第4章を読む
復習（30分）：保育士の専門性に関する事例について考える。

予習（15分）：外国籍家庭はどこの国が多いか調べる。
復習（30分）：ひとり親家庭への支援にかかわる専門機関について調べる

13

6 家庭支援の基本（４）子育ての喜びを共有・実践する力の向上

予習（15分）：バイステックの7原則とは何か？
復習（30分）：傾聴・受容・共感について説明しなさい

7 子育て家庭に対する支援の体制（１）少子化と少子化対策

家庭支援の基本（３）保護者との信頼関係
予習（15分）：保護者との信頼関係をどのように築くか考える
復習（30分）：信頼関係を築くのが難しい事例について考える

予習（15分）：少子化の現状について調べる
復習（60分）：レポート課題（2つの自治体の子育て支援について調べる）

チェック欄 その他の工夫

DVDを視聴　　事例検討

14

多様な支援と関係機関との連携（５）障害のある子どもの家庭への支援
予習（15分）：障害の診断を受けた保護者の気持ちについて調べる
復習（30分）：障害のある子どもの家庭への支援にかかわる専門機関は？

15 まとめ　保育者の役割

予習（15分）：セーフティーネットとは何か調べる
復習（30分）：主な相談機関について調べる

8 子育て家庭に対する支援の体制（２）子どもと家庭を支える社会資源

多様な支援と関係機関との連携（１）保育所を利用する家庭への支援①
予習（15分）：視診とは何か、なぜ必要か調べる
復習（30分）：連絡帳を書く

10

多様な支援と関係機関との連携（４）ひとり親・外国籍家庭への支援（KJ法）

9

課題については授業中にフィードバックする。振り返りシートについては読んで返却する。

定期試験70％　レポート20%　授業参加度と提出物10％

予習（15分）：虐待の早期発見をするには何が必要か？
復習（30分）：虐待発見時にはどうすればよいか？

12

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

多様な支援と関係機関との連携（６）虐待の子どもの家庭への支援
予習（15分）：最近の虐待ニュースとその問題点をまとめる
復習（30分）：関係機関との連携をまとめる

多様な支援と関係機関との連携（２）保育所を利用する家庭への支援②
予習（15分）：保護者が参加する保育所の行事とは何があるか？
復習（30分）：クラスだよりに書きたいjことは何か？

11 多様な支援と関係機関との連携（３）地域の子育て家庭への支援
予習（15分）：地域の子育て家庭の保護者が望んでいる支援とは何か？
復習（30分）：一時保育の効用と留意点について書く

4 家庭支援の基本（２）相談・助言の基本

予習（15分）：伝えたい子どもの育ちを、具体的に書いてみよう。
復習（30分）：子どもの育ちの喜びを共有する連絡帳を書く

5

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

保育士としての経験と、心理相談員としての経験から、さまざまな事例を通して家庭支援について講義する。

特になし

関連科目は「子ども家庭支援の心理学」「子育て支援」です。日ごろから子育て支援に関するニュースに関心を持ってください。

特になし。必要な資料は授業内で配布する。

特になし

相良順子・小泉左江子編著「子ども家庭支援の心理学」ナカニシヤ出版　　　　　　　　松本園子ほか「子ども家庭支援論」ななみ書房

月曜日・水曜日（昼休み及び4限終了後）

s_koizumi @g.t-Junshin.ac.jp
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 保育の専門性を活かした、保護者に対する相談、助言、情報提供、行動見本の提示（保育相談支援）について、その特性を理解し具体的に実践できる。 ○

2 実践事例等を通して、さまざまな場や対象に即した支援の内容と方法、及び技術を具体的に理解し、実践できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 3年次／後期

◎

19NUR419

授業科目名 子育て支援 担当教員名 小泉　左江子

コード
選択

○○

区分
（必修・選択）

卒業必修

子育て支援の特性（２）保護者との信頼関係の形成　　（事例　ディスカッション）
予習（30分）：保育所保育指針の第4章を読む。
復習（30分）：信頼関係を築くためにはどうすればよいか、まとめる。

単位／時間数／形態 2単位／30 時間／演習

チェック欄

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

1
子育て支援の特性（１）保育士の行う保護者への支援　：相談助言・解説・支持・行動見本・体験　等
事例

予習（30分）：保育士の2つの仕事とは何か、説明する。
復習（30分）：行動見本とは何か、説明する。

7 子育て支援の展開（３）職員間の連携・協働　　（事例　ワーク）

この科目は、ディプロマポリシー「共生社会を生きる子どもたちの命を守り育てる」ための演習科目である。現在の保育・幼児教育では、子どもの発達保障だけではなく、多様なニーズを持つ子育て家庭への支援
が重視されている。保育者はその専門性を活かし、保育所に入所する子どもの保護者だけでなく、地域の子育て家庭を支援することも求められている。本授業では、保護者のと信頼関係の形成、保護者への相
談・助言・情報提供・行動見本の提示などの支援（保育相談支援）の特性と展開を実践的に学ぶことを目的とする。事例検討を通じて、対象に即した子育て支援の方法や技術について、ロールプレイやグルー
プワークを取り入れて、主体的に学ぶ。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業計画

子育て支援の展開（１）状況の把握・支援の計画　　（事例　ディスカッション）
予習（30分）：ジェノグラムの書き方を復習する
復習（30分）：アセスメントとは何か、説明する。

2

9 子育て支援の実際（１）保育所等における支援　　DVD視聴（ディスカッション）
予習（30分）：保育所での支援はいつどこで行われるか？
復習（30分）：保護者からの相談事例への対応のポイントをまとめる

10

3 子育て支援の特性（３）支援のニーズへの気づきと理解　（事例　ディスカッション）
予習（30分）：配慮が必要な親子とはどんな親子か、述べよ。
復習（30分）：事例の感想を述べよ。

6 子育て支援の展開（２）実践・記録・評価　カンファレンス　　（事例　ディスカッション）
予習（30分）：エコマップの書き方を復習する
復習（30分）：記録・評価を書く

8 子育て支援の展開（４）社会資源の活用　関係機関との連携　　（事例　ワーク）
予習（30分）：関係機関について復習する
復習（30分）：関係機関との連携の重要性について述べよ

チェック欄

予習（30分）：秘密保持について説明する
復習（30分）：職員の連携の重要性について述べよ

○ DVD視聴　事例検討

まとめと復習

14
子育て支援の実際（６）子ども虐待（疑い）の子どもとその家庭への支援　―予防と対応　（事例　ディ
スカッション）

子育て支援の実際（４）特別な配慮を要する子ども及び家庭に対する支援　：ひとり親家庭　外国籍
家庭

子育て支援の実際（５）障害のある子ども及びその家庭に対する支援　（　事例　ワーク）
予習（30分）：障害についてどのように保護者に伝えるか？考えてみよう
復習（30分）：保護者に伝えるときのポイントは何か述べよ。

予習（30分）：虐待の通告はどこにするか。全国共通ダイヤルの番号は何か？
復習（30分）：保育園で虐待を発見したらどうすればよいか、述べよ。

予習（30分）：ひとり親支援の関係機関は？
復習（30分）：外国籍家庭の困りごとへの対応を考える

課題のフィードバックは後日授業内で行う。

レポート50％、授業への参加・授業内での提出物　50％

関連科目は「子ども家庭支援の心理学」「子ども家庭支援論」です。子育て家庭とその支援にかかわるニュースに関心をもってください。

予習（30分）：保育士の専門性とは何か？
復習（30分）：子育て支援における、保育士の役割についてのべよ。

12

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

その他の工夫

13

15

子育て支援の実際（２）地域の子育て家庭に対する支援　（ワーク）
予習（30分）：地域の子育て家庭にはどんな相談や悩みが多いか？
復習（30分）：一時保育の環境作りや保育上の留意点についてまとめる

11 子育て支援の実際（3）さまざまな相談事例への対応　（グループワーク）
予習（30分）：主訴とは何か？
復習（30分）：相談事例に対してのディスカッションからの学びをまとめる

4 子育て支援の特性（４）他者とかかわる機会や場の提供　（ワーク）
予習（30分）：地域の子育て家庭への支援にはどのようなものがあるか、述べよ。
復習（30分）：親子イベントを企画するときのポイントは何か？

5
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【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

保育園での経験と、心理相談員としての経験から、いろいろな事例を通して子育て支援について共に考える。

特になし

なし。適宜資料を配布する。

特になし

相良順子・小泉左江子「子ども家庭支援の心理学」ナカニシヤ出版

水・金曜　昼休みと4限以降

s_koizumi@g.t-Junshin.ac.jp
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5

【授業計画】

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

○ ○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業科目名 教育制度 担当教員名 佐野　通夫

コード 19EDU301
区分

（必修・選択）
選択

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 3年次/前期 単位／時間数／形態 2単位/30時間/講義

チェック欄

　『幼稚園教育要領解説』、『小学校学習指導要領解説総則編』を基本的な教科書として使用し、教育に関する社会的・制度的事項に関わる基礎的な知識を身に付けることを目標とする。
授業内容を「教育に関する社会的事項」、「教育に関する制度的事項」、「学校と地域との連携・学校安全」の３部で構成する。
　学習者の課題意識に基づき、 「主体的・対話的で深い学び」が実現するよう、個人研究、グループ協議、レポート作成・発表などの多様な機会を意図的に設定していく。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

1
　学校を巡る近年の様々な状況変化について（各種報道、世論調査、統計など から課題を設定）理
解し、得られた情報を基に協議する。

予習（90分）:シラバスを基に学校教育に対する課題意識をまとめる。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

○

2
　子どもの生活の変化を踏まえた指導の在り方について（１）（居場所づくりを 意識した
集団形成、多様化に応じた学級づくりと学級担任の役割）理解を深め、協議する。

予習（90分）:小・中学生の頃を振り返り、「心に残った教員」についてまとめる。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等に まとめる。

授業計画

3
　子どもの生活の変化を踏まえた指導の在り方について（２）（生活習慣の変化 を踏まえた生徒指
導、社会的・経済的環境の変化に応じたキャリア教育、カウンセリング・マインドの重要性）協議し、
資料等から読み取ったことをまとめる。

予習（90分）:小・中学生の頃を振り返り、「記憶に残っている生活指導」についてまとめる。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等に まとめる。

4
　教育施策の動向について（１）（教育に関する法令改正、国の審議会の状況等）理解し、得られた
知識を基に協議を行う。

予習（90分）:教育基本法を読み、幼稚園及び小学校の教育活動に関わる条文について調べる。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等に まとめる。

　教育施策の動向について（２）（学習指導要領の改訂の経緯と平成 29 年3月 告示の学習指導要
領に基づく教育課程の編成）理解し、得られた知識を基に協議を行う。

予習（90分）:学習指導要領の変遷に関する資料を読み、自分の考えをまとめる。
復習（90分）:教育に関する社会的事項について、第１週から第４週までの学修を振り返り、課題を設
定し
レポートⅠを作成する。

6
　教育に関する社会的事項のまとめ（各自が作成したレポートの発表を基に、 グループ協議の実
施）として、発表及び協議を行う。

予習（90分）:自分が作成したレポートについて発表準備を行う。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

　公教育の原理及び理念について小テスト①に取り組む。
　教育関係法規について（教育基本法の改正、教育三法（学校教育法、地方教 育行政の組織及び
運営に関する法律、教育職員免許法と教育公務員特例法） の改正）について理解し協議を行う。

予習（90分）:小テストに向けて前回の学修を振り返る。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

予習（90分）:学校における危機として過去にどのような事例があったか情報 を収集する。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

7
 公教育の原理及び理念の理解について（公教育の原理「義務制」「無償性」「中 立性」）理解し協
議を行う。

予習（90分）:：公教育の原理「義務制」「無償性」「中立性」について知っていることをまとめる。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等に まとめる。

　学校安全への対応について（２）（生活安全・交通安全・災害安全に関わる安 全上の課題）理解し
協議を行う。

予習（90分）:小・中学生の頃を振り返り、「学校の安全に関わる取組等」についてまとめる。
復習（90分）: 課題：「学校と地域の連携」、「学校安全への対応」について、第 11 週 から第14週ま
での学修を振り返り、課題を設定しレポートⅡを作成する。

9
　教育関係法規について小テスト②に取り組む。
　教育行政の理念と仕組みについて（中央教育行政（文部科学省）、地方教育行政（教育委員会））
について理解し協議を行う。

予習（90分）:小テストに向けて前回の学修を振り返る。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

10
予習（90分）:小テストに向けて前回の学修を振り返る。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

15
　「学校と地域との連携」、「学校安全への対応」のまとめ（各自が作成したレポートの発表を基に、グ
ループ協議を実施）として、発表及び協議を行う。

予習（90分）:自分が作成したレポートについて発表準備を行う。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

12
　学校と地域との連携について（２）（「開かれた学校づくり」推進の経緯、「社会に開かれた教育課
程」）について理解し協議を行う。

予習（90分）:小学校学習指導要領における「社会に開かれた教育課程」の位置付けを確かめてお
く。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等に まとめる。

13
　学校安全への対応について（１）（危機管理上の課題、校内外の安全確保、情 報セキュリティ等の
課題）講義及び協議を行う。

14

11
　学校と地域との連携について（１）（組織の一員として自覚、マネジメント・ マインドの形成）理解し
協議を行う。

予習（90分）:小・中学生の頃を振り返り、「学校と地域が連携して行った行事等」についてまとめる。
復習（90分）:新たに分かったこと、今後の課題などを明確にし、ノート等にまとめる。

現代の学校教育に関する教育施策等の動向について理解し、自身が選択した課題に応じてその内容を説明することができる。

現代の公教育制度の意義・原理・構造について理解し、小・中・高等学校における経験に照らし合わせ、その内容を類別することができる。

現代社会における学校と地域との連携・協働の在り方について実践事例を収集し、その課題を指摘するとともに成果を評価する。

学校安全の目的と取組の実際を理解し、過去の事故事例等を収集・分析することにより、危機管理の視点を列挙し、レポートにまとめることができる。

8

　教育行政の理念と仕組みについて小テスト③に取り組む。
　教育に関する制度的事項のまとめ（各自が作成したレポートの発表を基に、 グループ協議を行
い、理解を深める。）として、発表及び協議を行う。

5
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【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

特になし。

・作成したレポートに対するフィードバックは、次回の発表場面等で行う。
・小テストは、次回の授業で返却し、要点等について説明を行う。

レポート（70％）、小テスト（30％）で総合評価する。

特になし。

道幸哲也・ 加藤智章・ 國武英生編『18歳から考えるワークルール〔第2版〕』法律文化社、2018年

・保育所保育指針（平成29年告示 厚生労働省）
・幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成29年告示 内閣府・厚生労働省）
・小学校学習指導要領（平成29年3月告示 文部科学省）

特になし

チェック欄 その他の工夫

○

・水曜　4限

msano@t-junshin.ac.jp

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

特になし。
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

幼稚園教職課程
必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

○ ○ ○

授業科目名 保育者論 担当教員名 髙橋 貴志

コード 19NUR420
区分

（必修・選択）

選択卒業必修
保育士課程

必修

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 3年次/後期 単位／時間数／形態 2単位/30時間/講義

チェック欄

　「専門職」であるとはどのようなことか、授業の冒頭で説明したのち、現代において保育者が持つべき資質や能力についてとりあげながら、保育者の専門性とは何か、保育者の専門職的成長とは何か、につい
て考えていく。保育者の専門性をどのように確立し、それをどのように可視化し、社会に発信していくか、という点は、15回の授業に通底するもので、適宜グループディスカッションを取り入れながら、学生間で議
論する機会をとり入れる予定である。

1 専門職としての保育者
予習（15分）：本授業のシラバスを一読して授業に臨む。
復習（30分）：現時点での自己の追い求める保育者像について整理しておく。

◎

2 保育者の専門性の見えにくさ（１）保育者の多様性
予習（15分）：保育者の専門性がわかりにくい背景にあることについて、疑問点を整理しておく。
復習（30分）：保育の在り方について本時において学んだことを整理し考えをまとめる。

授業計画

3 保育者の専門性の見えにくさ（２）保育に関する解釈の多様性
予習（30分）：「保育」という言葉が世の中で、どのような場面でどのように使われているか整理してお
く。
復習（15分）：保育者の役割について配布したプリントを読み、考えをまとめる。

4 保育者の役割と倫理及び制度的位置づけ
予習（15分）：教科書に示されている「全国保育士会保育士倫理綱領」を一読し、自分なりにポイント
を整理しておく。
復習（30分）：保育士・幼稚園教諭に共通する役割、倫理について振り返り、考えをまとめる。

5 保育者の専門性と「遊び」（１）なぜ遊びについて学ぶのか
予習（15分）：保育においてなぜ遊びが重要なのか、自分なりの考えを整理しておく。
復習（1時間）：日常生活で出会う子どもの遊びを観察し記録する。

6 保育者の専門性と「遊び」（２）保育者の専門性と遊びの関係

予習（1時間）：自発的活動である遊びに、なぜ保育者の関与が必要なのか、自分なりの考えを整理
し
ておく。
復習（30分）：保育者が子どもの遊びに関わる際の留意点について振り返り、考えをまとめる。

7
保育者の専門性と「環境」（１）なぜ環境について学ぶのか
（子どもの主体的活動を誘発する環境に関する動画を視聴）

予習（15分）：保育においてなぜ環境が重要なのか、自分なりの考えを整理しておく。
復習（15分）：遊びと環境の関係について振り返り、考えをまとめる。

8 保育者の専門性と「環境」（２）保育者の専門性と環境の関係
予習（1時間）：遊び援助・指導における環境構成の持つ意味について、自分なりの考えを整理して
おく。
復習（15分）：“遊びの拠点”の重要性について振り返り、考えをまとめる。

保育者の協働

予習（15分）：保育者間の協働、保育者と他職種との協働のもつ意味について、自分なりの考えを整
理
しておく。
復習（1時間）：保育実践において協働が不可欠な理由について振り返り、考えをまとめる。

9
保育者の専門性と「生活」（１）なぜ生活について学ぶのか
（DVD　「田んぼの幼稚園」を視聴）

予習（15分）：保育においてなぜ生活が重要なのか、自分なりの考えを整理しておく。
復習（15分）：子どもの学びと生活の関係について振り返り、考えをまとめる。

10 保育者の専門性と「生活」（２）保育者の専門性と生活
予習（15分）：生活を通した保育の具体的な展開について、自分なりの考えを整理しておく。
復習（1時間）：「みてまねる学習」の効用について振り返り、考えをまとめる。（ミニレポート）

11 保育者の専門性と子育て・家庭教育の支援

15 保育者の専門性を可視化することの意味

予習（30分）：わかりにくい保育者の専門性を可視化する意味について、自分なりの考えを整理して
おく。
復習（3時間）：あらためて保育者の専門性とは何かについて自己の考えを整理する。（まとめの課
題）

12 学び続ける存在としての保育者（１）（反省的実践家の視点からわかること）
予習（15分）：保育における「振り返り」の重要性について、自分なりの考えを整理しておく。
復習（30分）：反省的実践家モデルの考え方を振り返り、考えをまとめる。

13 学び続ける存在としての保育者（２）（園内・園外研修からわかること）
予習（15分）：保育における「研修」の重要性について、自分なりの考えを整理しておく。
復習（30分）：園内・園外研修の実際を振り返り、考えをまとめる。

14

予習（15分）：実習で出会った保護者の様子や保育者の保護者対応を思い起こし整理しておく。
復習（15分）：子育て・家庭教育の支援と、日常の保育実践の共通点について振り返り、考えをまと
める。

保育者としての職務内容を理解し、その意義や職務上の義務、制度的な位置づけについて説明することができる。

保育者の役割や普遍の倫理を十分に理解し、的確な判断のもと適応することができる。

現代社会において求められる保育者の専門性や知識、技術について理解し、自己の保育実践に応用することができる。

保育者間、職員間、更に保護者や地域の多様な専門性を持つ人々と連携し、協働していくことの重要性について理解し、共に諸課題に対応することができる。

保育者を目指すものとしての高い意識と使命感をもち、保育者の資質向上とキャリア形成について理解し、自己の追い求める保育者像を述べることができる。

授業外学修（予習・復習･課題等）

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

『保育所保育指針』　／　厚生労働省　／　フレーベル館
『幼稚園教育要領』　／　内閣府・文部科学省　／　フレーベル館
『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』　／　内閣府・文部科学省・厚生労働省　／　フレーベル館

特になし。

チェック欄 その他の工夫

授業は主にプロジェクター（パワーポイント）を用いて説明する。
動画（DVD、動画サイト）の活用
保育実習・教育実習で得た知識と経験の活用②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

前にメールにて連絡を受けた上、時間設定します。

特になし。

課題についてのフィードバックは、次回の授業時に行なう。

〈評価基準〉
・「到達目標」に明示している項目を評価基準とする。
〈割合〉
・ミニレポート20%、まとめの課題80％で総合評価をする。まとめのレポートでは、保育者の専門性について、自己の考えを述べるだけでなく、授業内容や提示した文献や自己が参考にした文献資料を基に考え
を整理しその根拠を提示した上で論述されているかを評価する。

幼稚園教職課程及び保育士養成課程の必修科目であるので、幼稚園教諭及び保育士の資格取得を希望する者は、3年次に必ず履修すること。

髙橋貴志　『増補版　これからの保育者論-日常に潜む専門性-』　萌文書林

使用予定なし。
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

カリキュラムの実践的理解（前半の総括）
―設定された内容をもとにした実際のカリキュラムの編成―

予習（60分）：教科書（p.53～71）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：カリキュラム編成の完成。

10
保育における評価
―評価の形態、記録、保育の可視化等多様な評価の意義と役割・留意点について学ぶ―

予習（60分）：教科書（p.72～87）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：ウェブ方式での計画及び記録の作成。

○

15
まとめ（平成29年改訂の3法令に触れて）
―本講義内容全体の振り返り及び今後求められる保育・保育者について―

予習（60分）：平成29年告示の3法令を一読する。

12

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

予習（60分）：教科書（p.149～169）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：グループワークの続き。

8
認定こども園の全体的な計画及び指導計画の実際
―全体的な計画の編成と編成にあたっての留意事項、全体的な計画に基づく指導計画について―

予習（60分）：教科書（p.34～52）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：認定こども園における全体的な計画と、幼稚園・保育所での教育課程（全体的な計
画）の相違点をまとめる。

9

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

14
カリキュラムマネジメントの実践的理解　＜後編＞
―前編で行った内容を発表、振り返りながら、多様なカリキュラムの存在意義を理解する―

予習（60分）：教科書（p.170～192）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（小レポートの作成：60分）：発表を振り返り、まとめる。

11
発達及び学びの連続性（小学校との連携）
―経験カリキュラムと教科カリキュラムそれぞれの特徴を把握した上で、幼児期に育みたい姿を学ぶ
―

予習（60分）：教科書（p.88～118）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：授業内容と平成29年告示の3法令を関連付けた小レポートの作成

保育におけるPDCAサイクル
―カリキュラムマネジメントの基本的理解と、カリキュラムマネジメントを行う上でのポイントについて―

予習（60分）：教科書（p.119～148）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（30分）：授業内で提示。

13
カリキュラムマネジメントの実践的理解　＜前編＞
―園全体におけるカリキュラム及びマネジメントすることの意義を理解した上で実践的取り組みを行
う（グループワーク活用）―

カリキュラムに関する具体的な理解
―カリキュラムの語源、類型、歴史、法令等―

予習（60分）：各自の興味関心に応じて課題を設定し、書物やインターネットを通じて理解したことを
グループ内で共有する。
復習（60分）：グループワークの続きを完成させる。

7
保育所の全体的な計画及び指導計画の実際②（0歳・1歳・2歳）
―全体的な計画の編成と編成にあたっての留意事項、全体的な計画に基づく指導計画について―

予習（60分）：教科書（p.34～52）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：3・4・5歳の指導計画の実際をみて、その特徴について整理し、まとめる。

5
幼稚園の教育課程及び指導計画の実際
―教育課程の編成と編成にあたっての留意事項、教育課程に基づく指導計画について―

予習（60分）：教科書（p.2～10）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：3・4・5歳の指導計画の実際をみて、その特徴について整理し、まとめる。

6

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

保育所の全体的な計画及び指導計画の実際①（3歳・4歳・5歳）
―全体的な計画の編成と編成にあたっての留意事項、全体的な計画に基づく指導計画について―

予習（60分）：教科書（p.12～33）を読み、事前課題に取り組み、レポートを提出する。
復習（60分）：3・4・5歳の指導計画の実際をみて、その特徴について整理し、まとめる。

4
カリキュラムと指導計画
―カリキュラムと指導計画との関連を理解した上で、指導計画の必要性及び作成時の留意事項等
を学ぶ―

予習（60分）：各自の興味関心に応じて課題を設定し、書物やインターネットを通じて理解したことを
グループ内で共有する。
復習（60分）：グループワークの続きを完成させる。

予習（60分）：これまでの自身の経験や実習等を振り返り、学びの成果を共有する。
復習（60分）：グループワークの続きを完成させる。

2
日本におけるカリキュラムの基礎理論
―幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の変遷をもとに、カ
リキュラムの意義・役割を理解―

3

1
オリエンテーション及び保育における計画の意義
―本講義内容の説明及び保育における計画の必要性を学ぶ―

予習（30分）：本授業のシラバスを一読する。
復習（30分）：授業内で提示。

カリキュラムが有する役割・機能・意義を説明することができる。

カリキュラムの基本原理及び保育現場に即したカリキュラム編成の方法を述べることができる。

　本科目は、幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領をもとに各園が編成するカリキュラムについて、その意義や編成の方法を理解しながら、様々な指導計画との連続性・
関連性について学ぶ内容とする。併せて、平成29年告示の3法令の変遷及び改訂（改定）に至る社会的背景並びに主な改訂（改定）内容を踏まえながら、今後求められる保育・保育者の姿について理解し、そ
のカリキュラムや指導計画作成の技術を身に付けていくこととする。なお、レポート等の提出物のやりとり、及びフィードバックについてはクラスルームを活用する。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。◎

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

チェック欄

幼稚園教職課程
必修

○○ ○
19NUR421

区分
（必修・選択）

選択

授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

学習指導要領に規定するカリキュラム・マネジメントの意義や重要性を踏まえた上で保育の計画を立てることができる。

授業科目名 保育カリキュラム論 担当教員名 舟生 直美

コード
卒業必修

保育士課程
必修

1



【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

nfunyu@g.t-junshin.ac.jp

・特になし

・課題レポートに対するフィードバックは、次回講義時に行う。
・レポート等に対するフィードバックとして適宜評価を行い返却する。

・発表やグループワーク等の授業参加度（50％）　授業内での課題（50％）

１．予習・復習をきちんと取り組み授業に臨むこと。
２．発表やグループワークには積極的に参加すること。
３．期限内に課題を提出すること。

・保育所保育指針解説 平成30年3月（2018）フレーベル館　厚生労働省
・保育の計画と評価を学ぶ（2019）　加藤敏子・岡田耕一  編著　萌文書林

・特になし

・幼稚園教育要領（平成29年告示）　文部科学省　フレーベル館
・保育所保育指針（平成29年告示）　厚生労働省　フレーベル館
・幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成29年告示）　内閣府・文部科学省・厚生労働省　フレーベル館

水曜日　12：10～13：00
木曜日　10：40～12：10

・小学校教諭・教育指導行政の経験をもとに教育・福祉・保育などの実際場面に必要な知識・技能について指導する。
・実習中及び実習後の事後指導においては、学生の困難や反省を共感的に理解し、克服する方法を共に導出していく。

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 教育相談の意義と課題を理解して説明できる。 ○

2 教育相談を進める際に必要な基礎的知識（カウンセリングに関する基礎的知識を含む）を身につけている。 ○

3 幼児の発達段階や発達課題に応じた教育相談の具体的な進め方を説明できる。 ○

4 教育相談に必要な園内体制の整備等、組織的な取り組みの必要性を説明できる。 ○

5 地域の医療・福祉・心理等の専門機関との連携の意義や必要性を説明できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

○ ○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

授業科目名 教育相談 担当教員名 小泉　左江子

コード 19PSY203
区分

（必修・選択）

選択

○

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

チェック欄

この科目は、ディプロマ・ポリシー「こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる」ための講義科目である。教育相談は、幼児、児童及び生徒が自己
理解を深めたり好ましい人間関係を築いたりしながら、集団の中で適応的に生活する力を育み、個性の伸長や人格の成長を支援する教育活動である。幼児、児童及び生徒の発達の状況に即しつつ、個々の心
理的特質や教育的課題を適切に捉え支援するために、保護者の心理の理解も含め、必要な基礎的知識（カウンセリングの意義、理論や技法に関する基礎的知識を含む）を理解する。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

1 オリエンテーション：教育相談とは　　教育相談の意義と課題
予習：テキスト第1章を読んで、質問等がある場合準備する。（3０分）。
復習：授業内容について確認する（15分）。

◎

2 子ども理解①　子どもの行動をどう理解するかを学ぶ
予習：第2章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

授業計画

3 子ども理解②　子どもの行動をどう理解するかを学ぶ
予習：第2章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

4 保護者への支援①　保護者への支援の視点を学ぶ
予習：第3章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

5 保護者への支援②　保護者への支援の視点を学ぶ
予習：第3章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

6 カウンセリングマインド①　カウンセリングマインドについて理解する
予習：第4章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

7 カウンセリングマインド②　カウンセリングマインドについて理解する
予習：第4章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

14 子どもの精神保健②　子どもの心の健康に関わる問題
予習：質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(20分）

9 カウンセリングの技法②　カウンセリング技法を学ぶ
予習：第6・７章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

10

保育者の役割　と　保育者のメンタルヘルス
予習：第10章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(20分）

13 子どもの精神保健①　子どもの心の健康に関わる問題
予習：質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(20分）

8 カウンセリングの技法①　カウンセリング技法を学ぶ
予習：第5章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(15分）

教育相談体制：園内の教育相談体制について理解する
予習：第8章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(20分）

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

課題のフィードバックは次の時間に授業内で行う。

授業時の参加姿勢及び提出物５０％、レポート：５０％　の総合評価による。

11 外部機関との連携：外部相談機関との連携について理解する
予習：第9章を読んで、質問等がある場合は準備し、次の授業時に質問する（3０分）。
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(20分）

15 まとめ
予習：質問等がある場合は準備する。（30分）
復習：授業内容の関心のあるところについて図書館で専門書や事典等で調べる。(30分）

12

チェック欄 その他の工夫

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

月・水曜日の昼休み及び4限以降

s_koizumi@g.t-junshin.ac.jp

特になし

幼保資格取得を希望する学生は受講が必要になる。

杉崎雅子「スギ先生と学ぶ教育相談のきほん」萌文書林

特になし

参考資料は授業中に適宜配布する。参考書：『幼稚園教育要領』（文科省）、保育所保育指針（厚労省）、幼保連携型認定こども園教育・保育要領』（厚労省）

保育士及び心理相談員として、子どもの発達と課題を早期発見し、保護者と連携して対応してきた経験を生かして授業を行う。

2



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 保育所・幼稚園教育の基本を踏まえた保育所・幼稚園における指導の考え方を説明することができる。 ○

2 保育所・幼稚園教育における指導計画の考え方を理解し、乳幼児の発達の過程を見通した指導計画作成することができる。 ○

3 乳幼児の興味や関心や発達の実情などに応じた具体的な指導の在り方を述べることができる。 ○

【授業計画】

15 現代社会の特質と保育内容

多様な保育の場における保育内容ー延長保育・預かり保育

予習（４０分）:教科書158頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園
教育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:　地域の具体的な保育の実際を調べてみよう。

9

11 多様な保育の場における保育内容ー地域型保育

予習（４０分）:教科書150頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園
教育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:具体的に地域にどのようなものがあるか調べてみよう。

小学校教育との接続

予習（４０分）:教科書180頁までをよく読んで理解を深めておく。『小学校学習指導要領』を読んでお
く。

復習（20分）:小学校教育の変化について関心を持って調べてみよう。

予習（４０分）:教科書188頁までをよく読んで理解を深めておく。
復習（20分）:　子どもにとって保育者はどのような存在なのかを考えてみよう。

予習（４０分）:教科書121頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園
教育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:保育における領域の意味について再考しよう。

13 様々な配慮を要する子どもの保育

10 保育における「領域」ー記録・計画・評価と領域の関係

予習（４０分）:教科書139頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園
教育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:街中で子どもが遊んでいる場面を見て、記録し考察してみよう。

12

8 環境を通して行う保育

予習（４０分）:教科書108頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園
教育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:　あなたが実習に行った保育所・幼稚園等の環境を思い出そう。

予習（４０分）:教科書169頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』『幼稚園教
育要領解説』『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこと。
復習（20分）:　実習で出会った該当する子どもについて思い出そう。

14

保育における「領域」ー保育のねらいと内容

5 養護と教育の一体性とは

予習（４０分）:教科書63頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園教
育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:「養護」の視点を探そう。

6 子どもの生活と保育内容

予習（４０分）:教科書75頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園教
育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:子どもにとっての主体性・自発性について考えよう。

7

子どもの遊びと保育内容
予習（４０分）:教科書90頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園教
育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:子どものころに遊んだことを思い出そう。なぜ、楽しかったのかその理由を考えよう。

4 子どもの発達や生活に即した保育内容

予習（４０分）:教科書53頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園教
育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:子どもの発達について復習しておこう。

2 なぜ保育内容総論を学ぶのかー保育の全体構造

予習（４０分）:教科書28頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園教
育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:   「育みたい資質・能力」について今一度まとめよう。

3 保育内容の歴史的変遷とその社会的背景

予習（４０分）:教科書39頁までをよく読んで理解を深めておく。『保育所保育指針解説』/『幼稚園教
育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておくこ
と。
復習（20分）:保育内容について考察を深めておこう。

○

ディプロマ・ポリシー

1
保育内容総論の理解のために

予習（４０分）:シラバスを一読し、自分なりのイメージや理解をもって参加すること。
教科書15頁までをよく読んで理解を深めておく。
復習（20分）:「保育」ということばについて考えてみよう。

保育所・幼稚園教育は、園生活全体を通して総合的に指導するという指導の考え方を理解し、具体的な乳幼児の姿と関連づけながら環境を構成し実践するために
必要な知識・技能を学修する。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

授業科目名 保育内容総論 担当教員名 小川　清美

選択区分
（必修・選択） ○

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

年次／期間 単位／時間数／形態

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

○ ○

卒業必修

2単位／30時間／演習

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

コード 19NUR422
幼稚園教職課程

必修

保育士課程
必修

4年次／前期

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

チェック欄

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【オープンな教育リソース】

【参考書】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

フィードバックは次回の授業時に行う。

・日頃から保育・幼児教育に関して情報収集し、自らの学習課題を明確にしておくこと。
・期限内に課題を提出すること。
・教科書をよく読んで理解を深めておく。
・『保育所保育指針解説』/『幼稚園教育要領解説』/『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説』を毎回読んで理解を深めておく。

『演習　保育内容総論　保育の総合性を読み解く』（神田伸生・髙橋貴志編著）萌文書林

文部科学省『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
厚生労働省『保育所保育指針解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館

・授業内でのレポート（30％）
・授業内でのグループ活動に意欲的に参加しているか（20％）
・定期試験に代わるレポート（50％）

▪ 火曜日：昼休み
▪ 水曜日：昼休み

特になし。

kogawa@g.t-junshin.ac,jp

特になし。

○

○

○

チェック欄 その他の工夫

○

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

○

卒業必修

○

幼稚園教職課程
必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

コード 19NUR423
区分

（必修・選択）

選択

○

4年次／後期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／演習

保育士課程
必修

　実践的取り組みを通じて、深い子ども理解や保育者として必要なスキルの習得などの実践力向上を図ることができる。

◎

　本科目は、保育に関する基礎的理解の習得、保育実習を通じた実践的理解を踏まえた上で、実際に保育職に就くにあたっての実践力をさらに高め、現代的課題について討議するなど、4年間の総括的な内
容とする。具体的には、演習や観察など学内の自然を有効に活用した実践的取り組み、平成30年度実施の3法令の内容を踏まえた実践的取り組み（保育活動の創出、深い子ども理解）を行う中で、保育者とし
ての使命感、責任感を改めて捉え直し、目指すべき保育者像を探る。なお、レポート等の提出物のやりとり、及びフィードバックについてはクラスルームを活用する。

授業科目名 教職・保育実践演習 担当教員名 舟生 直美

年次／期間

チェック欄

1
オリエンテーション及び教職カルテの確認
―本授業の内容の説明、これまでの学修の振り返り―

予習：本授業のシラバスを一読する（20分）。
復習：教職カルテのまとめ（60分）。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

　これまでの学び及び実習を総括的に振り返り、自己の課題を自覚し、克服する方法を導出できるようになる。

2 これまでの実習の振り返りをもとにした自己課題の導出
予習：これまでの実習経験を振り返り、自己の課題を整理しておく（60分）。
復習：授業内容を踏まえた上で、自己課題をまとめる（60分）。教職カルテは随時更新していく。

3 保育に関する基礎的理解の確認（講義、調べ学習等）
予習：授業内で提示した範囲の内容を理解を深める（60分）。
復習：授業時に配布したプリントを仕上げる（30分）。

4
指導計画の必要性に関する再考
―保育におけるPDCAサイクルの視点から探る―

予習：指導計画とは何か、書物やインターネットをなどを活用して調べておく（60分）。
復習：授業内での作成した指導計画を完成させる（60分）。

5
長期的指導計画に基づく保育活動の創出
―各園の特色や地域性を活用した保育の計画の実際―

予習：前回の講義で設定したテーマに沿った保育活動を考え、まとめておく（60分）。
復習：創出した保育活動を精査しておく（60分）。

6 指導案の作成及び保育教材準備
予習：自ら創出した保育活動を、指導案作成ができるように準備しておく（60分）。
復習：指導案の作成の続き及び発表に向けた保育教材準備（60分）。

7 ドキュメンテーション記録作成の意義と留意点
予習：模擬保育時の写真や振り返り内容を整理し、まとめる（60分）。
復習：ドキュメンテーション記録について各自で調べ、理解を深める（30分）。

8 現代的課題の理解①：保育における現代的課題とは
予習：保育における現代的課題について、書物やインターネット等を活用して整理し、まとめておく
（60分）。
復習：与えられたテーマについて各自で調べ、まとめておく（30分）。

9 現代的課題の理解①：討論及び発表
予習：討論及び発表ができるようにテーマの内容について理解を深める（60分）。
復習：討論及び発表を終えて各自不足していた項目について理解を深めておく（30分）。

予習：担当箇所の準備（60分）。
復習：発表に向けた準備（60分）。

10 現代的課題の理解②：保育における現代的課題とは
予習：保育における現代的課題について、書物やインターネット等を活用して整理し、まとめておく
（60分）。
復習：与えられたテーマについて各自で調べ、まとめておく（30分）。

11 現代的課題の理解②：討論及び発表
予習：討論及び発表ができるようにテーマの内容について理解を深める（60分）。
復習：討論及び発表を終えて各自不足していた項目について理解を深めておく（30分）。

チェック欄 その他の工夫

12
保育を創る実践的理解①
―自分のよさを再認識する―

予習：自己理解を踏まえて、子どもの前で実施したい取り組みを考え、準備する（30分）。
復習：発表に向けたの準備（60分）。

13
保育を創る実践的理解②
―子どもとの出会いを創造する―

予習・復習：発表に向けた準備（60分）。

14
保育を創る実践的理解③
―保護者との出会いを創造する―

○ ・授業は主にプロジェクター（パワーポイント）を用いて説明する。
・演習場面においては、実際の子どもを映したビデオ教材を使用して自己の考えをま
とめる際やグループワーク等に活用している。
・学生の立案した保育案や発表資料等においては、学生同士が共有できる方法とし
てGoogleドライブを活用して可視化・共有する。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

15 保育者としての自己の課題の明確化：保育者としての私の課題は何か

・課題レポートに対するフィードバックは、次回講義時に行う。
・クラスルームに提出されたレポート等にはコメント等を記入してフィードバックし全体での共有を図る。

・授業参加度　30％　　授業内での発表　30％　　小レポート・提出物・課題等　40％

○

○

○

予習：これまでの授業内容を、配布資料を参考に確認する（60分）。

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

水曜日　12：10～13：00
木曜日　10：40～12：10

・幼稚園教育要領（平成29年告示）　文部科学省　フレーベル館
・保育所保育指針（平成29年告示）　厚生労働省　フレーベル館
・幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成29年告示）　内閣府・文部科学省・厚生労働省　フレーベル館

・小学校教諭・教育指導行政の経験をもとに教育・福祉・保育などの実際場面に必要な知識・技能について指導する。
・実習中及び実習後の事後指導においては、学生の困難や反省を共感的に理解し、克服する方法を共に導出していく。

特になし

nfunyu@g.t-junshin.ac.jp

・事前にこれまでの学修を振り返り、自己の課題を明確にしておくこと。

・保育所保育指針解説 平成30年3月（2018）　フレーベル館　厚生労働省
・幼稚園教育要領幼稚園教育要領解説　平成30年3月（2018）　フレーベル館　文部科学省
・幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説　平成30年3月　（2018）　フレーベル館　内閣府　文部科学省

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 実習に行く前段階として、保育現場で体験することの目的、心構え、留意事項、記録の意義や方法などについて理解し、説明することができる。 ○

2 保育フィールドワークを通して、乳幼児を観察するとともに、保育者の保育内容及び多様な園の業務を体験する。 ○

3 保育フィールドワークを振り返り、自身の成果と今後の課題をまとめる。 ○

【授業計画】

《直前指導》
・直前指導（服装、身だしなみ、体調管理、持ち物等の確認）
・チェックリストに沿った確認
・質疑応答

予習：
・WEB上の情報を参考にする
・SNSで検索したアイデアを活用

12

《直前指導》
・直前指導（服装、身だしなみ、体調管理、持ち物等の確認）
・チェックリストに沿った確認
・質疑応答

予習：
・WEB上の情報を参考にする
・SNSで検索したアイデアを活用

9・１０

・健康管理を充分しておくこと（保育現場で活動するにあたって支障がある場合、参加できないことも
ある）。
・日頃から礼儀、言葉遣い・態度、協同活動を心がけ、学校行事や課外活動などに積極的に参加し
ておくことが望ましい。

11

【保育フィールドワーク②】

予習：関心に沿ったフィールドワークのテーマに基づき、教室内での学習を大学外のフィールドで実
践し、その体験を教室に戻って検証・分析をするための整理をしておく。
体験的な学習を進める。

予習：関心に沿ったフィールドワークのテーマに基づき、教室内での学習を大学外のフィールドで実
践し、その体験を教室に戻って検証・分析をするための整理をしておく。
保育フィールドワークでは、実際に体験をし、ネットでは分からない子どもの情報等を保育の場で学
んだ。総括して情報を正確に報告する。
体験的な学習を進める。

【保育フィールドワーク③の振り返り及び記録作成】
【保育フィールドワーク総括】
・保育フィールドワークを終えての自己の成果と課題の明確化

5・6

・健康管理を充分しておくこと（保育現場で活動するにあたって支障がある場合、参加できないことも
ある）。
・日頃から礼儀、言葉遣い・態度、協同活動を心がけ、学校行事や課外活動などに積極的に参加し
ておくことが望ましい。

7

【保育フィールドワーク①】

予習：関心に沿ったフィールドワークのテーマに基づき、教室内での学習を大学外のフィールドで実
践し、その体験を教室に戻って検証・分析をするための整理をしておく。
体験的な学習を進める。

【保育フィールドワーク①の振り返り及び記録作成】

8

15

【保育フィールドワーク③】

【保育フィールドワーク②の振り返り及び記録作成】

・健康管理を充分しておくこと（保育現場で活動するにあたって支障がある場合、参加できないことも
ある）。
・日頃から礼儀、言葉遣い・態度、協同活動を心がけ、学校行事や課外活動などに積極的に参加し
ておくことが望ましい。

3

【事前指導③】
・日誌の書き方（記録の意義と目的）
・保育フィールドワークのテーマ（目標）の設定
・保育フィールドワーク用エプロンに名札を付ける

予習：保育フィールドワークのテーマ－を決める

4

《直前指導》
・直前指導（服装、身だしなみ、体調管理、持ち物等の確認）
・チェックリストに沿った確認
・質疑応答

予習：名札のデザインを考える
・オリジナリティのある名札を作る
・WEB上の情報を参考にする
・SNSで検索したアイデアを活用

13・14

1

【事前指導①】オリエンテーション
・担当教員紹介
・授業を行うにあたって（約束、出席、評価など）
・シラバス内容の説明
・欠席時の注意事項、本授業での教員への連絡について
（・履修登録の確認、履修状況の確認）

◎

2

【事前指導②】
・保育フィールドワークの意義と目的
・保育フィールドワークの心構え
・グループ及び保育フィールドワーク先の発表
・保育フィールドワーク日誌の配布及び説明

予習：各自の配当園の情報を収集する

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係

年次／期間 2年次～4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

チェック欄

提携園並びに本学と関連の深い園における幼稚園・保育所での教育・保育活動において、乳幼児を観察するとともに、多様な園の業務を体験すること等を通して、教育・保育活動に携わる専門家としての職業
を理解し、
乳幼児に対する援助の実際を学ぶ。

授業科目名 保育フィールドワークA 担当教員名 田尻　真理子・井上　救

コード 22NUR436
区分

（必修・選択）

保育士課程必修 選択 幼稚園教職課程

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

○

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp    sinoue@g.t-junshin.ac.jp

チェック欄 その他の工夫

○ ・フィールドワークは、ちょっとした発想と、事前の調査ができていればおもしろい体験
学習である。状況にあわせて技法を工夫し、組み合わせるところに創造的な可能性が
うまれる。
・インターネット等で情報が簡単に集められる様になった昨今でも、実際に現場に訪
れないとわからない情報はたくさんある。これがフィールドワークの重要なところであ
る。
・実習に自信をもって臨むことができる。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

特になし

・分からない点等は、自ら調べたり、質問したりして解決する。
・保育フィールドワークの記録は戻り次第振り返りをする。

・授業への参加度（授業に対する取り組みや課題の実施等）：80％、必要書類の提出：20％を総合して評価する。

・幼稚園教育実習及び保育実習を履修する場合にはこのフィールドワークを受講しなければならない。
・本科目は学外実習の一部であるという認識をもち、真剣な態度で臨むこと。

文部科学省『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
厚生労働省『保育所保育指針解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館

特になし

特になし

・必要な資料は都度配布する。

○

○
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 家庭訪問保育の特徴、有効性、社会的役割について説明できる。 ○

2 家庭訪問保育の基礎となる保育マインドやカウンセリングマインドの理論を理解し、実践できる。 ○

3 さまざまな家庭訪問保育の仕事の内容と実際について理解し、留意点に配慮して実践できる。 ○

4 制度上の家庭訪問保育（居宅訪問型保育）と一般型家庭訪問保育の違いが説明できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

・課題レポートやリアクションペーパーは、コメントを付けて後日の授業中に返却する。

課題レポート20％、期末試験80％で評価する

3分に2以上の出席が必要でうす。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

チェック欄 その他の工夫

DVD視聴

14 安全管理とリスクマネジメント：緊急時の対応　　ベビーシッターと法律
予習（３０分）:　テキスト10章を読む
復習（３０分）:　緊急時の対応について復習する

15 家庭訪問保育における保育技術（遊び・お世話）/まとめ
予習（３０分）:　テキスト15章・16章を読む
復習（３０分）:　ベビーシッターの遊びについて具体的に考える

12 さまざまな一般型家庭訪問保育（ベビーシッター）③送迎・学童・多胎児・外国の子どもの保育
予習（３０分）:　テキスト1７章・18章を読む
復習（３０分）:　送迎保育の内容と留意点をまとめる

13 さまざまな一般型家庭訪問保育（ベビーシッター）④障害児の保育
予習（３０分）:　テキスト1４・18章を読む
復習（３０分）:　特別な配慮を要する子どものへの対応について復習する

10 さまざまな一般型家庭訪問保育（ベビーシッター）①産後ケア
予習（３０分）:　テキスト１５・１７・1８章を読む
復習（３０分）:　乳児の沐浴について復習する

11 さまざまな一般型家庭訪問保育（ベビーシッター）②病児病後児保育
予習（３０分）:　テキスト5章・1８章を読む
復習（３０分）:　病後児保育の内容と留意点をまとめる

8 家庭訪問型保育の実際③：家庭訪問保育者の基本姿勢（KJ法）　職業倫理とマナー
予習（３０分）:　テキスト1１章・13章を読む
復習（３０分）:　自分なりの家庭訪問保育者の姿を言葉にする。

9 家庭訪問型保育の実際④業務の流れ
予習（３０分）:　テキスト１５・１７・1８章を読む
復習（３０分）:　制度上の家庭訪問保育と一般型家庭訪問保育の業務の流れの相違点をまとめる。

6 家庭訪問型保育の実際①：家庭訪問保育の保育内容と配慮事項　環境整備　
予習（３０分）:　テキスト7章を読む
復習（１時間）:　レポート（昼間と夜間の日案）作成

7 家庭訪問型保育の実際②：保護者との対応　・事例を通して考える
予習（３０分）:　テキスト8章を読む
復習（３０分）:　保護者との信頼関係を築くにはどうするか、まとめる

4 家庭訪問保育の基礎③　・乳幼児の健康管理
予習（３０分）:　テキスト６章を読む
復習（３０分）:　乳幼児の健康管理について復習する

5 家庭訪問保育の基礎④：安全管理と事故予防（心肺蘇生法を含む）
予習（３０分）:　テキスト６章・10章を読む
復習（３０分）:　事故予防と対応、心肺蘇生法について復習する

2 家庭訪問保育の基礎①　・保育マインド　・乳幼児の発達
予習（３０分）:テキスト序章２、２章・３章を読む
復習（３０分）:保育マインドについて説明する

3 家庭訪問保育の基礎②　・乳幼児の栄養と食事、アレルギー、食事のお世話について
予習（３０分）:　テキスト４章を読む
復習（３０分）:　食事のお世話に関して年齢別に留意点をまとめる

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1 ガイダンス　　・授業の目的・目標・評価　　・家庭訪問保育とは
予習（３０分）:テキスト序章1、１章を読む。
復習（３０分）:家庭訪問保育の仕事について感想と質問をまとめる

◎

この科目は、ディプロマポリシー「保育・教育に関する豊かな専門的知識と技能を習得」するための講義科目である。授業では、子どもの家庭を訪問して個別保育を行なう家庭訪問保育の理論と実際について、
DVD教材を活用して実践的に学ぶ。家庭訪問保育には、「子ども子育て新制度」において制度上位置づけられた居宅訪問型保育と、従来よりベビーシッターと呼ばれてきた民間事業者による「一般型家庭訪問
保育」があり、この授業ではその両方について学ぶ。単位取得者は、公益財団法人全国保育サービス協会「認定ベビーシッター」の資格が取得できる。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

チェック欄

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

区分
（必修・選択）

卒業必修

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態 2単位／30時間／講義

○

授業科目名 在宅保育論 担当教員名 小泉　左江子

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

コード 19NUR203

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

月・水曜日　昼休みと午後4限終了後

s_koizumi@g.t-Junshin.ac.jp

今まで習ってきたことの復習ができます。将来の選択肢を増やすためにもぜひ履修してください。

「家庭訪問保育の理論と実際（第3版）」　公益財団法人　全国保育サービス協会編　　中央法規

特になし

保育士として乳幼児の保育に携わる、　保健センターの心理相談員として親子の相談支援、親子の遊び支援をする

特になし
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現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

・予習で準備した資料、復習で作成した報告書・レポートは次回の授業で持参すること。
・授業では、それらの「資料」「シート」「レポート」などの準備物提出物を活用し、プレゼンとフィードバックを行う。

○

予習（40分）:　１月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜１月のページ＞を完成させる

15

チェック欄 その他の工夫

○ ＊電子教材の活用
おりがみくらぶ「きせつのおりがみ」
https://www.origami-club.com/season/index.html

読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・冬（１）12月

読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・冬（３）２月
予習（40分）:　２月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜２月のページ＞を完成させる

14 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・冬（２）１月

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

10 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・秋（１）９月
予習（40分）:　９月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜９月のページ＞を完成させる

予習（40分）:　12月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜12月のページ＞を完成させる

11 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・秋（２）10月
予習（40分）:　10月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜10月のページ＞を完成させる

12 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・秋（３）11月
予習（40分）:　11月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜11月のページ＞を完成させる

13

読み聞かせ・おはなし会の実際と構成（２）季節の研究（秋・冬）――伝統行事・花・植物・虫・果物・
食

予習（40分）:　自分が子どものころに体験した季節（秋・冬）の行事を思い出し、家族に取材する
復習（40分）:　季節（秋・冬）の自然と伝統行事、児童文化財（紙芝居・絵本・歌・折り紙）を調べる

予習（40分）:　季節のファイル、折り紙、糊、ハサミを用意して、12か月の構成を考える
復習（40分）:　おりがみくらぶ「きせつのおりがみ」で季節の折り紙を学習する
https://www.origami-club.com/season/index.html

4 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・春（１）３月
予習（40分）:　3月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜3月のページ＞を完成させる

9 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・夏（３）８月
予習（40分）:　８月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜８月のページ＞を完成させる

7 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・夏（１）６月
予習（40分）:　６月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜６月のページ＞を完成させる

8 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・夏（２）７月
予習（40分）:　７月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜７月のページ＞を完成させる

紙芝居の演じ方、絵本の読み聞かせに自信を持つ。

1
オリエンテーション――授業に関する説明
読み聞かせ・おはなし会の実際と構成（１）季節の研究（春・夏）――伝統行事・花・植物・虫・果物・
食

予習（40分）:　自分が子どものころに体験した季節（春・夏）の行事を思い出し、家族に取材する
復習（40分）:　季節（春・夏）の自然と伝統行事、児童文化財（紙芝居・絵本・歌・折り紙）を調べる

なぞなぞやしりとり、言葉遊びをたくさん知っている。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

四季に対する感性を高め、歳時（年中行事）・歌・植物・旬の食べ物などを理解し、おはなし会や保育活動に活かせる。

季節に応じた絵本や紙芝居を選ぶことができ、関連した手遊び・お歌・折り紙・言葉遊びなどのレパートリーを持っている。

6 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・春（３）５月
予習（40分）:　５月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜５月のページ＞を完成させる

3
読み聞かせ・おはなし会の実際と構成（３）折り紙・言葉遊び・なぞなぞ・歌の研究――季節と折り紙・
言葉遊び・四季の歌

5 読み聞かせ・おはなし会・季節の保育の実践研究・春（２）４月
予習（40分）:　４月の自然・行事・歌・絵本・紙芝居・遊び・折り紙を調べて整理する
復習（40分）:　季節のファイル＜４月のページ＞を完成させる

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。◎

1単位／30時間／演習

チェック欄

・保育における言語表現活動として、絵本の読み聞かせやストーリーテリング、紙芝居の実践について研究する。
・季節や年齢に応じたおはなし会や表現活動の構成を考え、より効果的に、より楽しくおはなし会・表現活動を展開する方法を習得する。
・言葉遊び・しりとり・なぞなぞを研究し、おはなし会に上手に取り入れ、子どもたちの言語表現活動を豊かにする方法を学ぶ。

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

2

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態

季節や対象年齢に応じたおはなし会を構成できる。

選択

○ ○

卒業必修
保育士課程

必修

授業科目名 言語表現活動 担当教員名 大竹　聖美

コード 19NUR301
区分

（必修・選択）

幼稚園教職課程
必修

1



【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

授業参加度（課題への取り組み）30％、発表30％、提出物40％

特になし

文部科学省『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
厚生労働省『保育所保育指針解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館

かこさとし「こどもの行事　しぜんと生活」シリーズ全12巻、小峰書店
加古里子『伝承遊び考』全４巻、小峰書店
かこさとし「あそびずかん」全４巻、小峰書店

特になし

＊電子教材の活用
おりがみくらぶ「きせつのおりがみ」　https://www.origami-club.com/season/index.html

kootake@g.t-junshin.ac.jp

月曜：昼休み・４限、金曜：昼休み・４限
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 様々な舞台表現の種類とその特徴について説明できる。 ○

2 舞台表現に関わる様々な役割とその内容を理解し、説明できる。 ○

3 与えられた役割に対して責任を持ち、舞台作成に向けて他者と協力して作業ができる。 ○

【授業計画】

15 前期のまとめ・後期に向けて　　（田尻、井上、田中路） 　・前期に学んだことをまとめる（45 分）

13
役割ごとの作業⑨：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成（２）
音楽：楽曲の仕上げ（２） 照明：操作練習（２）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

14
役割ごとの作業⑩：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成（３）
音楽：楽曲の仕上げ（３） 照明：操作練習（３）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

11
役割ごとの作成⑦：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（３）
音楽：伴奏の創作（３） 照明：操作練習（３）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

12
役割ごとの作業⑧：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成（１）
音楽：楽曲の仕上げ（１） 照明：操作練習（１）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

9
役割ごとの作業⑤：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（１）
音楽：伴奏の創作（１） 照明：操作練習（１）

割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

10
役割ごとの作成⑥：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（２）
音楽：伴奏の創作（２） 照明：操作練習（２）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

7
役割ごとの作業③：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：作成計画（２）
音楽：旋律の創作（２） 照明：操作練習（２）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

8
役割ごとの作業⑤：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（１）
音楽：伴奏の創作（１） 照明：操作練習（１）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）

5 配役オーディション　　（田尻、井上、田中路） 　・脚本を読み込み、台詞を読む練習を積む（60 分）。

6
役割ごとの作業②：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：作成計画（１）
音楽：旋律の創作（１） 照明：操作練習（１）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

3
役割ごとの作業①　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：使用素材、道具の確認
音楽：歌詞の創作 照明：機材の確認

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）

4 脚本読み合わせ　　（田尻、井上、田中路） 　・脚本を読み込み、台詞を読む練習を積む（60 分）

1 オリエンテーション　（田尻、井上、田中路）
・本授業の目的について理解し、不明な点があれば次時に質問できるようにしておく（30 分）。
・鑑賞した昨年度の映像について改善点を自分なりに考えまとめる（20 分）。

2
舞台表現の様々な役割：各役割の概要　　（田尻、井上、田中路）
（脚本、音楽、装置、照明、衣装）

　・希望する役割を決めておく（20 分）。

年次／期間 1年次～4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

子どもたちにとって、日々の保育における劇あそびや行事における劇活動は大きな楽しみのひとつである。そして子どもたちに関わる教諭や保 育士は、このような「劇」に関わるパフォーマンスを子どもたちと行う
方法を熟知する必要がある。 この「劇」に含まれるパフォーマンスとして、オペレッタやミュージカル、演劇といった舞台表現が挙げられるが、これらは音楽、舞踊、台詞とい った様々なパフォーマンスが結びつい
たものである。またこのようなパフォーマンスを実践するにあたっては、観るものに伝えることを常に意識し なければならない。本授業では舞台表現に含まれる多様なパフォーマンスについて理論と実践の両面か
ら学んだ上で、観客に伝わる表現を考えなが ら、完成度の高い舞台作品の上演を目指す。具体的にはミュージカル、ギリシャ悲劇と能、演劇と教育、舞台美術と効果といった舞台表現の特徴を学 んだ後、脚本
を執筆する方法や、舞台音楽作成のテクニック、衣装や装置の作成方法を演習を通して身に付ける。最終的には受講者が各役割に分か れ、舞台作品作成の作業を進めていく。第 15 回目には作成した脚本
を用いて出演者のオーディションを行い、舞台作品の作成に向けた分担を確定す る。

○

主体的に真理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

コード 19ART204
区分

（必修・選択）

授業科目名 舞台表現Ａ 担当教員名 田尻真理子・井上救・田中路

選択

○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】 繰り返し受講可科目。

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp  sinoue@g.t-junshin.ac.jp  mtanaka@g.t-junshin.ac.jp

本授業履修後、舞台表現法Ｂを継続して履修することが望ましい。
緊急事態宣言発令等で授業の実施計画、実施形態が変更となる場合がある。

授業内に口頭で行う。

授業参加度・貢献度50％
期末レポート　　　　　50％

特になし

特になし

授業内に指示

特になし

特になし

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

○

チェック欄 その他の工夫

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 様々な舞台表現の種類とその特徴について説明できる。 ○

2 舞台表現に関わる様々な役割とその内容を理解し、説明できる。 ○

3 与えられた役割に対して責任を持ち、舞台作成に向けて他者と協力して作業ができる。 ○

【授業計画】

多文化共生

○

　・前期に学んだことをまとめる（45 分）

13
役割ごとの作業⑨：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成（２）
音楽：楽曲の仕上げ（２） 照明：操作練習（２）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

14
役割ごとの作業⑩：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成（３）
音楽：楽曲の仕上げ（３） 照明：操作練習（３）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

15 前期のまとめ・後期に向けて　　（田尻、井上、田中路）

11
役割ごとの作成⑦：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（３）
音楽：伴奏の創作（３） 照明：操作練習（３）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

12
役割ごとの作業⑧：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成（１）
音楽：楽曲の仕上げ（１） 照明：操作練習（１）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

9
役割ごとの作業⑤：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（１）
音楽：伴奏の創作（１） 照明：操作練習（１）

割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

10
役割ごとの作成⑥：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（２）
音楽：伴奏の創作（２） 照明：操作練習（２）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

7
役割ごとの作業③：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：作成計画（２）
音楽：旋律の創作（２） 照明：操作練習（２）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

8
役割ごとの作業⑤：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：衣装の作成準備（１）
音楽：伴奏の創作（１） 照明：操作練習（１）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）

5 配役オーディション　　（田尻、井上、田中路） 　・脚本を読み込み、台詞を読む練習を積む（60 分）。

6
役割ごとの作業②：　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：作成計画（１）
音楽：旋律の創作（１） 照明：操作練習（１）

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）。

3
役割ごとの作業①　　（田尻、井上、田中路）
装置・衣装：使用素材、道具の確認
音楽：歌詞の創作 照明：機材の確認

　割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（45 分）

4 脚本読み合わせ　　（田尻、井上、田中路） 　・脚本を読み込み、台詞を読む練習を積む（60 分）

1 オリエンテーション　（田尻、井上、田中路）
・本授業の目的について理解し、不明な点があれば次時に質問できるようにしておく（30 分）。
・鑑賞した昨年度の映像について改善点を自分なりに考えまとめる（20 分）。

2
舞台表現の様々な役割：各役割の概要　　（田尻、井上、田中路）
（脚本、音楽、装置、照明、衣装）

　・希望する役割を決めておく（20 分）。

子どもたちにとって、日々の保育における劇あそびや行事における劇活動は大きな楽しみのひとつである。そして子どもたちに関わる教諭や保 育士は、このような「劇」に関わるパフォーマンスを子どもたちと行う
方法を熟知する必要がある。 この「劇」に含まれるパフォーマンスとして、オペレッタやミュージカル、演劇といった舞台表現が挙げられるが、これらは音楽、舞踊、台詞とい った様々なパフォーマンスが結びつい
たものである。またこのようなパフォーマンスを実践するにあたっては、観るものに伝えることを常に意識し なければならない。本授業では舞台表現に含まれる多様なパフォーマンスについて理論と実践の両面か
ら学んだ上で、観客に伝わる表現を考えなが ら、完成度の高い舞台作品の上演を目指す。具体的にはミュージカル、ギリシャ悲劇と能、演劇と教育、舞台美術と効果といった舞台表現の特徴を学 んだ後、脚本
を執筆する方法や、舞台音楽作成のテクニック、衣装や装置の作成方法を演習を通して身に付ける。最終的には受講者が各役割に分か れ、舞台作品作成の作業を進めていく。第 15 回目には作成した脚本
を用いて出演者のオーディションを行い、舞台作品の作成に向けた分担を確定す る。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

チェック欄

主体的に真理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

○ こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業科目名 舞台表現Ａ 担当教員名 田尻真理子・井上救・田中路

コード

年次／期間 1年次～4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

22ART204
区分

（必修・選択）

必修 選択 幼稚園教職課程 保育士課程

○
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【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】 繰り返し受講可科目。

特になし

○

特になし

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp  sinoue@g.t-junshin.ac.jp  mtanaka@g.t-junshin.ac.jp

本授業履修後、舞台表現法Ｂを継続して履修することが望ましい。
緊急事態宣言発令等で授業の実施計画、実施形態が変更となる場合がある。

授業内に口頭で行う。

授業参加度・貢献度50％
期末レポート　　　　　50％

特になし

授業内に指示

特になし

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

4



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 舞台表現に関わる様々な役割とその内容を理解し、説明できる。 ○

2 与えられた役割に対して責任を持ち、舞台作成に向けて他者と協力して作業ができる。 ○

3 「純心こどもの国のクリスマス」において、他者と協同しながらまとまった舞台作品を上演する。 ○

【授業計画】

田尻真理子・井上 救・田中 路

選択

○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修コード 19ART205
区分

（必修・選択）

授業科目名 舞台表現Ｂ 担当教員名

子どもたちにとって、日々の保育における劇あそびや行事における音楽劇は大きな楽しみのひとつである。そして子どもたちに関わる教諭や保 育士は、このような「劇」に関わるパフォーマンスを子どもたちと行う
方法を熟知する必要がある。 この「劇」に含まれるパフォーマンスとして、オペレッタやミュージカル、演劇といった舞台表現が挙げられるが、これらは音楽、舞踊、台詞とい った様々なパフォーマンスが結びつい
たものである。またこのようなパフォーマンスを実践するにあたっては、観るものに伝えることを常に意識し なければならない。本授業では舞台表現に含まれる多様なパフォーマンスについて理論と実践の両面か
ら学んだ上で、観客に伝わる表現を考えなが ら、完成度の高い舞台作品の上演を目指す。また出演者としてだけでなく、楽曲演奏や照明、舞台装置、衣装といった役割についても学び、実際に 担当に分かれ
て舞台作品を創り上げていく。最終的には 12 月に行われる「純心こどもの国のクリスマス」において、舞台作品をこどもたちの前で上 演する。このことを通して、各受講者の表現技術や各役割についての知識・
技能、また他者と協同してひとつの作品を創り上げるチームワークを育 むことを目指す。受講者には、将来こどもたちと共に劇あそびなどを行う場合のヒントを常に探しながら履修してほしい。

○

主体的に真理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

年次／期間 1年次～4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

1 オリエンテーション 脚本読み合わせ 役割ごとの作業進捗報告 　（田尻、秋保、田中路）
・本授業の目的について理解し、不明な点があれば次時に質問できる ようにしておく（30分）。
・脚本を読み込み、台詞の表現や舞台の構想を検討する（30分）。

2
役割ごとの作業①： 役者：読み合わせ 脚本：場ごとの推敲　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置のデザイン 音楽：楽曲の確認、編成確認    照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

3
役割ごとの作業②： 役者：場ごとの立ち練習（前半） 脚本：場ごとの推敲　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：ピアノ、楽器合わせ     照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

4
役割ごとの作業③： 役者：場ごとの立ち練習（後半） 脚本：立ち稽古の確認　　（田尻、秋保、田中
路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：ピアノ、楽器合わせ     照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

5
役割ごとの作業④： 役者：歌合わせ 脚本：展開の再確認　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：ピアノ、楽器合わせ     照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

6
役割ごとの作業⑤： 役者：通し練習 脚本：尺の確認 　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：通し練習          照明：通し練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

7 全体練習① ステージの位置関係確認 場ごとの練習 　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

8 全体練習② 場ごとの練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

9 全体練習③ 場ごとの練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

10 全体練習④ 通し練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

　・本番を振り返り、各自反省点をまとめる（60分）。

11 全体練習⑤ 通し練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

12 全体練習⑥ 通し練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

15 本番映像鑑賞／反省 後期のまとめ 　　（田尻、秋保、田中路） 　

13 リハーサル　　（田尻、秋保、田中路） 　・リハーサルの反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

14 「純心こどもの国のクリスマス」本番 　　（田尻、秋保、田中路）

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】 繰り返し受講可。

チェック欄 その他の工夫

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp

舞台表現法Ｂのみの履修も可能であるが、舞台表現法Ａと継続した履修が望ましい。
緊急事態宣言発令等により授業計画、授業実施形態が変更になる場合がある。

授業内に口頭で行う。

授業参観度・貢献度50％
期末レポート　　　　　50％

「純心こどもの国のクリスマス」（第14回授業、2021年12月11日(土)）当日に出席できること。

特になし

授業内に指示する。

特になし

特になし
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 舞台表現に関わる様々な役割とその内容を理解し、説明できる。 ○

2 与えられた役割に対して責任を持ち、舞台作成に向けて他者と協力して作業ができる。 ○

3 「純心こどもの国のクリスマス」において、他者と協同しながらまとまった舞台作品を上演する。 ○

【授業計画】

多文化共生

○

　

13 リハーサル　　（田尻、秋保、田中路） 　・リハーサルの反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

14 「純心こどもの国のクリスマス」本番 　　（田尻、秋保、田中路） 　・本番を振り返り、各自反省点をまとめる（60分）。

15 本番映像鑑賞／反省 後期のまとめ 　　（田尻、秋保、田中路）

11 全体練習⑤ 通し練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

12 全体練習⑥ 通し練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

9 全体練習③ 場ごとの練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

10 全体練習④ 通し練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

7 全体練習① ステージの位置関係確認 場ごとの練習 　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

8 全体練習② 場ごとの練習 　　（田尻、秋保、田中路） 　・全体練習の反省点を確認し、次時までに改善する（60分）。

5
役割ごとの作業④： 役者：歌合わせ 脚本：展開の再確認　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：ピアノ、楽器合わせ     照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

6
役割ごとの作業⑤： 役者：通し練習 脚本：尺の確認 　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：通し練習          照明：通し練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

3
役割ごとの作業②： 役者：場ごとの立ち練習（前半） 脚本：場ごとの推敲　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：ピアノ、楽器合わせ     照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

4
役割ごとの作業③： 役者：場ごとの立ち練習（後半） 脚本：立ち稽古の確認　　（田尻、秋保、田中
路）
装置・衣装：装置の制作 音楽：ピアノ、楽器合わせ     照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

1 オリエンテーション 脚本読み合わせ 役割ごとの作業進捗報告 　（田尻、秋保、田中路）
・本授業の目的について理解し、不明な点があれば次時に質問できる ようにしておく（30分）。
・脚本を読み込み、台詞の表現や舞台の構想を検討する（30分）。

2
役割ごとの作業①： 役者：読み合わせ 脚本：場ごとの推敲　　（田尻、秋保、田中路）
装置・衣装：装置のデザイン 音楽：楽曲の確認、編成確認    照明：操作練習

　・割り振られた役割における自分の作業を確認し、進める（60分）。

子どもたちにとって、日々の保育における劇あそびや行事における音楽劇は大きな楽しみのひとつである。そして子どもたちに関わる教諭や保 育士は、このような「劇」に関わるパフォーマンスを子どもたちと行う
方法を熟知する必要がある。 この「劇」に含まれるパフォーマンスとして、オペレッタやミュージカル、演劇といった舞台表現が挙げられるが、これらは音楽、舞踊、台詞とい った様々なパフォーマンスが結びつい
たものである。またこのようなパフォーマンスを実践するにあたっては、観るものに伝えることを常に意識し なければならない。本授業では舞台表現に含まれる多様なパフォーマンスについて理論と実践の両面か
ら学んだ上で、観客に伝わる表現を考えなが ら、完成度の高い舞台作品の上演を目指す。また出演者としてだけでなく、楽曲演奏や照明、舞台装置、衣装といった役割についても学び、実際に 担当に分かれ
て舞台作品を創り上げていく。最終的には 12 月に行われる「純心こどもの国のクリスマス」において、舞台作品をこどもたちの前で上 演する。このことを通して、各受講者の表現技術や各役割についての知識・
技能、また他者と協同してひとつの作品を創り上げるチームワークを育 むことを目指す。受講者には、将来こどもたちと共に劇あそびなどを行う場合のヒントを常に探しながら履修してほしい。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

チェック欄

主体的に真理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

○ こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業科目名 舞台表現Ｂ 担当教員名 田尻真理子・井上 救・田中 路

コード

年次／期間 1年次～4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

22ART205
区分

（必修・選択）

必修 選択 幼稚園教職課程 保育士課程

○
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【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】 繰り返し受講可。

特になし

特になし

mtajiri@g.t-junshin.ac.jp

舞台表現法Ｂのみの履修も可能であるが、舞台表現法Ａと継続した履修が望ましい。
緊急事態宣言発令等により授業計画、授業実施形態が変更になる場合がある。

授業内に口頭で行う。

授業参観度・貢献度50％
期末レポート　　　　　50％

「純心こどもの国のクリスマス」（第14回授業、2021年12月11日(土)）当日に出席できること。

授業内に指示する。

特になし

チェック欄 その他の工夫

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 造形に対する理解を深め、表現に繋げることができる。 ○

2 こども達の造形活動に必要なスキル（立案、計画、材料選択、問題解決能力など）を体得することができる。 ○

3 他者と協同して活動し、達成感を共有していく体験を実践できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

予習（約20分）：次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

・ 制作方法など授業内で適宜フィードバックを行う

授業参加度：20％　課題制作作品提出（記録画像）：30％　課題のまとめ提出：30％　発表：20％
１．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
２．授業課題で制作した作品の提出を「課題制作作品提出」として評価する。評価の内訳は、課題の主旨に即しているか、工夫がみられるか等を基準として内容の総合評価とする。
３．課題のまとめ提出は課題内容を理解しているか、資料など十分に調査しているか、分かり易く伝えられているか等の総合評価とする。
４．発表は内容だけでなく、発表に向かう姿勢も評価される。

13

15 素材を生かした制作　課題4−2　「木で作る玩具」　（発表とまとめ） 予習（約20分）：発表のための準備

チェック欄 その他の工夫

特殊加工を使った表現　課題３−3　「サンドブラスト」　（発表とまとめ） 予習（約20分）：発表のための準備

14 素材を生かした制作　課題4−1　「木で作る玩具」　（調査と制作作業）

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

◯

○

○

9 最新技術を使った表現　課題2-3　「レーザーカッター」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

10 最新技術を使った表現　課題2-4　「レーザーカッター」　（発表とまとめ） 予習（約20分）：発表のための準備

特殊加工を使った表現　課題３−１　「サンドブラスト」　（機能調査） 予習（約20分）：次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

12 特殊加工を使った表現　課題３−2　「サンドブラスト」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

11

8 最新技術を使った表現　課題２−2　「レーザーカッター」　（制作準備） 復習（約30分～）：自主作業

5 遊びを創る　課題１−5　「マーブルマシーン」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

6 遊びを創る　課題1-6　「マーブルマシーン」　（発表とまとめ） 予習（約20分）：発表のための準備

遊びを創る　課題１−３　「マーブルマシーン」　（制作準備及び図面等の作成） 復習（約30分～）：自主作業

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

7 最新技術を使った表現　課題２−1　「レーザーカッター」　（機能調査） 予習（約20分）：次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

4 遊びを創る　課題１−4　「マーブルマシーン」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

1
オリエンテーション：授業の概要
遊びを創る　課題１−１　「マーブルマシーン」　（調査）

予習（約20分）:本授業のシラバスを一読しておくこと
制作のための素材や技法の種類や特徴を調べておくこと

2 遊びを創る　課題１−２　「マーブルマシーン」　（調査及び検証） 予習（約20分）：次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

3

こどもが、楽しく遊びながら感性を育む「造形活動」を保育者の立場として支援するためには、用具、材料などの豊富な知識、実際に活動するための綿密な計画、また、その場における臨機応変な対処ができる
柔軟性など、様々なスキルが求められている。これらを踏まえ、本授業では、敢えて、保育の現場で馴染のない素材や技法を使用し、材料、道具についてのより一層の理解を深め、そこから、創意工夫し応用、
発展させ、保育の現場で生かすための条件等を探り、問題解決力や対応力に繋げることを学んで行く。

チェック欄

◎

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

単位／時間数／形態 1単位／15時間／演習

授業計画

1〜4年次／前期年次／期間

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修卒業必修

授業科目名 造形表現A 担当教員名 井上　救

コード  19ART206
区分

（必修・選択）

選択

○

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

特になし

・汚れても良い服装で（エプロン等でも良い）取り組むこと。
・基本的な道具は毎回持参のこと（オリエンテーション時に詳細説明）。

特になし（必要に応じて参考資料を配布）

・ 『生活事例からはじめる　造形表現』　吉田　収　　宮川　萬寿美　編著　青踏社
・ 『保育をひらく造形表現』　槇　英子　　株式会社萌文書林
・ 『幼児造形の基礎　乳幼児の造形表現と造形教材』　樋口　一成　編著　　株式会社萌文書林

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 造形に対する理解を深め、表現に繋げることができる。 ○

2 こども達の造形活動に必要なスキル（立案、計画、材料選択、問題解決能力など）を体得することができる。 ○

3 他者と協同して活動し、達成感を共有していく体験を実践できる。 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

復習（約30分～）：自主作業

・ 制作方法など授業内で適宜フィードバックを行う

授業参加度：20％　課題制作作品提出（記録画像）：30％　課題のまとめ提出：30％　発表：20％
１．どの程度、積極的に授業時の活動に参加したかを「授業参加度」として評価する。
２．授業課題で制作した作品の提出を「課題制作作品提出」として評価する。評価の内訳は、課題の主旨に即しているか、工夫がみられるか等を基準として内容の総合評価とする。
３．課題のまとめ提出は課題内容を理解しているか、資料など十分に調査しているか、分かり易く伝えられているか等の総合評価とする。
４．発表は内容だけでなく、発表に向かう姿勢も評価される。

13

15 遊びをプログラミング　課題4-4　「Scratch」　（まとめと発表） 予習（約20分）：発表のための準備

チェック欄 その他の工夫

遊びをプログラミング　課題4-2　「Scratch」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

14 遊びをプログラミング　課題4-3　「Scratch」　（制作作業）

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

◯

○

○

9 音の表現②　課題3-2　「ホイッスル」　（制作作業） 予習（約20分）：次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

10 音の表現②　課題3-3　「ホイッスル」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

音の表現②　課題3-4　「ホイッスル」　（発表とまとめ）
予習（20分〜1時間）：制作においての問題点の有無とその解決方法について調査すること。次回
作業のための自主制作。

12 遊びをプログラミング　課題4-1　「Scratch」　（調査） 予習（約20分）：次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

11

8 音の表現②　課題3-1　「ホイッスル」　（調査） 予習（約20分）：発表のための準備

5 幾何的な造形　課題2-1　「テンセグリティ」　（調査） 予習（約20分）：次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

6 幾何的な造形　課題2-2　「テンセグリティ」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

音の表現①　課題１−3　「アコーディオン」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

7 幾何的な造形　課題2-3　「テンセグリティ」　（発表とまとめ） 復習（約30分～）：自主作業

4 音の表現①　課題１−4　「アコーディオン」　（発表とまとめ） 予習（約20分）：発表のための準備

1
オリエンテーション：授業の概要
音の表現　課題１−１　「アコーディオン」　（調査）

予習（約20分）:本授業のシラバスを一読しておくこと
次回の授業のため調査結果をまとめておくこと

2 音の表現①　課題１−2　「アコーディオン」　（制作作業） 復習（約30分～）：自主作業

3

こどもが、楽しく遊びながら感性を育む「造形活動」を保育者の立場として支援するためには、用具、材料などの豊富な知識、実際に活動するための綿密な計画、また、その場における臨機応変な対処ができる
柔軟性など、様々なスキルが求められている。これらを踏まえ、本授業では、「造形表現A」から引き続き、敢えて、保育の現場で馴染のない素材や技法を使用し、材料、道具についてのより一層の理解を深め、
そこから、創意工夫し応用、発展させ、保育の現場で生かすための条件等を探り、問題解決力や対応力に繋げることを学んで行く。

チェック欄

◎

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

単位／時間数／形態 1単位／15時間／演習

授業計画

1〜4年次／後期年次／期間

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修卒業必修

授業科目名 造形表現B 担当教員名 井上　救

コード  19ART207
区分

（必修・選択）
選択

○

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

sinoue@g.t-junshin.ac.jp

特になし

・汚れても良い服装で（エプロン等でも良い）取り組むこと。
・基本的な道具は毎回持参のこと（オリエンテーション時に詳細説明）。

・平成29年告示　幼稚園教育要領　保育所保育指針　幼保連携型認定こども園教育・保育要領＜原本＞　株式会社チャイルド社

・ 『生活事例からはじめる　造形表現』　吉田　収　　宮川　萬寿美　編著　青踏社
・ 『保育をひらく造形表現』　槇　英子　　株式会社萌文書林
・ 『幼児造形の基礎　乳幼児の造形表現と造形教材』　樋口　一成　編著　　株式会社萌文書林

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 少子高齢化が進むとともに、多言語・多文化化しつつある日本社会で、自ら課題を発見し、解決できる能力を備えることができる。 ○

2 ○

3 言語の違いを超えた相互理解のために、どのような工夫ができるのかを探索することができるようになる。 ○

【授業計画】

学生生活や日常生活の話題を取り上げながら、文化によって異なる多様な価値観について、母語と外国語の視点からコミュニケーションを通じて相互理解を深め、異文化間コミュニケー
ションや他者理解の基礎を培うことができる。

○

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修コード 19CHI307
区分

（必修・選択）

授業科目名 こども文化特講A 担当教員名 佐野　通夫

選択

現在、保育・小学校の現場では、外国籍の子どもや外国につながる子どもたちが増加しており、保育・教育の多文化・国際化に対応できる保育者・教師が求められている。
そこで、諸外国や日本の現状をふまえながら、外国につながる子どもや保護者への支援の実際を学び、多文化保育・教育のあり方について学修する。
さらに、自ら「問い」をもち、調べ、考えられ、各分野についての新しい知見が身に付けられるように学びを深める。

○

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

年次／期間 3年次～4年次/前期 単位／時間数／形態 2単位/30時間/講義

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

1
多文化保育・教育とは何か
・多文化主義と同化主義について考えてみる。

予習（40分）:シラバスを一読し、自分なりのイメージや理解をもって参加すること。

復習（140分）:課題について考えをまとめる。

2
在日外国人の動向と福祉ニーズ
在日外国人の現状や外国人支援の課題について学ぶ。

予習（90分）：教科書第1章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：在日外国人の増加が日本社会にもたらす影響についてまとめる。

3

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(保育)
① 言葉に関する事例
② 食事に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第2章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：日本における外国籍の子どもと日本国籍の子どもの就学扱いの相違点についてまとめ
る。

4

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(小学校)
① 入学に関する事例
② 授業・学力に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第3章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：母語とは何か、母語の重要性についてまとめる。

5 多文化保育・教育における保育者・教師の専門性と役割
予習（90分）：教科書第4章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと.
復習（90分）：日本人らしさとはどのようなものか、まとめる。

6
行政の多文化共生への取り組み
－多文化保育・教育を踏まえて－

予習（90分）：教科書第5章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

7 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第6章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

8 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第7章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

9 今後の多文化保育・教育の課題と展望
予習（90分）：教科書第8章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

10 日本の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第9章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で調
べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

予習（90分）：グループごとに自分の地域の国際交流について調査をする。
復習（90分）：地域の国際交流についてまとめる。

11 世界の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第10章をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する本で
調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

12 世界の子育て支援の現状(1):　韓国の事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

15
日本の多文化社会の現状と課題を整理した上で、多文化共生に関わる具体的政策課題を解決する
方法を、ディスカッションやグループワークなどを通じて探る。

予習（90分）：日本の多文化社会の現状と課題を整理しておく。
復習（90分）：ディスカッションやグループワークなどを通じて探った内容についてまとめる。

13 世界の子育て支援の現状(2):　ジンバブエの事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

14 自分の住んでいる地域の国際交流、外国人支援について調べ、まとめる。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄 その他の工夫

msano@t-junshin.ac.jp

○ ・国立国際子ども図書館の電子ギャラリーの利用
「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

特になし

【授業外学修】
・授業外学修を参照して課題に取り組む。課題は次の授業時に提出すること。
・授業では、それらの課題を活用し、発表とフィードバックを行う。
・発表課題については、作成したスクリプトへの指導及び発表のパフォーマンス評価でフィードバックを行う。

〈評価基準〉
・「到達目標」に明示している項目を評価基準とする。
〈割合〉
・授業中のアクティブ・ラーニングなどの参加状況（授業態度含む）30%、基本的な知識、理解に関する課題のまとめ(レポート含む)30%、提出物40％

特になし

「外国につながる子どもたちの物語」編集委員会／編『クラスメイトは外国人 課題編――私たちが向き合う多文化共生の現実』 明石書店2020

・水曜　4限

「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html

適宜プリントを配布する

特になし

○

○
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 少子高齢化が進むとともに、多言語・多文化化しつつある日本社会で、自ら課題を発見し、解決できる能力を備えることができる。 ○

2 ○

3 言語の違いを超えた相互理解のために、どのような工夫ができるのかを探索することができるようになる。 ○

【授業計画】

学生生活や日常生活の話題を取り上げながら、文化によって異なる多様な価値観について、母語と外国語の視点からコミュニケーションを通じて相互理解を深め、
異文化間コミュニケーションや他者理解の基礎を培うことができる。

15
日本の多文化社会の現状と課題を整理した上で、多文化共生に関わる具体的政策課題を解決す
る方法を、ディスカッションやグループワークなどを通じて探る。

予習（90分）：日本の多文化社会の現状と課題を整理しておく。
復習（90分）：ディスカッションやグループワークなどを通じて探った内容についてまとめる。

13 世界の子育て支援の現状(2):　ジンバブエの事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

14 自分の住んでいる地域の国際交流、外国人支援について調べ、まとめる。
予習（90分）：グループごとに自分の地域の国際交流について調査をする。
復習（90分）：地域の国際交流についてまとめる。

11 世界の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第19話・第20話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

12 世界の子育て支援の現状(1):　韓国の事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

9 今後の多文化保育・教育の課題と展望
予習（90分）：教科書第15話・第16話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

10 日本の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第17話・第18話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

7 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第11話・第12話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

8 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第13話・第14話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

5 多文化保育・教育における保育者・教師の専門性と役割
予習（90分）：教科書第7話・第8話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと.
復習（90分）：日本人らしさとはどのようなものか、まとめる。

6
行政の多文化共生への取り組み
－多文化保育・教育を踏まえて－

予習（90分）：教科書第9話・第10話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

3

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(保育)
① 言葉に関する事例
② 食事に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第3話・第4話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：日本における外国籍の子どもと日本国籍の子どもの就学扱いの相違点についてまと
める。

4

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(小学校)
① 入学に関する事例
② 授業・学力に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第5話・第6話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：母語とは何か、母語の重要性についてまとめる。

1
多文化保育・教育とは何か
・多文化主義と同化主義について考えてみる。

予習（40分）:シラバスを一読し、自分なりのイメージや理解をもって参加すること。

復習（140分）:課題について考えをまとめる。

2
在日外国人の動向と福祉ニーズ
在日外国人の現状や外国人支援の課題について学ぶ。

予習（90分）：教科書第1話・第2話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：在日外国人の増加が日本社会にもたらす影響についてまとめる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

○

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業科目名 こども文化特講B 担当教員名 佐野　通夫

選択卒業必修

3～4年次/後期 単位／時間数／形態 2単位/30時間/講義

○

現在、保育・小学校の現場では、外国籍の子どもや外国につながる子どもたちが増加しており、保育・教育の多文化・国際化に対応できる保育者・教師が求められている。
そこで、諸外国や日本の現状をふまえながら、外国につながる子どもや保護者への支援の実際を学び、多文化保育・教育のあり方について学修する。さらに、自ら「問い」をもち、調べ、考えられ、各分野につい
ての新しい知見が身に付けられるように学びを深める。

年次／期間

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修コード 19CHI308

区分
（必修・選択）

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

【授業外学修】
・授業外学修を参照して課題に取り組む。課題は次の授業時に提出すること。
・授業では、それらの課題を活用し、発表とフィードバックを行う。
・発表課題については、作成したスクリプトへの指導及び発表のパフォーマンス評価でフィードバックを行う。

〈評価基準〉
・「到達目標」に明示している項目を評価基準とする。
〈割合〉
・授業中のアクティブ・ラーニングなどの参加状況（授業態度含む）30%、基本的な知識、理解に関する課題のまとめ(レポート含む)30%、提出物40％

特になし

「外国につながる子どもたちの物語」編集委員会／編『クラスメイトは外国人』 明石書店2009

適宜プリントを配布する

特になし

・月曜　4限

「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html

チェック欄 その他の工夫

msano@t-junshin.ac.jp

○ ・国立国際子ども図書館の電子ギャラリーの利用
「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 少子高齢化が進むとともに、多言語・多文化化しつつある日本社会で、自ら課題を発見し、解決できる能力を備えることができる。 ○

2 ○

3 言語の違いを超えた相互理解のために、どのような工夫ができるのかを探索することができるようになる。 ○

【授業計画】

現在、保育・小学校の現場では、外国籍の子どもや外国につながる子どもたちが増加しており、保育・教育の多文化・国際化に対応できる保育者・教師が求められている。
そこで、諸外国や日本の現状をふまえながら、外国につながる子どもや保護者への支援の実際を学び、多文化保育・教育のあり方について学修する。さらに、自ら「問い」をもち、調べ、考えられ、各分野につい
ての新しい知見が身に付けられるように学びを深める。

学生生活や日常生活の話題を取り上げながら、文化によって異なる多様な価値観について、母語と外国語の視点からコミュニケーションを通じて相互理解を深め、
異文化間コミュニケーションや他者理解の基礎を培うことができる。

年次／期間 3～４年次/後期 単位／時間数／形態 2単位/30時間/講義

19CHI309
区分

（必修・選択） ○

授業科目名 こども文化特講C 担当教員名 佐野　通夫

選択卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修コード

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

○

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

1
多文化保育・教育とは何か
・多文化主義と同化主義について考えてみる。

予習（40分）:シラバスを一読し、自分なりのイメージや理解をもって参加すること。

復習（140分）:課題について考えをまとめる。

2
在日外国人の動向と福祉ニーズ
在日外国人の現状や外国人支援の課題について学ぶ。

予習（90分）：教科書第1話・第2話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：在日外国人の増加が日本社会にもたらす影響についてまとめる。

3

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(保育)
① 言葉に関する事例
② 食事に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第3話・第4話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：日本における外国籍の子どもと日本国籍の子どもの就学扱いの相違点についてまと
める。

4

外国につながる子どもの保育・教育と保護者への支援(小学校)
① 入学に関する事例
② 授業・学力に関する事例
③ 保護者への支援の事例

予習（90分）：教科書第5話・第6話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと。
復習（90分）：母語とは何か、母語の重要性についてまとめる。

5 多文化保育・教育における保育者・教師の専門性と役割
予習（90分）：教科書第7話・第8話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連する
本で調べておくこと.
復習（90分）：日本人らしさとはどのようなものか、まとめる。

6
行政の多文化共生への取り組み
－多文化保育・教育を踏まえて－

予習（90分）：教科書第9話・第10話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

7 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第11話・第12話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

8 地域の国際交流、外国人支援
予習（90分）：教科書第13話・第14話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

9 今後の多文化保育・教育の課題と展望
予習（90分）：教科書第15話・第16話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

10 日本の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第17話・第18話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

11 世界の多文化社会の現状と課題
予習（90分）：教科書第19話・第20話をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については関連す
る本で調べておくこと。
復習（90分）：あなたの住んでいる地域の国際交流について調べてまとめる。

12 世界の子育て支援の現状(1):　韓国の事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

13 世界の子育て支援の現状(2):　ジンバブエの事例
予習（90分）：多文化絵本を選び、ブックトークの準備をする。
復習（90分）：提出物＜多文化絵本の窓＞を完成させる

14

15

自分の住んでいる地域の国際交流、外国人支援について調べ、まとめる。

日本の多文化社会の現状と課題を整理した上で、多文化共生に関わる具体的政策課題を解決す
る方法を、ディスカッションやグループワークなどを通じて探る。

予習（90分）：日本の多文化社会の現状と課題を整理しておく。
復習（90分）：ディスカッションやグループワークなどを通じて探った内容についてまとめる。

予習（90分）：グループごとに自分の地域の国際交流について調査をする。
復習（90分）：地域の国際交流についてまとめる。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

チェック欄 その他の工夫

msano@t-junshin.ac.jp

○ ・国立国際子ども図書館の電子ギャラリーの利用
「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

特になし

【授業外学修】
・授業外学修を参照して課題に取り組む。課題は次の授業時に提出すること。
・授業では、それらの課題を活用し、発表とフィードバックを行う。
・発表課題については、作成したスクリプトへの指導及び発表のパフォーマンス評価でフィードバックを行う。

〈評価基準〉
・「到達目標」に明示している項目を評価基準とする。
〈割合〉
・授業中のアクティブ・ラーニングなどの参加状況（授業態度含む）30%、基本的な知識、理解に関する課題のまとめ(レポート含む)30%、提出物40％

特になし

「外国につながる子どもたちの物語」編集委員会／編『クラスメイトは外国人　入門編 -はじめて学ぶ多文化共生-』 明石書店2013

適宜プリントを配布する

特になし

・月曜　4限

「日本発☆子どもの本、海を渡る」https://www.kodomo.go.jp/anv10th/index.html
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③ ④ ⑤

1 ○

2

3

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

選択

授業科目名 こども文化特講F 担当教員名 田中　路

コード 19CHI312
区分

（必修・選択）
卒業必修

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

年次／期間 2～４年次/後期 単位／時間数／形態 ２単位/30時間/講義

○

チェック欄

　

本授業ではトーンチャイムの合奏を体験し、その奏法や特性を理解した上で、12 月に行われる「純心こどもの国のクリスマス」におけるトーンチャイ ムの演奏発表に向け、クラス単位で練習に取り組み、完成度
の高い演奏を目指す。各人が練習、 発表、振り返りという一連のプロセスを経験することで、合奏の教育的意義についても検討する。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

○ 主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

トーンチャイムの奏法を理解し、メンバーと共に息の合った演奏を仕上げることができる 

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1
オリエンテーション:授業の概要、授業の進め方などについての説明
トーンチャイムの基礎(音の鳴らし方、止め方、演奏姿勢)

予習:トーンチャイムの概要を調べておく(30 分)
復習:トーンチャイムの基礎についての復習(15 分)

2 トーンチャイムの合奏(1):グループによる楽曲の練習(担当音決定、譜読み) 予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

3 トーンチャイムの合奏(2):小グループによる楽曲の練習(部分練習) 予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

4 トーンチャイムの合奏(3):小グループによる楽曲の練習(強弱の工夫)
予習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)
復習：合奏練習を進める(90 分)

5 トーンチャイムの合奏(4):小グループによる楽曲の練習(速度の工夫)
予習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)
復習：合奏練習を進める(90 分)

6 トーンチャイムの合奏(5):小グループによる楽曲の練習(通し練習)、グループ発表
予習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)
復習：グループ発表の反省を行う(15分)

7
トーンチャイムの合奏(6):「純心こどもの国のクリスマス」に向けた全体練習
　(担当音決定、譜読み)

予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

8
トーンチャイムの合奏(7):「純心こどもの国のクリスマス」に向けた全体練習
(部分練習)

予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

合奏練習については次回授業時までに各グループ(もしくは個人)で進め、次回授業時に教員が成果をチェックしコメントする。

「純心こどもの国のクリスマス」に向けた準備、授業全体に臨む姿勢60％。第15回で提出する振り返りシートの内容40％。

12月の「純心こどもの国のクリスマス」に必ず出演できること。グループワークが中心となるので、他の学生と互いに高め合いながら取り組むこと。授業時間外での準備が必要となる場合もあるので、協力し合っ
て取り組むこと。メンバーが揃わないと練習に支障が出るため、欠席をしないこと。

9
トーンチャイムの合奏(8):「純心こどもの国のクリスマス」に向けた全体練習
(強弱の工夫)

予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

10
トーンチャイムの合奏(9):「純心こどもの国のクリスマス」に向けた全体練習
(速度の工夫)

予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

11
トーンチャイムの合奏(10):「純心こどもの国のクリスマス」に向けた全体練習
(通し練習①)

予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

12
トーンチャイムの合奏(10):「純心こどもの国のクリスマス」に向けた全体練習
(通し練習②)

予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

15 「純心こどもの国のクリスマス」の反省 予習・復習:本番の演奏を振り返り、反省点を整理しておく(60分)

13
トーンチャイムの合奏(10):「純心こどもの国のクリスマス」に向けた全体練習
(リハーサル)

予習・復習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)

14 「純心こどもの国のクリスマス」における演奏発表 予習:担当音を確認し、楽譜を見直す(30分)



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

なし

m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

なし

なし

なし



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

【授業計画】

2～4年次／前期

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

音楽の内面的な要素である音の響きのニュアンスを体得し、それを表現できる

9

音楽活動を行う上で、幼児教育者、保育者として柔軟な対応ができる

1

・授業に臨む心構えと授業内容についてのガイダンス
・こどもと行う遊びとして「音の高低の判断、音の方向性を伴う3つの音、及び5つの音の並びを用い
た
ソルフェージュと長調と短調の違いの体験

予習（30分）:シラバスを読む
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

選択 幼稚園教職課程 保育士課程
19EDU209

区分
（必修・選択）

音楽と自分とのコミュニケーションを取りながら、自己表現が出来る

年次／期間

仲間とコミュニケーションを取りながら、創作活動ができる

単位／時間数／形態

授業科目名 リトミックⅢ 担当教員名

リトミックという手段は、音楽教育の分野だけでなく、むしろ音楽療法、幼児教育の分野で応用されている。これは無意識に身体が音楽に反応しているという特性を意識し強化するとことによって、人間の内側にあ
る何かを揺さぶり、覚醒させ、感性・感覚に刺激を与えるということからである。特に幼児期には、知識が先行する前に行う方がより効果を上げる。リトミックⅢでは、Ⅰ、Ⅱで体験した音楽の諸要素の体験を更に深
めながら、ニュアンスを中心にした内側の部分のトレーニング、また、実際にこども達に行う「動きを伴うソルフェージュ(リトミックソルフェージュ)」を体験する。サブジェクトとして「音の高低」「音の方向性」「長調と短
調の響き」「主和音・属七の和音・下属和音の響き」「長3和音」「ポリリズム」「拍の分割形」「リズムフレーズ」、また、「5音音階」「全音音階」「半音音階」「図」を用いたピアノによる即興演奏を体験する。

1単位／30時間／演習

平島  美保

コード

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー

5

・図を用いた無調によるピアノによる即興奏
イメージ即興

予習（30分）:リトミックⅠ・Ⅱで行ったオノマトペでは、どのような表現をしたかを復習し、記録しておく
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

・全音音階、及び半音音階を用いたピアノによる即興奏
　　応答奏

2
・音楽の要素であり基本となる「拍」の2分割拍の分割形を用いたリズムアンサンブル
・こどもと行う遊びとして「音の方向性を伴う3つの音、及び5つの音」の並びを用いたソルフェージュ
・長調と短調を構成する音階の中の第1音から第5音までの体験

3
・音楽の要素であり基本となる「拍」の2分割拍の分割形を用いたリズムアンサンブル
・音の高低の判断、及び聴唱

予習（30分）:配布したリズム譜を、声やクラップで表現する練習
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

・5音音階を用いたピアノによる即興奏

・こどもと行う歌あそびとして、「Ⅰの和音、Ⅴ7、Ⅳの和音」
（2）「こどもの歌」で使用されている和音の分析とそれらを用いた表現活動

予習（30分）:ピアノ表現法で取り組んでいる（取り組んだ）こどもの歌を歌う
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

10

6

予習（30分）:ピアノ表現法で取り組んでいる（取り組んだ）こどもの歌をしっかり歌う
復習（30分）:授業う内容の記録、及び気づき等の記録

7
・ポリリズムによる手の動き、足の動きを始めとする身体の動きによる表現
・リズムを記憶し、遅れて表現するリズムカノン

4
予習（30分）:ピアノの黒鍵の部分を使って「ちゅうりっぷ」「こいのぼり」「うみ」を弾く
復習（60分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

14

・こどもと行う歌あそびとして、「Ⅰの和音、Ⅴ7、Ⅳの和音」
（3）「こどもの歌」で使用されている和音の分析とそれらを用いたグループによる表現活動

予習（40分）:作品制作に向けての「詩」を選択する
復習（20分）:授業内容、及び気づき等の記録

予習（30分）:配布した楽譜（こどもの歌）を暗譜して歌えるようにしておく
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

13

・ザイロフォーン、メタルフォーン、鍵盤ハーモニカを用い、長3和音の響きと共に、詩集「のはらうた」
の
表現活動
(3)選択した「詩」を長3和音を用いて表現、発表

15

多文化共生

◎

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

必修

○

予習（30分）:ピアノの白鍵の「ドレミ（CDE)」と黒鍵の「3つ並びの部分(F#G#A#）」を弾く練習
復習（60分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

予習（30分）:ピアノ表現法で現在取り組んでいる曲を歩きながら歌う練習
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

予習（30分）:ピアノ表現法で取り組んでいる（取り組んだ）こどもの歌を歌う
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

・こどもと行う歌あそびとして、「Ⅰの和音、Ⅴ7、Ⅳの和音」
（1）和音の響きと性格を感じ取る活動とそれらを用いたこどもの歌による表現活動

・ザイロフォーン、メタルフォーンを用い、長3和音、短3和音の響きと共に、詩集「のはらうた」の表現
活動
(1)和音の説明と和音の作成

・こどもと行う歌あそびとして、「Ⅰの和音、Ⅴ7、Ⅳの和音」
（4）グループで分析した和音の流れ(和声)の動きによる表現、及び発表

予習（30分）:リトミックⅠ・Ⅱで行った2分割拍の分割形を復習しておく
復習（30分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

チェック欄

8

・ザイロフォーン、メタルフォーンを用い、長3和音、短3和音の響きと共に、詩集「のはらうた」の表現
活動
(2)長3和音を用いて、「のはらうた」より『てんてんてん』の表現活動

予習（30分）:和音とは何か、を調べる
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

予習（30分）:配布資料の「詩」を音読する
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

予習（40分）:発表に向けて各グループで練習する
復習（20分）:授業内容の記録、及び気づき等の記録

・こどもと行う歌あそびとして、
「Ⅰの和音、Ⅴ7の和音」の響き、性格を感じ取る活動・主和音・属和音・下属和音について

11

12

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【オフィスアワー】

【備考】

特になし。

【教員連絡先】

mhirashima@g.t-junshin.ac.jp

○ 特になし。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

授業実施期間中の出校日の授業後

・動きやすい服装で臨むこと。ジーンズ、スカートは不可。原則として素足が望ましいが、底の薄いシューズでもよい。
・授業で配布したものや筆記用具は毎回持参すること。
・携帯電話は電源を切り、バッグ等に入れておくこと。

授業内容の課題毎に「体得したこと」「体感したこと」「気づいた点」を記録したものを提出し、教員はそれをフィードバックし、学生に返却する。

グループで行う「動き、表現」の作品、提出物、グループ活動における参加度(平常点)で評価する。
動き、表現活動作品　80％　、　提出物10％　、　平常点10％    動き、表現活動作品の評価基準については、各作品ごとに事前に提示する。

リトミック　Ⅰ・Ⅱを履修していること。

特になし。
必要に応じて資料を配布する。

チェック欄

○

○

○

その他の工夫

必要に応じて授業内で紹介する。

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

【授業計画】

音楽を分析することができる。

和音の響きを聴き分け、音楽の内面的な要素であるニュアンスを体得し、それを表現できる。

仲間とコミュニケーションを取りながら作品を作り上げることができる。

13
・「効果音、音楽を用いて語る物語」の制作
(2)挿入する音楽の作成と効果音探し

予習（30分）：テレビドラマなどでどのような音楽や効果音が用いられているか意識して聴く
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

12
・「効果音、音楽を用いて語る物語」の制作
(1)物語の選択とシナリオ作成

予習（30分）:身の回りにあるもので音が出るものを探す
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

10

14
・「効果音、音楽を用いて語る物語」の制作
(3)音楽を完成させ、挿入する効果音を用いた流れの確認と練習

予習（30分）:物語を音読しながら、効果音のタイミングを考える
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

15
・「効果音、音楽を用いて語る物語」の制作
(4)発表に向けての練習、及び発表

予習（40分）:発表に向け練習する
復習（20分）:授業内容、及び気づき等の記録

8
・リズムフレーズ
(2)４分音符、8分音符、2分音符、4分休符を用いたリズムフレーズを聴き取り、身体表現したリズムを
表記する

11
・「こどものうた」を用いた合奏曲を作成する
（3）出来上がった楽譜を基に演奏

予習（30分）:発表に向けての練習
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

・「こどものうた」を用いた合奏曲を作成する
(2)アンサンブルになるように楽器を配置し、リズム等を考え、楽譜を制作する

予習（30分）:こども達に親しみがあり、覚えやすい曲を候補に挙げ、楽譜を持参する。
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

予習（30分）:使用する楽器を念頭におきながら、歌う練習をする
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

予習（30分）:配布したリズム譜を声、クラップ、ステップできるようにする
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

9
・「こどものうた」を用いた合奏曲を作成する
(1)どういう場面で演奏するのか考慮して選曲し、使用する楽器を検討する

予習（30分）:短3和音の構成の確認
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

6
・こどもと一緒に楽しめる『こどものうた』による音楽劇の作成と表現活動
(4)作成した音楽劇の通し練習と発表

予習（30分）:表現するにあたり必要な小道具等の作成
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

7
・リズムフレーズ
(1)４分音符、8分音符、2分音符、4分休符を用いたリズムフレーズを聴き取り身体表現する

予習（30分）:基本となる音符を声やクラップ、動き、ステップで表現する
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

4
・こどもと一緒に楽しめる『こどものうた』による音楽劇の作成と表現活動
(2)1～３番の歌詞・メロディの理解と動きの作成

予習（30分）:1～3番の歌詞を読み取り、動きをイメージしておく
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録。制作した１～３番の動きを憶える

5
・こどもと一緒に楽しめる『こどものうた』による音楽劇の作成と表現活動
(3)４～６番の歌詞・メロディの理解と動きの作成

予習（30分）:4～6番の歌詞を読み取り、動きをイメージしておく
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録。制作した４～６番の動きを憶える

3
・こどもと一緒に楽しめる『こどものうた』による音楽劇の作成と表現活動
(1)歌のストーリーの流れによる6つの場面についてディスカッションする

予習（30分）:ストーリーの流れを憶える
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

1
・ザイロフォーン、メタルフォーンを用い、長3和音、短3和音の響きと共に、詩集「のはらうた」の表現
活動
(3)短3和音を用いて、「のはらうた」より『あきのひ』の表現活動

2

・ザイロフォーン、メタルフォーン、鍵盤ハーモニカを用い、短3和音の響きと共に、詩集「のはらうた」
の
表現活動
(4)選択した「詩」を短3和音を用いて表現

予習（30分）:配布資料の「詩」を音読し、作品制作する「詩」を決める
復習（30分）:授業内容、及び気づき等の記録

年次／期間 2～4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

幼児教育や音楽療法の分野で応用されているリトミックは、無意識に身体が音楽に反応しているという特性を意識化し強化することにより、人間の内側にある何かを揺さ張り、覚醒させ、感性・感覚に刺激を与え
る。特に幼児期には知識が先行する前に行うことが、より効果を上げる。音楽の諸要素を応用し、幼児教育、保育の現場で、こども達と共にできる表現活動、また、こどもに喜び、楽しさを伝える音楽を媒体とした
様々な活動を「動き」「楽器」「歌」「ストーリー」を用いて研究し、「音色」「響き」に対する意識化を深め表現する。こども達と一緒に行える音楽活動を考え実践する。これらの活動を通して、仲間とのコミュニケー
ションを更に深め、ともに何かを作り上げ、達成感を体験する。

◎

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

多文化共生
コード 22EDU210

区分
（必修・選択）

授業科目名 リトミックⅣ 担当教員名 平島　美保

保育士課程

○

必修 選択 幼稚園教職課程

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

○

○

チェック欄

mhirashima@g.t-junshin.ac.jp

特になし。

その他の工夫

特になし。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

・動きやすい服装で臨むこと。ジーンズ、スカートは不可。原則として素足が望ましいが、底の薄いシューズでもよい。
・授業で配布したものや筆記用具は毎回持参すること。
・携帯電話は電源を切り、バッグ等に入れておくこと。

授業内容の課題毎に「体得したこと」「体感したこと」「気づいた点」を記録したものを提出し、教員はそれをフィードバックし、学生に返却する。

グループで行う「動き、表現」の作品、提出物、グループ活動における参加度(平常点)で評価する。
動き、表現活動作品　80％　、　提出物10％　、　平常点10％　　　 動き、表現活動作品の評価基準については、各作品制ごとに事前に提示する。

リトミック　Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを履修していること。

特になし。
必要に応じて資料を配布する。

必要に応じて授業内で紹介する。

ダルクローズリトミック指導者(ダルクローズ国際ライセンス指導免許保持)として専門分野において、幼児から音楽専門家へダルクローズメソッドの本質、知識を講義、実践する。
ダルクローズリトミック指導者養成のための指導をする。

授業実施期間中の出校日の授業終了後

2



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 保育所の保育を実際に実践し、保育所の社会的役割や機能について述べることができる。 〇

2 子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育について説明できる。 〇

3 学内での既習内容や保育実習Ｉ(保育所)での学修を踏まえ、子どもの保育及び保護者支援について説明できる。 〇

4 保育の計画や実践、記録や自己評価等の方法について、実践を通して実施する。 〇

5 保育士の業務内容、職業倫理について、実践に結びつけながら述べることができる。 〇

6 保育士としての自己の課題を明確にする。 〇

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

その他の工夫

・分からない点等は、巡回指導の際に質問し、解決する。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で質問し解決する。

実習園からの実習評価を基に、実習日誌への適正な記入、関係する提出物の適正な提出などによって総合的に評価する。但し、実習終了後、次のことを怠った場合、実習単位は認められない場合がある。
1.大学に対して実習日誌・報告書など必要な提出物を定められた期限に提出できなかった場合。
2.実習園に対して、必要な書類などの提出・受け取りができなかった場合。

保育士課程選択必修科目。並行して「保育実習II(事前事後指導)」あるいは「保育実習指導II」を受講すること。なお、「保育実習II」の履修登録は、実習実施年度の前期に行うこと。
「保育実習Ⅱ」の実施にあたっては、事前に「保育実習指導Ⅰ（保育所/児童福祉施設等）」「保育実習Ⅰ（保育所/児童福祉施設等）」の全ての単位が認定されていること。
GPAが1.5以上であること及び先修条件を満たしていること。
保育士課程の選択必修実習には「保育実習III」もあるが、前年度に実施する配当希望カードにしがたって履修すること。希望しなかった実習を登録した場合、原則として当該年度に実習は実施できないため注
意すること。
授業に臨む態度や提出物の提出状況、生活態度、健康状態が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。
保育実習Ⅱの実施要件については、学生便覧の「保育実習履修及び実施上の注意」にまとめられているので、必ず読み理解しておくこと。

・『実習の手引き』・日誌は必ず毎回持参すること。
・授業中に配布された資料も毎回持参すること。

厚生労働省『保育所保育指針解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
文部科学省『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館

特になし

火曜12:15～12:45

〇

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

1

保育士資格を取得する選択必修の実習として実施する。

1. 実習は原則として保育実習Ｉ（保育所）と同一の認可保育所において実施する。実習時 期及び
期間は以下の通りである。

2. 原則として、3年次の2月から3月に実習時間90時間以上(12日間)実施する。

3.　主として参加・責任実習形態で実施する。

4.　実習園の指導方針にしたがって、子育て支援の実際について学ぶ。

・保育者の仕事は、同僚や家庭、地域との連携など様々な人と関わるため、コミュニケーション力と
他者と協働する力が求められる仕事である。そのため、日頃から礼儀、言葉遣い
・態度に気をつけ、学校行事や課外活動などを通して、積極的に協働的な活動に参加しておくこと
が望ましい。

・健康管理を充分しておくこと（実習生としての活動に支障がある場合、実習に参加できないこともあ
る）。

〇 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

チェック欄

チェック欄

保育士課程選択必修の実習として、認可保育所で実習時間90時間以上(12日間)実施する。
「保育実習I(保育所・児童福祉施設等)」をふまえ、子どもの理解に基づく参加・部分実習、さらに半日や一日責任実習を目標としてクラス運営や保護者対応などのより実践的で専門性の高い実習を行う。さら
に、子育て支援の現場で要求される力を養うために、全期間を通じて保育所における保護者支援の実際についても学ぶ。

○

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態 2単位／集中／実習

〇 〇
コード 19NUR428

区分
（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修

授業科目名 保育実習II（保育所） 担当教員名 田中　路

選択幼稚園教職課程
必修

1



【教員連絡先】

【備考】

協力実習園での実習となる。「保育実習II(事前事後指導)」あるいは「保育実習指導II」の内容をふまえて実習に際しては次の点に注意すること。
1.保育実習には健康診断、細菌検査が必須である。「保育実習II(事前事後指導)」あるいは「保育実習指導II」の指導にしたがって、各自で各証明書を手配すること。その他、個人票など必要書類を定められた
期間に提出すること。
2.実習前に実習園でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーション内容については実習日誌の所定の欄に記載し、「実習園オリエンテーション報告書」を各実習担当者に提出すること。
3.実習期間中は実習園の実習方針にしたがって実習を行い、日々実習内容を実習日誌に整理し、指導者に提出すること。指導案などの提出が必要な場合は実習園の指示にしたがって遅延なく提出し指導を
受けること。
4.実習終了後はすみやかに礼状を送付し、実習園の指示にしたがって実習日誌などの提出、受け取りを確実に行うこと。

m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③ ④ ⑤

1 臨床心理学の概念について説明できる。 ○

2 心理療法の基本的な理論・実際について説明できる。 ○

3 心理学的援助の基本的態度について説明できる。 ○

4 自己理解から他者理解を深め、対象者の問題の背景を考えることができる。 ○

5 メンタルヘルスの不調についてその特徴を理解し、それぞれに適した対応の方法、注意点を説明できる。 ○

年次／期間

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

授業計画

担当教員名

7

1

授業外学修（予習・復習･課題等）

予習（10分）:前回の授業内容を確認する。
復習（30分）:授業資料を見て復習する。正しく対象者を理解する方法について考える。

授業科目名 臨床心理学 河田　幸子

コード 19PSY301
区分

（必修・選択）

2単位／30時間／講義

○

予習（30分）:シラバスに目を通し、臨床心理学のイメージをもつ。臨床心理学について調べる。
復習（10分）:授業資料を見て復習する。イメージと実際の違いについて考える。

2

予習（10分）:前回の授業内容を確認する。
復習（30分）:授業資料を見て復習する。自分の対人関係の持ち方のくせを考える。

予習（10分）:前回の授業内容を確認する。
復習（30分）授業資料を見て復習する。日常の中で起こっている共感と受容の関係について考える。

5
心をどのように理解するか
2.  対人関係のこと　　「どのように他者とうまく付き合うか」
（授業資料はパワーポイントで作成したもの、配布資料を活用します。）

4

3

人をケアする仕事は、自分を理解し、自分を大切にできないと本当の意味で相手をケアできない。
この科目では、臨床心理学の基礎及び、心理療法の基本から心理学的援助の視点（特に聴くことの意味・聴き方）を学び、自己理解から他者理解を深め、対象者の立場に立って考える力をつける。
さらに、メンタルヘルスの不調（精神疾患）の事例を通してその特徴の理解を深め、具体的な心理学的援助の実際を学び、看護に活かせる力を身につける。

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

3・4年次／前期

チェック欄

予習（60分）:前回の授業内容を確認し、心的外傷性ストレス障害について調べてくる。
復習（30分）:資料を確認し、さらに興味がある場合は図書館で調べる。

予習（60分）:前回の授業内容を確認し、癌など身体疾患のメンタルヘルス、うつ病について調べてくる。
復習（30分）:資料を確認し、さらに興味がある場合は図書館で調べる。

予習（30分）：前回の授業内容を確認し、悲嘆カウンセリングについて調べてくる。
復習（30分）：資料を確認し、さらに興味がある場合は図書館で調べる。

13

12

14
事例を通した疾患理解と心理学的援助５：大事な人を失くす（悲嘆カウンセリング）
【アセスメントワーク】（配布資料を配ります。）

心をどう捉えるか　（心理検査について）
３．アセスメント【正しく捉えるワーク】【心理検査の体験ワーク】
（授業資料はパワーポイントで作成したものを活用します。）

心をどのように理解するか
１．自分のこと　　「どのように自分とうまく付き合うか」
（授業資料はパワーポイントで作成したもの、配布資料を活用します。）

予習（10分）:前回の授業内容を確認する。
復習（30分）授業資料を見て復習する。自己理解を深め、自分の感情や行動を意識する。

◎

臨床心理学を援助に生かすために
１.心理学的ケアの力を知る、活かす。
２．自分を大切にするということ
（授業資料はパワーポイントで作成したものを活用します。）

11

予習（10分）:前回の授業内容を確認する。
復習（30分）:授業資料を見て復習する。さらに興味がある部分を図書館で調べる。

予習（10分）:前回の授業内容を確認する。
復習（60分）:授業内容を確認し、基礎心理学についてさらに興味がある場合は図書館で調べる。

15
予習（30分）：今までの授業内容を確認し、心理学的援助の知識を看護に役立てられる部分について考
える。
復習（30分）：授業資料を見て復習する。自分が取り入れられることを考える。

予習（60分）:前回の授業内容を確認し、不登校や引きこもりについて調べてくる。
復習（30分）:資料を確認し、さらに興味がある場合は図書館で調べる。

8

選択

どのように心の問題を解決していくか
１．受容と共感【共感のワーク】
（授業資料はパワーポイントで作成したものを活用します。）

どのように心の問題を解決していくか
２．人の悩みを聴く基本的構え　「語り」を聴くということ【傾聴のワーク】
（授業資料はパワーポイントで作成したもの、配布資料を活用します。）

どのように心の問題を解決していくか（代表的な心理療法を学ぶ）
３．  臨床に役立つ基礎心理学【心理療法の体験ワーク】
（授業資料はパワーポイントで作成したもの、配布資料を活用します。）

卒業必修 保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

予習（10分）:前回の授業内容を確認する。
復習（30分）:授業資料を見て復習する。自己肯定感について考える。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

単位／時間数／形態

臨床心理学とは
１．定義
２．歴史
（授業資料はパワーポイントで作成したものを活用します。）

心をどう捉えるか
１.　感情・行動・症状の意味を理解する。
２.　パーソナリティの理解【自分を知るワーク】
（授業資料はパワーポイントで作成したものを活用します。）

9

10

6

予習（60分）:前回の授業内容を確認し、発達障害について調べてくる。
復習（30分）:資料を確認し、さらに興味がある場合は図書館で調べる。
課題レポート（1500字程度）について授業でお伝えします。

どのように心の問題を解決していくか（代表的な心理療法を学ぶ）
４．代表的な心理療法【心理療法の体験ワーク】
（授業資料はパワーポイントで作成したものを活用します。）

事例を通した疾患理解と心理学的援助１：子どもの発達障害
【アセスメントワーク】（配布資料を配ります。）

事例を通した疾患理解と心理学的援助２：不登校・引きこもり（保護者の面接）
【アセスメントワーク】（配布資料を配ります。）

事例を通した疾病理解と心理学的援助３．心的外傷性ストレス障害（PTSD）
【アセスメントワーク】（配布資料を配ります。）

事例を通した疾患理解と心理学的援助４：癌の人のメンタルヘルス（うつ状態・うつ病）
【アセスメントワーク】（配布資料を配ります。）

予習（60分）:前回の授業内容を確認し、心理療法ついて調べてくる。
復習（30分）:資料を確認し、さらに興味がある場合は図書館で調べる。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL （課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

授業の小レポートや小テストは次の授業でフードバックをする。課題レポートは、指定期日までに提出　返却時にフィードバック。

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄 その他の工夫

○

授業内容についての質問やコメントは講義開始前もしくは終了後、教室で行う。

樫村通子著『こころを大切にする看護　燃え尽きをふせぐための臨床心理学』（日本評論社）2015
伊藤良子編著『臨床心理学‐全体的存在としての人間を理解する‐』（ミネルバ書房）2009

臨床心理士の経験をもとに、心理検査やカウンセリングに関する授業を行う。

特になし

使用しません。

課題：100％
小テスト・小レポート：60％・・・毎授業ごとに、小レポートか小テストを行い、提出。
課題レポート（小論文）：40％
　
合計：100％
【 ルーブリック評価の活用 (　無　) 】

・授業の始まりに心理療法内で活用されている技法の一つであるマインドフルネス体験やリ
ラクゼーション法の体験をする。
・授業内容のワークを沢山行い、体験を通して学ぶ機会を多く持つ。次の授業でフィード
バックし、
学びを深める。

②：反転授業 （知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

対人援助の仕事は燃え尽きやすい感情労働と言われています。自分を大切にしながら、相手がどのような体験をしているのか、その想像力をつけていくことが、心のケアに欠かせません。
そのために臨床心理学の基礎を学び、自己理解を通して他者理解を深めていく入口になればと思います。

　　　

skawada＠g.t.junshin.ac.jp

講義のパワーポイントを共有。
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ピアノ表現法Ⅰ〜Ⅳで学んだ基礎を活かし、表情豊かな演奏ができるようになる ○

2 声と伴奏のバランスに注意をはらいながら、子どもの歌の弾き歌いができるようになる ○

※自ら課題曲を選定する

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

田中　路

コード 19EDU302
区分

（必修・選択）
卒業必修

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

チェック欄

授業科目名 ピアノ表現法Ⅴ 担当教員名

年次／期間 3年次・4年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

選択

○

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

◎

幼児教育や保育の現場において、音楽を通して子どもと遊んだり、コミュニケーションをとったりする機会は多い。その際に教師や保育者に求められるのは、自分が演奏できるだけでなく、子どもの様子を見なが
ら演奏したり、音楽をリードしたりする能力である。この授業では、そういった実践的な力を養うことを目指し、ピアノの演奏、子どもの歌の歌唱、弾き歌いという三つの技能を磨いていく。本学の学位授与の方針の
うち、「「こども文化・保育・教育の専門的知識と技能」を身に着けるために、特に弾き歌いについては、教育現場で実際に多く歌われる楽曲を中心に、できるだけ多くのレパートリーを習得する。 ピアノ表現法Ⅳ
までは指定課題曲に従って学習に取り組んできたが、本授業以降は課題曲を自ら選び、演奏を身に付ける力も養っていく。個人及びグループレッスンを通して、弾き歌いの技術的な修得だけでなく、人前で演
奏する際の様々な表現方法の探求も目指していく。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1
オリエンテーション
子どもの歌の弾き歌い(1)：課題曲の選定

予習:６曲の課題曲を選定しておく（60分）
復習:課題曲aの譜読みを行う(60 分)

2 子どもの歌の弾き歌い(2):課題曲a(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲aのピアノ演奏の練習を行う（60分）

3 子どもの歌の弾き歌い(3):課題曲a(弾き歌い)
予習:課題曲aの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲aの弾き歌いができるようにする(60 分)

4 子どもの歌の弾き歌い(4):課題曲b(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲bのピアノ演奏の練習を行う（60分）

5 子どもの歌の弾き歌い(5):課題曲b(弾き歌い)
予習:課題曲bの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲bの弾き歌いができるようにする(60 分)

6 子どもの歌の弾き歌い(6):課題曲c(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲cのピアノ演奏の練習を行う（60分）

7 子どもの歌の弾き歌い(7):課題曲c(弾き歌い)
予習:課題曲cの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲cの弾き歌いができるようにする(60 分)

8 子どもの歌の弾き歌い(8):課題曲d(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲dのピアノ演奏の練習を行う（60分）

9 子どもの歌の弾き歌い(9):課題曲d(弾き歌い)
予習:課題曲dの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲dの弾き歌いができるようにする(60 分)

10 小テスト（他のクラスと合同）
予習:小テストの準備を行う（60分）
復習:小テストの振り返りを行なう(15 分)

11 子どもの歌の弾き歌い(10):課題曲e(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲eのピアノ演奏の練習を行う（60分）

12 子どもの歌歌の弾き歌い(11):課題曲e(弾き歌い)
予習:課題曲eの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲eの弾き歌いができるようにする(60 分)

13 子どもの歌の弾き歌い(12):課題曲f(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲ｆのピアノ演奏の練習を行う（60分）

その他の工夫

特になし
チェック欄

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

14 子どもの歌の弾き歌い(13):課題曲f(弾き歌い)
予習:課題曲fの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲fの弾き歌いができるようにする(60 分)

15 子どもの歌の弾き歌い(14):クラスごとの発表会
予習:発表会の準備を行う（60分）
復習：発表会の反省を行い、定期試験に向けて練習する(90 分)

各回の課題については次回授業時に教員がチェックを行う。
次回授業時までに課題曲を練習し、担当教員の指導を受けられるようにしておくこと。そのために毎日ピアノに向かい、練習を積んでおくこと。

定期試験(ピアノ実技試験)80%、予習・復習及び授業に臨む姿勢20%で評価する。第15回の授業終了までに課題曲が修了していない場合には失格となる。

ピアノ表現法Ⅳの単位が取得済であること。

平島美保、木村鈴代、小杉裕子編『こどものうた<簡易伴奏曲つき>』圭文社.
文部科学省『幼稚園教育要領』
厚生労働省『保育所保育指針』
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』

1



【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

火曜 12:15〜12:45

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

小テストの時期は全体の進度によって前後する場合がある。

小林真実編『保育実用書シリーズ こどものうた200』チャイルド本社.

特になし

特になし
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ピアノ表現法Ⅰ〜Ⅴの学習内容を活かし、表情豊かな演奏ができるようになる ○

2 声と伴奏のバランスに注意をはらいながら、子どもの歌の弾き歌いができるようになる ○

※自ら課題曲を選定する

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

田中　路

コード 19EDU303
区分

（必修・選択）
卒業必修

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

チェック欄

授業科目名 ピアノ表現法Ⅵ 担当教員名

年次／期間 3年次・4年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

選択

○

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

◎

幼児教育や保育の現場において、音楽を通して子どもと遊んだり、コミュニケーションをとったりする機会は多い。その際に教師や保育者に求められるのは、自分が演奏できるだけでなく、子どもの様子を見なが
ら演奏したり、音楽をリードしたりする能力である。この授業では、そういった実践的な力を養うことを目指し、ピアノの演奏、子どもの歌の歌唱、弾き歌いという三つの技能を磨いていく。本学の学位授与の方針の
うち、「「こども文化・保育・教育の専門的知識と技能」を身に着けるために、特に弾き歌いについては、教育現場で実際に多く歌われる楽曲を中心に、できるだけ多くのレパートリーを習得する。 本授業ではピア
ノ表現法Vまでの学習内容をふまえ、自らのウイークポイントを克服するために、自分自身で練習方法を工夫できるようになることを目指す。個人及びグループレッスンを通して、弾き歌いの技術的な修得だけで
なく、人前で演奏する際の様々な表現方法の探求も目指していく。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1
オリエンテーション
子どもの歌の弾き歌い(1)：課題曲の選定

予習:６曲の課題曲を選定しておく（60分）
復習:課題曲aの譜読みを行う(60 分)

2 子どもの歌の弾き歌い(2):課題曲a(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲aのピアノ演奏の練習を行う（60分）

3 子どもの歌の弾き歌い(3):課題曲a(弾き歌い)
予習:課題曲aの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲aの弾き歌いができるようにする(60 分)

4 子どもの歌の弾き歌い(4):課題曲b(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲bのピアノ演奏の練習を行う（60分）

5 子どもの歌の弾き歌い(5):課題曲b(弾き歌い)
予習:課題曲bの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲bの弾き歌いができるようにする(60 分)

6 子どもの歌の弾き歌い(6):課題曲c(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲cのピアノ演奏の練習を行う（60分）

7 子どもの歌の弾き歌い(7):課題曲c(弾き歌い)
予習:課題曲cの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲cの弾き歌いができるようにする(60 分)

8 子どもの歌の弾き歌い(8):課題曲d(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲dのピアノ演奏の練習を行う（60分）

9 子どもの歌の弾き歌い(9):課題曲d(弾き歌い)
予習:課題曲dの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲dの弾き歌いができるようにする(60 分)

10 小テスト（他のクラスと合同）
予習:小テストの準備を行う（60分）
復習:小テストの振り返りを行なう(15 分)

11 子どもの歌の弾き歌い(10):課題曲e(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲eのピアノ演奏の練習を行う（60分）

12 子どもの歌歌の弾き歌い(11):課題曲e(弾き歌い)
予習:課題曲eの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲eの弾き歌いができるようにする(60 分)

13 子どもの歌の弾き歌い(12):課題曲f(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲ｆのピアノ演奏の練習を行う（60分）

その他の工夫

特になし
チェック欄

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

14 子どもの歌の弾き歌い(13):課題曲f(弾き歌い)
予習:課題曲fの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲fの弾き歌いができるようにする(60 分)

15 子どもの歌の弾き歌い(14):クラスごとの発表会
予習:発表会の準備を行う（60分）
復習：発表会の反省を行い、定期試験に向けて練習する(90 分)

各回の課題については次回授業時に教員がチェックを行う。
次回授業時までに課題曲を練習し、担当教員の指導を受けられるようにしておくこと。そのために毎日ピアノに向かい、練習を積んでおくこと。

定期試験(ピアノ実技試験)80%、予習・復習及び授業に臨む姿勢20%で評価する。第15回の授業終了までに課題曲が修了していない場合には失格となる。

ピアノ表現法Ⅴの単位が取得済であること。

1



【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

火曜 12:15〜12:45

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

小テストの時期は全体の進度によって前後する場合がある。

平島美保、木村鈴代、小杉裕子編『こどものうた<簡易伴奏曲つき>』圭文社.
文部科学省『幼稚園教育要領』
厚生労働省『保育所保育指針』
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』

小林真実編『保育実用書シリーズ こどものうた200』チャイルド本社.

特になし

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ピアノ表現法Ⅰ〜Ⅵの学習内容を活かし、表情豊かな演奏ができるようになる ○

2 声と伴奏のバランスに注意をはらいながら、子どもの歌の弾き歌いができるようになる ○

※自ら課題曲を選定する

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

各回の課題については次回授業時に教員がチェックを行う。
次回授業時までに課題曲を練習し、担当教員の指導を受けられるようにしておくこと。そのために毎日ピアノに向かい、練習を積んでおくこと。

定期試験(ピアノ実技試験)80%、予習・復習及び授業に臨む姿勢20%で評価する。第15回の授業終了までに課題曲が修了していない場合には失格となる。

その他の工夫チェック欄

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

14 子どもの歌の弾き歌い(13):課題曲f(弾き歌い)
予習:課題曲fの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲fの弾き歌いができるようにする(60 分)

15 子どもの歌の弾き歌い(14):クラスごとの発表会
予習:発表会の準備を行う（60分）
復習：発表会の反省を行い、定期試験に向けて練習する(90 分)

12 子どもの歌歌の弾き歌い(11):課題曲e(弾き歌い)
予習:課題曲eの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲eの弾き歌いができるようにする(60 分)

13 子どもの歌の弾き歌い(12):課題曲f(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲ｆのピアノ演奏の練習を行う（60分）

10 小テスト（他のクラスと合同）
予習:小テストの準備を行う（60分）
復習:小テストの振り返りを行なう(15 分)

11 子どもの歌の弾き歌い(10):課題曲e(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲eのピアノ演奏の練習を行う（60分）

8 子どもの歌の弾き歌い(8):課題曲d(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲dのピアノ演奏の練習を行う（60分）

9 子どもの歌の弾き歌い(9):課題曲d(弾き歌い)
予習:課題曲dの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲dの弾き歌いができるようにする(60 分)

6 子どもの歌の弾き歌い(6):課題曲c(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲cのピアノ演奏の練習を行う（60分）

7 子どもの歌の弾き歌い(7):課題曲c(弾き歌い)
予習:課題曲cの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲cの弾き歌いができるようにする(60 分)

4 子どもの歌の弾き歌い(4):課題曲b(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲bのピアノ演奏の練習を行う（60分）

5 子どもの歌の弾き歌い(5):課題曲b(弾き歌い)
予習:課題曲bの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲bの弾き歌いができるようにする(60 分)

2 子どもの歌の弾き歌い(2):課題曲a(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲aのピアノ演奏の練習を行う（60分）

3 子どもの歌の弾き歌い(3):課題曲a(弾き歌い)
予習:課題曲aの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲aの弾き歌いができるようにする(60 分)

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1
オリエンテーション
子どもの歌の弾き歌い(1)：課題曲の選定

予習:課題曲を選定しておく（60分）
復習:課題曲aの譜読みを行う(60 分)

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

◎

幼児教育や保育の現場において、音楽を通して子どもと遊んだり、コミュニケーションをとったりする機会は多い。その際に教師や保育者に求められるのは、自分が演奏できるだけでなく、子どもの様子を見なが
ら演奏したり、音楽をリードしたりする能力である。この授業では、そういった実践的な力を養うことを目指し、ピアノの演奏、子どもの歌の歌唱、弾き歌いという三つの技能を磨いていく。本学の学位授与の方針の
うち、「「こども文化・保育・教育の専門的知識と技能」を身に着けるために、特に弾き歌いについては、教育現場で実際に多く歌われる楽曲を中心に、できるだけ多くのレパートリーを習得する。 本授業ではピア
ノ表現法Ⅵまでの学習内容をふまえ、自らのウイークポイントを克服するために、自分自身で練習方法を工夫できるようになることを目指す。個人及びグループレッスンを通して、弾き歌いの技術的な修得だけで
なく、人前で演奏する際の様々な表現方法の探求も目指していく。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

1単位／30時間／演習

選択

○

チェック欄

授業科目名 ピアノ表現法Ⅶ 担当教員名

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態

田中　路

コード 19EDU304
区分

（必修・選択）
卒業必修

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

火曜 12:15〜12:45

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

小テストの時期は全体の進度によって前後する場合がある。

ピアノ表現法Ⅵの単位が取得済であること。

平島美保、木村鈴代、小杉裕子編『こどものうた<簡易伴奏曲つき>』圭文社.
文部科学省『幼稚園教育要領』
厚生労働省『保育所保育指針』
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』

小林真実編『保育実用書シリーズ こどものうた200』チャイルド本社.

特になし

特になし

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ピアノ表現法Ⅰ〜Ⅶの学習内容を活かし、表情豊かな演奏ができるようになる ○

2 声と伴奏のバランスに注意をはらいながら、子どもの歌の弾き歌いができるようになる ○

※自ら課題曲を選定し、できるだけ多くの子どもの歌を弾き歌いできるようにする
※暗譜で演奏できるようにすること

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

各回の課題については次回授業時に教員がチェックを行う。
次回授業時までに課題曲を練習し、担当教員の指導を受けられるようにしておくこと。そのために毎日ピアノに向かい、練習を積んでおくこと。

定期試験(ピアノ実技試験)80%、予習・復習及び授業に臨む姿勢20%で評価する。第15回の授業終了までに課題曲が修了していない場合には失格となる。

その他の工夫

特になし
チェック欄

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

14 子どもの歌の弾き歌い(13):課題曲f(弾き歌い)
予習:課題曲fの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲fの弾き歌いができるようにする(60 分)

15 子どもの歌の弾き歌い(14):クラスごとの発表会
予習:発表会の準備を行う（60分）
復習：発表会の反省を行い、定期試験に向けて練習する(90 分)

12 子どもの歌歌の弾き歌い(11):課題曲e(弾き歌い)
予習:課題曲eの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲eの弾き歌いができるようにする(60 分)

13 子どもの歌の弾き歌い(12):課題曲f(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲ｆのピアノ演奏の練習を行う（60分）

10 小テスト（他のクラスと合同）
予習:小テストの準備を行う（60分）
復習:小テストの振り返りを行なう(15 分)

11 子どもの歌の弾き歌い(10):課題曲e(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲eのピアノ演奏の練習を行う（60分）

8 子どもの歌の弾き歌い(8):課題曲d(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲dのピアノ演奏の練習を行う（60分）

9 子どもの歌の弾き歌い(9):課題曲d(弾き歌い)
予習:課題曲dの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲dの弾き歌いができるようにする(60 分)

6 子どもの歌の弾き歌い(6):課題曲c(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲cのピアノ演奏の練習を行う（60分）

7 子どもの歌の弾き歌い(7):課題曲c(弾き歌い)
予習:課題曲cの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲cの弾き歌いができるようにする(60 分)

4 子どもの歌の弾き歌い(4):課題曲b(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲bのピアノ演奏の練習を行う（60分）

5 子どもの歌の弾き歌い(5):課題曲b(弾き歌い)
予習:課題曲bの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲bの弾き歌いができるようにする(60 分)

2 子どもの歌の弾き歌い(2):課題曲a(ピアノ演奏) 予習・復習:課題曲aのピアノ演奏の練習を行う（60分）

3 子どもの歌の弾き歌い(3):課題曲a(弾き歌い)
予習:課題曲aの歌唱を練習する（60分）
復習:課題曲aの弾き歌いができるようにする(60 分)

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

1
オリエンテーション
子どもの歌の弾き歌い(1)：課題曲の選定

予習:課題曲を選定しておく（60分）
復習:課題曲aの譜読みを行う(60 分)

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】
ディプロマ・ポリシー

○

幼児教育や保育の現場において、音楽を通して子どもと遊んだり、コミュニケーションをとったりする機会は多い。その際に教師や保育者に求められるのは、自分が演奏できるだけでなく、子どもの様子を見なが
ら演奏したり、音楽をリードしたりする能力である。この授業では、そういった実践的な力を養うことを目指し、ピアノの演奏、子どもの歌の歌唱、弾き歌いという三つの技能を磨いていく。本学の学位授与の方針の
うち、「「こども文化・保育・教育の専門的知識と技能」を身に着けるために、特に弾き歌いについては、教育現場で実際に多く歌われる楽曲を中心に、できるだけ多くのレパートリーを習得する。 本授業ではピア
ノ表現法Ⅶまでの学習内容をふまえ、子ども達が歌いやすい演奏法や伴奏法を探究し、表情豊かに弾き歌いできるようになることを目指す。個人及びグループレッスンを通して、弾き歌いの技術的な修得だけ
でなく、人前で演奏する際の様々な表現方法の探求も目指していく。

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

１単位/30時間/演習

選択

○

チェック欄

授業科目名 ピアノ表現法Ⅷ 担当教員名

年次／期間 ４年次／後期 単位／時間数／形態

田中　路

コード 19EDU305
区分

（必修・選択）
卒業必修

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

火曜 12:15〜12:45

田中 m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

小テストの時期は全体の進度によって前後する場合がある。

ピアノ表現法Ⅶの単位が取得済であること。

平島美保、木村鈴代、小杉裕子編『こどものうた<簡易伴奏曲つき>』圭文社.
文部科学省『幼稚園教育要領』
厚生労働省『保育所保育指針』
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領』

小林真実編『保育実用書シリーズ こどものうた200』チャイルド本社.

特になし

特になし

2



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③
1 ○

2 ○

3 ○

4

5

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション

⑥：実習・フィールドワーク

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【担当教員の実務経験】

【備考】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

・実習施設からのご協力のもとで実習させて頂いていることを常に意識すること。「保育実習指導Ⅰ（施設）の内容を踏まえて実習に際しては次の点に注意すること。
1）保育実習には健康診断、細菌検査が必須である。「保育実習指導Ⅰ」の指導に従って、各自で各証明書を手配すること。その他、個人票など必要書類を定められた期間に提出すること。
2）実習前に実習施設でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーションの内容については実習日誌の所定の欄に記載し、「実習園オリエンテーション報告書」を実習指導センターに提出すること。
3）実習期間中は実習施設の実習方針に従って実習を行い、日々実習内容を実習日誌に整理し、指導者に提出すること。指導案などの提出が必要な場合は実習施設の指示に従って遅延なく提出し指導を受
けること。
4）実習終了後は速やかに礼状を送付し、実習施設の指示に従って実習日誌などの提出、受け取りを確実に行うこと。

実習施設からの実習評価をもとに、実習日誌への適正な記入、関係する提出物の適正な提出などによって総合的に評価する。

・保育士課程選択必修科目。
・「保育実習指導Ⅰ（施設）を受講すること。
・保育実習Ⅰの履修登録は、実習実施年度の始めに行うこと。
・授業に臨む姿勢や生活態度が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。

適宜プリントを配布する。

適宜提示する。

　本科目は、保育士課程必修の実習として、保育所を除く児童福祉施設等において12日間の実習を実施する。事前の保育実習指導Ⅰ（施設）における学修を踏まえて、施設の種別及び形態に応じた目標及び
計画を立て、日々の実習に臨む。1日の実習終了後は、担当職員との振り返りの機会を設けていただき、自己の課題を導出した上で実習日誌を記録していく。実習日誌の記録等を通じた自身の客観的評価を
踏まえて、次の目標及び計画を立てて実習に臨む。上述した一連の取り組みを積み重ねていき、施設保育士の役割や実習先の機能等の理解を深める。

・巡回指導の際に学生から聞かれた質問に対しては、即時に回答及び助言を加える。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で指導する。

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

1

・保育士資格を習得する選択必修の実習として実施する。
・実習は児童福祉法に定められた保育所以外の社会福祉関連施設において実施する。
・原則として、3年次の8月～9月に12日間（実実習時間90時間以上）実施する。
・主として観察・参加実習形態で実施する。

・すべての学外学習に共通するが、平常の授業への取り組み、学校行事や課外活動などに積極的
に参加しておくこと。
・保育者をはじめとする子ども支援の仕事は、同僚やご家庭との連携、協働活動が要求される。日
頃から、礼儀、言葉遣いに心がけるとともに、協働での活動の機会などを通して、自らを律し挑戦す
る実践の機会となることが期待される。

　児童福祉施設等の社会的役割や機能について説明することができる。

 観察及び利用者との関わりを通じて利用者の理解を深めることができる。

 保育士の業務内容や職業倫理について述べることができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

年次／期間 3年次/集中 単位／時間数／形態 2単位/90時間/実習

チェック欄

○

授業科目名 保育実習Ⅰ（施設） 担当教員名 田尻真理子

コード 19NUR426
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

選択

○ ○



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③
1 ○

2 ○

3 ○

4

5

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

選択

○ ○

授業科目名 保育実習Ⅰ（施設） 担当教員名 田尻真理子

コード 19NUR426
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修
幼稚園教職課程

必修

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

年次／期間 3年次/集中 単位／時間数／形態 2単位/90時間/実習

チェック欄

○

1

・保育士資格を習得する選択必修の実習として実施する。
・実習は児童福祉法に定められた保育所以外の社会福祉関連施設において実施する。
・原則として、3年次の8月～9月に12日間（実実習時間90時間以上）実施する。
・主として観察・参加実習形態で実施する。

・すべての学外学習に共通するが、平常の授業への取り組み、学校行事や課外活動などに積極的
に参加しておくこと。
・保育者をはじめとする子ども支援の仕事は、同僚やご家庭との連携、協働活動が要求される。日
頃から、礼儀、言葉遣いに心がけるとともに、協働での活動の機会などを通して、自らを律し挑戦す
る実践の機会となることが期待される。

　児童福祉施設等の社会的役割や機能について説明することができる。

 観察及び利用者との関わりを通じて利用者の理解を深めることができる。

 保育士の業務内容や職業倫理について述べることができる。

授業計画

　本科目は、保育士課程必修の実習として、保育所を除く児童福祉施設等において12日間の実習を実施する。事前の保育実習指導Ⅰ（施設）における学修を踏まえて、施設の種別及び形態に応じた目標及び
計画を立て、日々の実習に臨む。1日の実習終了後は、担当職員との振り返りの機会を設けていただき、自己の課題を導出した上で実習日誌を記録していく。実習日誌の記録等を通じた自身の客観的評価を
踏まえて、次の目標及び計画を立てて実習に臨む。上述した一連の取り組みを積み重ねていき、施設保育士の役割や実習先の機能等の理解を深める。

・巡回指導の際に学生から聞かれた質問に対しては、即時に回答及び助言を加える。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で指導する。

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

・実習施設からのご協力のもとで実習させて頂いていることを常に意識すること。「保育実習指導Ⅰ（施設）の内容を踏まえて実習に際しては次の点に注意すること。
1）保育実習には健康診断、細菌検査が必須である。「保育実習指導Ⅰ」の指導に従って、各自で各証明書を手配すること。その他、個人票など必要書類を定められた期間に提出すること。
2）実習前に実習施設でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーションの内容については実習日誌の所定の欄に記載し、「実習園オリエンテーション報告書」を実習指導センターに提出すること。
3）実習期間中は実習施設の実習方針に従って実習を行い、日々実習内容を実習日誌に整理し、指導者に提出すること。指導案などの提出が必要な場合は実習施設の指示に従って遅延なく提出し指導を受
けること。
4）実習終了後は速やかに礼状を送付し、実習施設の指示に従って実習日誌などの提出、受け取りを確実に行うこと。

実習施設からの実習評価をもとに、実習日誌への適正な記入、関係する提出物の適正な提出などによって総合的に評価する。

・保育士課程選択必修科目。
・「保育実習指導Ⅰ（施設）を受講すること。
・保育実習Ⅰの履修登録は、実習実施年度の始めに行うこと。
・授業に臨む姿勢や生活態度が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

・映像資料の視聴

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

15 実習事後指導２　実習報告
予習（30分）:報告書作成に向けた準備をする。
復習（30分）:これまでの取り組みを振り返り、今後の課題を整理する。

チェック欄 その他の工夫

実習目標、日誌など提出書類等の添削指導・評価を、授業時間内に解説、個別指導などし、フィードバックする。

課題の提出状況（個人票・授業時に出される課題等）： 50%
本授業の参加態度： 50%

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

○

14 実習事後指導１　実習の総括と自己評価
予習（30分）:実習終了後に記入する書類を作成する。
復習（30分）:各自の実習を振り返り、まとめておく。

12 実習施設でのオリエンテーションとプライバシーの保護と守備義務について
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

8 実習目標の明確化
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

9 職務内容の理解・職責について理解
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

10 実習日誌の書き方①
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

11 実習日誌の書き方②
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

13 実習に向けての最終確認
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

4 養護系施設について基礎学習
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

5 障害系施設について基礎学習
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

6 養護系施設における施設実習の実際
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

7 障害児・者施設における施設実習の実際
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

2 「保育実習１（施設）」の目的と概要
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

3 実習中のマナーと心構えなど施設実習中の留意事項について
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

1 オリエンテーション
予習（30分）：実習の手引きを読んでおく
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

卒業必修

○ ○

実習の計画・実践・観察・記録・評価の方法や内容について具体的に理解して実習を行うことができる。

保育実習の意義・目的を理解して実習を行うことができる。

実習の内容を理解し、自らの実習の課題を明確にして実習を行うことができる。

実習施設における子どもの人権と最善の利益の考慮、プライバシーの保護と守秘義務等について理解して実習を行うことができる。 

年次／期間 3年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、今後の学習に向けた課題や目標を明確にすることができる。

ディプロマ・ポリシー

◎

　保育実習指導Ⅰ（施設）では、保育実習Ⅰ（施設）に向けて必要な事前事後指導を行う。保育実習Ⅰ（施設）は、保育所以外の児童福祉施設等での実習をする科目として位置付けているため、事前に様々な
種別の施設があることを理解し、自身の施設のみならず、他の施設の機能や多様な専門性を持つ職員についても理解を深めていく。
　具体的な内容として、事前指導ではこれまでの学修を踏まえ、実習に必要な心構えや知識・技能について学ぶ。さらに、実習を行うにあたって必要な学習内容や課題を明確にする。事後指導では、個人及び
グループでの振り返りを通して、実習で学んだことを共有し、利用者のニーズや児童福祉施設等の役割についての理解を深める。さらに、施設保育士としての職業倫理や子どもの最善の利益について考えを深
める。

チェック欄

授業科目名 保育実習指導Ⅰ（施設） 担当教員名 朴　美京

幼稚園教職課程
必修 選択

保育士課程
必修コード 19NUR427

区分
（必修・選択）

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

park.mikyung@g.t-junshin.ac.jp

・授業時に適宜紹介する。

授業後に行う

特になし

・保育士資格を取得するためには必修である。「保育実習Ⅰ」を履修する者は本科目も必ず履修しなければならない。
・授業の欠席は実習や資格取得に対する意欲の著しい欠如と判断し、実習への参加を認めない事由となるので、あらかじめ留意して受講してほしい。

特になし。

（１）実務期間
2000年9月〜2003年6月
（２）所属機関
砂町友愛園児童養護施設
（３）実務内容
児童指導員として、2歳半から18歳までの親元を離れて施設で暮らす子どもに対して、生活全般を支援する。
自立して生活を送るためにサポートをし、学校や児童相談所など関係機関との連絡調整や、保護者との面接、自立支援計画作成などを担当した。

2



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 保育所の保育を実際に実践し、保育所の社会的役割や機能について述べることができる。 〇

2 子どもの観察や関わりの視点を明確にすることを通して、保育について説明できる。 〇

3 学内での既習内容や保育実習Ｉ(保育所)での学修を踏まえ、子どもの保育及び保護者支援について説明できる。 〇

4 保育の計画や実践、記録や自己評価等の方法について、実践を通して実施する。 〇

5 保育士の業務内容、職業倫理について、実践に結びつけながら述べることができる。 〇

6 保育士としての自己の課題を明確にする。 〇

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

その他の工夫

・分からない点等は、巡回指導の際に質問し、解決する。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で質問し解決する。

実習園からの実習評価を基に、実習日誌への適正な記入、関係する提出物の適正な提出などによって総合的に評価する。但し、実習終了後、次のことを怠った場合、実習単位は認められない場合がある。
1.大学に対して実習日誌・報告書など必要な提出物を定められた期限に提出できなかった場合。
2.実習園に対して、必要な書類などの提出・受け取りができなかった場合。

保育士課程選択必修科目。並行して「保育実習II(事前事後指導)」あるいは「保育実習指導II」を受講すること。なお、「保育実習II」の履修登録は、実習実施年度の前期に行うこと。
「保育実習Ⅱ」の実施にあたっては、事前に「保育実習指導Ⅰ（保育所/児童福祉施設等）」「保育実習Ⅰ（保育所/児童福祉施設等）」の全ての単位が認定されていること。
GPAが1.5以上であること及び先修条件を満たしていること。
保育士課程の選択必修実習には「保育実習III」もあるが、前年度に実施する配当希望カードにしがたって履修すること。希望しなかった実習を登録した場合、原則として当該年度に実習は実施できないため注
意すること。
授業に臨む態度や提出物の提出状況、生活態度、健康状態が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。
保育実習Ⅱの実施要件については、学生便覧の「保育実習履修及び実施上の注意」にまとめられているので、必ず読み理解しておくこと。

・『実習の手引き』・日誌は必ず毎回持参すること。
・授業中に配布された資料も毎回持参すること。

厚生労働省『保育所保育指針解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
文部科学省『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館

特になし

火曜12:15～12:45

〇

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

1

保育士資格を取得する選択必修の実習として実施する。

1. 実習は原則として保育実習Ｉ（保育所）と同一の認可保育所において実施する。実習時 期及び
期間は以下の通りである。

2. 原則として、3年次の2月から3月に実習時間90時間以上(12日間)実施する。

3.　主として参加・責任実習形態で実施する。

4.　実習園の指導方針にしたがって、子育て支援の実際について学ぶ。

・保育者の仕事は、同僚や家庭、地域との連携など様々な人と関わるため、コミュニケーション力と
他者と協働する力が求められる仕事である。そのため、日頃から礼儀、言葉遣い
・態度に気をつけ、学校行事や課外活動などを通して、積極的に協働的な活動に参加しておくこと
が望ましい。

・健康管理を充分しておくこと（実習生としての活動に支障がある場合、実習に参加できないこともあ
る）。

〇 特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

チェック欄

チェック欄

保育士課程選択必修の実習として、認可保育所で実習時間90時間以上(12日間)実施する。
「保育実習I(保育所・児童福祉施設等)」をふまえ、子どもの理解に基づく参加・部分実習、さらに半日や一日責任実習を目標としてクラス運営や保護者対応などのより実践的で専門性の高い実習を行う。さら
に、子育て支援の現場で要求される力を養うために、全期間を通じて保育所における保護者支援の実際についても学ぶ。

○

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態 2単位／集中／実習

〇 〇
コード 19NUR428

区分
（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修

授業科目名 保育実習II（保育所） 担当教員名 田中　路

選択幼稚園教職課程
必修

1



【教員連絡先】

【備考】

協力実習園での実習となる。「保育実習II(事前事後指導)」あるいは「保育実習指導II」の内容をふまえて実習に際しては次の点に注意すること。
1.保育実習には健康診断、細菌検査が必須である。「保育実習II(事前事後指導)」あるいは「保育実習指導II」の指導にしたがって、各自で各証明書を手配すること。その他、個人票など必要書類を定められた
期間に提出すること。
2.実習前に実習園でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーション内容については実習日誌の所定の欄に記載し、「実習園オリエンテーション報告書」を各実習担当者に提出すること。
3.実習期間中は実習園の実習方針にしたがって実習を行い、日々実習内容を実習日誌に整理し、指導者に提出すること。指導案などの提出が必要な場合は実習園の指示にしたがって遅延なく提出し指導を
受けること。
4.実習終了後はすみやかに礼状を送付し、実習園の指示にしたがって実習日誌などの提出、受け取りを確実に行うこと。

m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

2



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 「保育実習II」での学修内容や課題を明確にする。 〇

2 これまでの学修や保育教材研究や指導計画の立案と実施を通して、保育実践力の向上を目指す。 〇

3 保育の質の向上のための方法について、実践を通して培う。 〇

4 実習の振り返りを通して、保育に対する課題（多文化の子ども等）や認識を明確にする。 〇

5 保育士に求められる資質や役割、専門性や職業倫理について説明することができる。 〇

【授業計画】

15
実習事後指導について
3月に実習Ⅱの面談をする

予習（30分）:実習報告書・実習時間記録表・自己評価表についてまとめておく。
事後指導への準備について確認をする。

12 各自の制作を発表する
予習（30分）:制作を発表するための準備をする。
復習（20分）:発表についての感想や良いところ、改善をするところ等コメントをまとめる。

13
オリエンテーション報告書について
実習前に気をつけること、実習中に気をつけること等

予習（30分）:手引き14・23頁をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておくこ
と。
復習（20分）:実習先の地図を調べておく。

14 指導案・チェックリストの確認
予習（30分）:手引き15頁～21頁をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておく
こと。
復習（20分）:お礼状・園への挨拶・実習日誌の受け取りについて確認をする。

10
・保育教材制作①
　各自作成する教材を決め制作に取り掛かる
・実習先一覧表配布

予習（30分）:関連する参考書等をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておく
こと。
復習（20分）:必要な材料を準備する。

11 保育教材制作②
予習（30分）:関連する参考書等をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておく
こと。
復習（20分）:保育教材としての活用の意味や方法についてまとめる。

8
指導計画の立案と実施①
指導案作成
（責任実習・部分実習）

予習（30分）:授業時に配布したプリントをよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べ
ておくこと。
復習（20分）:これまでの学習や保育教材研究や指導計画の立案と実施を通して、保育実践力の向
上を目指す。

9
指導計画あるいは援助計画の立案と実施②
指導案作成
（責任実習・部分実習）

予習（30分）:授業時に配布したプリントをよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べ
ておくこと。
復習（20分）:指導案は誤字・脱字がないか読み返し、清書をする。

6
実習日誌の書き方について②
・実際に日誌に書き込んでみる。

予習（30分）:授業時に配布したプリントをよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べ
ておくこと。（2時間）  振込用紙配布
復習（20分）:指導計画あるいは援助計画の立案について調べる。

7 講師来校　「実践で使える手遊びを知ろう！」
予習（30分）:手遊びについて調べておく。
復習（20分）:覚えた手遊びは何度も繰り返して実践してみる。

4
個人票について
・個人票用写真について
・個人票（保）の下書き

予習（30分）:手引き10・11頁をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておくこ
と。
個人票配布（練習用） 写真の確認をするので写真を持参すること
復習（20分）:　個人票（練習用）が出来上がっていない場合は完成させてくる。

5
実習日誌の書き方について①
・以後常時持参する
・実習先保育所の調べ学習

予習（30分）:授業時に配布したプリントをよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べ
ておくこと。
復習（20分）:実習先について調べる。

予習（30分）:手引き9頁までよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておくこと。
復習（20分）:保育所に関する理解を深める。
　　　　　　 　　講話に関するレポート

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

3
各自の実習課題の明確化
保育実習Ⅱのねらいと方法、学習内容・目標の設定

予習（30分）:手引き4頁をよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておくこと。
復習（20分）:実習の振り返りを通して、保育に対する課題や認識を明確にする。

授業科目名 保育実習指導II（保育所） 担当教員名 小川 清美　　　田中 路　  

コード 19NUR429
区分

（必修・選択） 〇

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／15時間／演習

卒業必修

〇

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

主体的に心理を探究する姿勢を身に着け、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身に着ける。

チェック欄

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身に着け、地域社会において主体的に貢献することができる。○

授業計画

「保育実習II（保育士課程選択必修・保育所実習）」は、「保育実習I（保育所）」の経験をふまえ、参加・責任実習を中心としたより専門性の高い実習となる。
したがって本授業では、「保育実習II」に参加するために必要な心構えや知識、技術の整理を行い、現場での実践的な学びを深めるための事前事後指導を行う。　事前指導では、子どもの実態に即した保育の
展開に向けた学修や保護者支援など、より実践的な学修を行う。事後指導では、個人及びグループで行う実習の振り返りを通して、多様な保育や養護のあり方を学び、自らの保育を省察し、将来の保育現場で
の実践に備える。

1
実習の意義と目的及び内容、学外実習の諸手続き
個々の子どもに応じた関わり方、地域や家庭との連携のあり方、子どもの最善の利益・保育士の職
業倫理の理解など

予習（30分）:手引き1～3頁までよく読んで理解を深めておく。不明な語句については調べておくこ
と。
復習（20分）:保育実習II」での学習内容や課題を明確にする。

2

看護学部教員による感染症の講話
保育所に関する理解を深める
子どもの個人差の理解とそれに応じた関わり
地域社会の中での機能と役割の理解

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

・選択必修の実習である「保育実習II」は、基本的に保育士課程における最終の実習である。実践者としての力を身につけるための実習であることを自覚し、事前事後指導において次の点に注意して臨むこと。
・「保育士資格」取得を強く希望し、将来保育者を目指す強い意志を持ち、よりよい子育て支援者になるための努力を怠らない学生のみが受講できる。
・学内で行う指導ではあるが、常に学外の実習を意識し、子どもと関わることを想定しながら受講すること。演習においては、各自を磨く場と心得、積極的に参加するように努めること。
・事後の振り返りは、各自の実習体験報告をもとに展開する。実習を単なる経験として終わらせるのではなく、実践力として確実な力にするためにも事後の振り返りをしっかりと行うことが期待される。
・事後指導は、保育実習Ⅱの実施時期との関係で、3月中に15回目を行うことを承知しておくこと。

・保育所などでのボランティアに積極的に参加し、子どもへの理解を深めること。(長期休業期間等に1日以上)
・実習日誌、指導計画等の課題、責任実習の準備に取り組む。
・『実習の手引き』・日誌は必ず熟読する。
・授業中に配布された資料は読み直す。
・『保育所保育指針解説』を毎回熟考しておくこと。不明な語句については関連する本で調べておく。

評価には、「保育実習II」の実施が必要である。その上で、授業への参加態度（議論・発表・教材制作等の取り組み）が80％、必要書類の提出20％を総合して評価する。
なお、大学に対して実習日誌・報告書など必要な提出物を定められた期限に提出できなかった場合、実習延期や実習単位が認められない場合もある。

・保育士課程必修である。保育実習Ⅱを履修する場合には必ずこの実習指導を受講しなければならない。
・保育実習Ⅰ（保育所/児童養護施設等）及び保育実習指導Ⅰ（保育所/児童養護施設等）を履修済みであること。
・GPAが1.5以上であること及び先修条件を満たしていること。
・学外学習のための事前事後指導という性格上、出席状況が良好でない（出席率85％以上でない）時は、実習を許可しない場合がある。
・3年次前期に履修登録すること。

・『実習の手引き』
・授業時に必要に応じてプリントを配布する。ファイルにて各自管理し、授業及び実習に役立てること。

水曜 12:10～13:00

文部科学省『幼稚園教育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
厚生労働省『保育所保育指針解説〈平成30年3月〉』フレーベル館
内閣府・文部科学省・厚生労働省『幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説〈平成30年3月〉』フレーベル館

特になし

〇

チェック欄 その他の工夫

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

〇 ・演習場面においては、子どものビデオ教材を活用して記録の作成やグループワーク
等を
実施する。

・学生の立案した指導案等においては、学生同士が共有できる方法としてGoogleドラ
イブを活用して可視化・共有する。

・看護学部教員による感染症の講話
（新型コロナ感染症等ウイルス対策）

〇

〇

〇

特になし

フィードバックは次回の講義で行うので答えられるよ
うにしておくこと。
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現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション

⑥：実習・フィールドワーク

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【備考】

特になし

1

19NUR430

特になし

○

　保育士課程選択必修であり、保育所以外の社会福祉関連施設（児童養護施設、乳児院、児童発達支援事業所、障害者支援施設、児童館など）で行う実習である。期間は12日間（実実習時間90時間）であ
る。保育実習Ⅰ（施設）の経験及び自己の課題を踏まえ、子どもの理解に基づく参加・部分実習を通して、より実践的で専門性の高い実習を行う。

・巡回指導の際に学生から聞かれた質問に対しては、即時に回答及び助言を加える。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で指導する。

チェック欄 その他の工夫

保育実習Ⅲ（施設） 担当教員名

区分
（必修・選択）

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

○

チェック欄

田尻真理子

コード

　児童福祉施設（保育所以外）、その他社会福祉施設の養護を実際に実践し、保育士として必要な資質・能力・技術を習得することができる。

　家庭と地域の生活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を養うとともに、子育てを支援するために必要とされる能力を養うことができる。

授業科目名

選択

○

卒業必修

3年次/集中 単位／時間数／形態

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

・保育士資格を習得する選択必修の実習として実施する。
・実習は児童福祉法に定められた保育所以外の社会福祉関連施設において実施する。
・原則として、3年次の2月に12日間（実実習時間90時間以上）実施する。
・主として参加・責任実習形態で実施する。

・すべての学外学習に共通するが、平常の授業への取り組み、学校行事や課外活動などに積極的
に参加しておくこと。
・保育者をはじめとする子ども支援の仕事は、同僚やご家庭との連携、協働活動が要求される。日
頃から、礼儀、言葉遣いに心がけるとともに、協働での活動の機会などを通して、自らを律し挑戦す
る実践の機会となることが期待される。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

○

○

2単位/90時間/実習

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

年次／期間

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

・実習施設からのご協力のもとで実習させて頂いていることを常に意識すること。「保育実習指導Ⅲ」の内容を踏まえて実習に際しては次の点に注意すること。
1）保育実習には健康診断、細菌検査が必須である。「保育実習指導Ⅲ」の指導に従って、各自で各証明書を手配すること。その他、個人票など必要書類を定められた期間に提出すること。
2）実習前に実習施設でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーションの内容については実習日誌の所定の欄に記載し、「実習園オリエンテーション報告書」を実習指導センターに提出すること。
3）実習期間中は実習施設の実習方針に従って実習を行い、日々実習内容を実習日誌に整理し、指導者に提出すること。指導案などの提出が必要な場合は実習施設の指示に従って遅延なく提出し指導を受
けること。
4）実習終了後は速やかに礼状を送付し、実習施設の指示に従って実習日誌などの提出、受け取りを確実に行うこと。

実習施設からの実習評価をもとに、実習日誌への適正な記入、関係する提出物の適正な提出などによって総合的に評価する。

・保育士課程選択必修科目。
・「保育実習指導Ⅲ」を受講すること。なお、「保育実習Ⅲ」の履修登録は、実習実施年度のはじめに行うこと。
・将来の進路として、施設保育士を志望している学生の履修を期待する。
・「保育実習Ⅰ」「保育実習指導Ⅰ」の単位を履修済みであること。
・授業に臨む姿勢や生活態度が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。

適宜プリントを配布する。

【オフィスアワー】

適宜提示する。

【教員連絡先】



看護学部

【ディプロマ・ポリシー】

① 豊かな人間性と倫理観をもとに、人間の尊厳と権利を擁護する態度を身につけている。

② 自己理解・自己受容をもとに、自己を活用した対人支援力を身につけている。

③ 看護を必要としている人々に、的確な看護判断のもとで確実に実践できる基礎的能力を身につけている。

④ 地域社会の包括的ヘルスケアシステムの一員として、人々の健康生活に貢献する基礎的能力を身につけている。

⑤ 看護専門職として自らの価値観を形成し、成長しつづけられるための基礎を身につけている。

【授業の概要】

① ② ③ ④ ⑤

1

2

3

4

5

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連悪先】

【備考】

1

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

予習（　分）:
復習（　分）:

2

5

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

　

　

　

　

　

年次／期間 単位／時間数／形態

チェック欄

　

授業科目名 担当教員名

コード
区分

（必修・選択）

　

4 　

3 　

6 　

7 　

8 　

9 　

15 　

12 　

13 　

14 　

10 　

11 　

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

その他の工夫チェック欄



現代文化学部

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

年次／期間

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

・実習施設からのご協力のもとで実習させて頂いていることを常に意識すること。「保育実習指導Ⅲ」の内容を踏まえて実習に際しては次の点に注意すること。
1）保育実習には健康診断、細菌検査が必須である。「保育実習指導Ⅲ」の指導に従って、各自で各証明書を手配すること。その他、個人票など必要書類を定められた期間に提出すること。
2）実習前に実習施設でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーションの内容については実習日誌の所定の欄に記載し、「実習園オリエンテーション報告書」を実習指導センターに提出すること。
3）実習期間中は実習施設の実習方針に従って実習を行い、日々実習内容を実習日誌に整理し、指導者に提出すること。指導案などの提出が必要な場合は実習施設の指示に従って遅延なく提出し指導を受
けること。
4）実習終了後は速やかに礼状を送付し、実習施設の指示に従って実習日誌などの提出、受け取りを確実に行うこと。

実習施設からの実習評価をもとに、実習日誌への適正な記入、関係する提出物の適正な提出などによって総合的に評価する。

・保育士課程選択必修科目。
・「保育実習指導Ⅲ」を受講すること。なお、「保育実習Ⅲ」の履修登録は、実習実施年度のはじめに行うこと。
・将来の進路として、施設保育士を志望している学生の履修を期待する。
・「保育実習Ⅰ」「保育実習指導Ⅰ」の単位を履修済みであること。
・授業に臨む姿勢や生活態度が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。

・保育士資格を習得する選択必修の実習として実施する。
・実習は児童福祉法に定められた保育所以外の社会福祉関連施設において実施する。
・原則として、3年次の2月に12日間（実実習時間90時間以上）実施する。
・主として参加・責任実習形態で実施する。

・すべての学外学習に共通するが、平常の授業への取り組み、学校行事や課外活動などに積極的
に参加しておくこと。
・保育者をはじめとする子ども支援の仕事は、同僚やご家庭との連携、協働活動が要求される。日
頃から、礼儀、言葉遣いに心がけるとともに、協働での活動の機会などを通して、自らを律し挑戦す
る実践の機会となることが期待される。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

○

○

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー

授業科目名

選択

○

卒業必修

3年次/集中 単位／時間数／形態

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

2単位/90時間/実習

保育実習Ⅲ（施設） 担当教員名

区分
（必修・選択）

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

○

田尻真理子

○

　保育士課程選択必修であり、保育所以外の社会福祉関連施設（児童養護施設、乳児院、児童発達支援事業所、障害者支援施設、児童館など）で行う実習である。期間は12日間（実実習時間90時間）であ
る。保育実習Ⅰ（施設）の経験及び自己の課題を踏まえ、子どもの理解に基づく参加・部分実習を通して、より実践的で専門性の高い実習を行う。

・巡回指導の際に学生から聞かれた質問に対しては、即時に回答及び助言を加える。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で指導する。

チェック欄 その他の工夫

　児童福祉施設（保育所以外）、その他社会福祉施設の養護を実際に実践し、保育士として必要な資質・能力・技術を習得することができる。

　家庭と地域の生活実態にふれて、子ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を養うとともに、子育てを支援するために必要とされる能力を養うことができる。

特になし

1

19NUR430

チェック欄

コード



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5 ○

【授業計画】

授業科目名 保育実習指導Ⅲ（施設） 担当教員名 朴　美京

幼稚園教職課程
必修 選択

○

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

コード 19NUR431
区分

（必修・選択）

卒業必修

○

保育士課程
必修

1 オリエンテーション
予習（30分）：実習の手引きを読んでおく
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

2 保育実習Ⅰの振り返り及び保育実習Ⅲの意義と目的

年次／期間 3年次／後期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

授業計画

保育実習の意義と目的を理解し、保育について総合的に理解して実習を行うことができる。

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

チェック欄

実習の事後指導を通して、実習の総括と自己評価を行い、保育に対する課題や認識を明確にすることができる。

◎

　「保育実習Ⅲ（保育士課程選択必修）」は、「保育実習Ⅰ（児童福祉施設等）」の経験を踏まえ、参加・責任実習を中心としたより専門性の高い実習となる。従って本科目では、「保育実習Ⅲ」に参加するために
必要な心構えや知識、技能の整理を行い、現場での実践的な学びを深めるための事前事後指導を行う。事前指導では、子どもや利用者の実態に即した養護、援助、支援の展開に向けた学習を行う。事後指導
では、個人及びグループで行う実習の振り返りを通して、多様な養護のあり方を学び、自ら養護を省察し、将来の実践に備える。

実習や既習の教科目の内容やその関連性を踏まえ、保育の実践力を習得して実習を行うことができる。

保育の観察、記録及び自己評価等を踏まえた保育の改善について、実践や事例を通して理解して実習を行うことができる。

保育士の専門性と職業倫理について理解して実習を行うことができる。

4 配属施設の研究
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

5 実習課題の考え方と実習課題作成
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

3 実習中の注意事項の自己覚知
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

8 実習日誌の書き方①
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

9 実習日誌の書き方②
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

6 支援内容の実際と個別支援計画の作成の仕方について
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

7 個別支援計画の作成
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

15 実習事後指導３　実習の報告とまとめ
予習（30分）:報告書作成に向けた準備をする。
復習（30分）:これまでの取り組みを振り返り、今後の課題を整理する。

10 施設の利用児・者についての理解を深める
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

11 保育士の多様な業務と職業倫理について考える
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

12 保育実習Ⅲ直前指導
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

13 実習事後指導１　実習の総括と自己評価
予習（30分）：配付資料を読む。
復習（30分）：授業内容を整理し、まとめておく。

14 実習事後指導2　事例検討
予習（30分）:実習終了後に記入する書類を作成する。
復習（30分）:各自の実習を振り返り、まとめておく。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

特になし

振り返りシートなどへ記載された反応などを紹介し，学習の共有化を行う。また記載された質問も共有化し，解答や説明を行う。

課題の提出状況（個人票・授業時に出される課題等）： 50%
本授業の参加態度： 50%

・「保育実習Ⅰ（施設）」及び「保育実習指導Ⅰ（施設）」の単位を修得していること。
・保育士課程選択必修。「保育実習Ⅲ」選択者は必ず履修しなければならない。
・3年次前期に「保育実習Ⅲ」「保育実習指導Ⅲ」を履修登録すること。
・授業の欠席は実習や資格取得に対する意欲の著しい欠如と判断し、実習への参加を認めない事由となるので、あらかじめ留意して受講してほしい。

特になし。

授業後に行う

・授業内で適宜提示する。

（１）実務期間
2000年9月〜2003年6月
（２）所属機関
砂町友愛園児童養護施設
（３）実務内容
児童指導員として、2歳半から18歳までの親元を離れて施設で暮らす子どもに対して、生活全般を支援する。
自立して生活を送るためにサポートをし、学校や児童相談所など関係機関との連絡調整や、保護者との面接、自立支援計画作成などを担当した。

チェック欄 その他の工夫

・映像資料の視聴

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

○

○

特になし。

park.mikyung@g.t-junshin.ac.jp

○
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

区分
（必修・選択）

授業科目名 教育実習（幼Ⅰ） 担当教員名

○

田中 路

コード
○

卒業必修

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

◎

　幼稚園教職課程必修の実習として、幼稚園において2週間の観察・参加を主とした実習を行う。その際、可能な限り機会を頂いて、部分実習や絵本の読み聞かせ・手遊びなどの実践を体験することが望まし
い。
　毎日の観察・参加実習では、幼稚園教諭の一人として幼児に関わりながら、幼児の様子や保育の流れを捉え、毎日日誌に記入し必ず期日を守って園に提出する。実習最終日には、実習反省会を実施してい
ただき、反省や振り返りを日誌に記入して、実習終了後1週間以内に実習幼稚園に提出する。
　なお、実習の詳細については「教育実習指導（幼Ⅰ）」の内容をしっかりと理解しておく必要がある。

2単位／2週間／実習

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修 選択

19NUR432

幼稚園教諭一種免許状を取得するための必修の実習として、幼稚園において実施する。

（１） 実習園
原則として、学生の現住所付近の公共交通機関を用いて約1時間以内の協力幼稚園において実施
する。実習園の依頼は実習約1年前より手続きを行う。

（２） 実施時期
原則として、3年次6月の間の2週間を予定している。実習の約3か月前には個人票を作成する。１カ
月前には実習園によるオリエンテーションを実施するので、必ず出席すること。授業期間ではない時
期にも準備があるので掲示によって連絡する。

（３） 実習形態
観察・参加実習を主とするが、可能な限り部分実習（要指導案）の機会をいただき、実習園の指導
方針にしたがって実習を行う。

・日頃から礼儀、言葉遣い・態度、協同活動を心がけ、学校行事や課外活動などに積極的に参加し
ておくことが望ましい。
・健康管理を充分しておくこと（実習生としての活動に支障がある場合、実習に参加できないこともあ
る）。

年次／期間 3年次／集中 単位／時間数／形態

　実習での様々体験や客観的な振り返りを通じて、自己の課題を明確にすることができる。

チェック欄

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

　幼稚園の生活の一日の流れを知り、幼稚園の機能、社会的役割、幼児についての理解（発達・生活や遊びの様子）を深めることができる。

　幼稚園の保育方法・内容を理解し、幼稚園教諭の役割や職務内容を説明することができる。

1

・巡回指導の際に学生から聞かれた質問に対しては、即時に回答及び助言を加える。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で指導する。

・実習園からの成績評価をもとに、実習日誌への適切な記入、関係書類（オリエンテーション報告書、実習報告書等）の適正な提出により総合的に評価する。
・但し、実習後以下のことを怠った場合は、実習単位は認められない。
（１） 大学に対して、実習日誌・報告書を定められた期限に提出できなかった場合。
（２） 実習園に対して、必要な書類等の提出・受取ができなかった場合。

・幼稚園教職課程必修である。並行して事前事後指導の「教育実習指導（幼I）」を必ず受講しなければならない。
・健康状態や生活態度が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。
・大学で実施する健康診断を受けておくこと。必要な予防接種は済ませておくこと。
・実習実施にあたっては、その内容等は実習園の指示に従うこと。

・教育実習指導（幼I）の授業で、適宜プリントを配布するので、各自ファイルして熟読しておくこと。
・他に、教育実習指導で配布した実習の手引き及び実習日誌を必ず持参すること。

特になし

・文部科学省（2017）『幼稚園教育要領』フレーベル館
・文部科学省（2018）　幼稚園教育要領解説　フレーベル館

特になし

水曜日　12：10～13：00

○

チェック欄 その他の工夫

○ 特になし

1



【教員連絡先】

【備考】
協力実習園での実習となる。実習に際しては次の点に留意すること。
（１） 実習園から提出を求められた書類（健康診断書や細菌検査等）については、各自で各証明書を手配すること。
（２） 実習前に実習園でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーション後は、その内容については実習日誌の所定の欄に記載し、同時に「実習園オリエンテーション報告書」を速やかに担当教員に提出する
こと。
（３） 実習期間中は実習園の実習方針に従って実習を行い、日々の実習内容を実習日誌に整理し、実習園の指導者に提出すること。指導案等の提出が必要な場合は、実習園の指示に従って遅延なく提出し
指導を受けること。
（４） 実習終了後は実習施設の指示に従って実習日誌などの提出・受取を確実に行い、終了後すみやかにお礼状をお送りすること。
（５） 実習中のアルバイトは禁止である。実習前1週間もアルバイトは控え、体調を万全にして実習に臨むこと。
（６） 実習中の遅刻は厳禁である。欠勤もしないよう、実習前より健康管理をしっかり行うこと。

m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

【授業計画】

チェック欄

年次／期間

授業科目名 教育実習指導（幼Ⅰ）

保育士課程
必修

担当教員名

3年次／前期 単位／時間数／形態 1単位／30時間／演習

卒業必修

小川 清美・田中 路

○○
コード 19NUR433

区分
（必修・選択）

選択幼稚園教職課程
必修

　事後指導：各自の実習を振り返り、互いの実習体験を共有することを通して、次の実習に向けての自己の課題を明確にすることができる。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

1
シラバスに沿った本授業の説明
実習事務書類の配布・説明

予習（30分）:シラバスを一読し、授業内容を理解する。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業計画 授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

　事前指導：幼稚園教育実習についての概要を理解し、実習に必要な保育技術の基礎を習得することができる。

　幼稚園教諭を志す学生は、幼稚園教職課程必修の教育実習（幼Ⅰ・幼Ⅱの計4週間）を行う必要がある。本科目は、前述した実習に向けた事前事後指導を行う授業である。事前指導では、幼稚園の概要、幼
稚園教諭の職務、教育実習に向けた具体的な取り組み等について学ぶ。さらに、保育計画の立案及び模擬保育の実施など、実践的な取り組みを通して実習に必要な保育技術の基礎を身に付けていく。事後
指導では、各自の実習を振り返り、他学生と共有し、幼稚園や幼稚園教諭についての理解を深め、次の実習に向けて自己課題を明確にしていく。

◎

3
幼稚園実習の意義と目的、実習の種類について
―観察実習と参加実習―

予習（30分）:幼稚園の概要を調べ、まとめておく。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

4 幼稚園実習に臨むにあたりテーマを設定する
予習（30分）:実習の手引きp.7を一読し、各自のテーマを考える。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

2
幼稚園に関する理解を深める
―幼稚園の概要、役割、一日の生活の流れ等―

予習（30分）:各自の実習先を調べておく。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

5 幼稚園教諭の専門性：環境を通して行うものとは
予習（30分）:保育内容演習・環境の授業内容を再確認する。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

6
実習日誌の書き方①：基礎編
―実習日誌の意義と目的、記録の形式について―

予習（30分）:実習日誌の事前学習の項目を記入しておく。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

7
実習日誌の書き方②：時系列記録
―ビデオ教材を活用した記録の実際―

復習（60分）:授業内で実施した時系列記録を完成させる。

8
実習日誌の書き方③：事例と考察（基礎編）
―エピソード記録とは何か、記入のポイントについて―

予習（30分）:これまでに子どもと関わった経験をエピソードとしてまとめておく。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

9
実習日誌の書き方④：事例と考察（応用編）
―記録の実際：ビデオ教材を用いて記録を作成―

復習（60分）:授業内で実施した事例と考察記録を完成させる。

10
部分実習について、模擬保育について
―部分実習・指導案作成の目的、指導案の立案等―

復習（60分）：部分実習の指導案を完成させる。

11
模擬保育の実際①（前半グループ）
―模擬保育の実施及び振り返り―

予習（60分）:発表に向けた準備をする。
復習（30分）：発表を振り返り、今後の課題を整理する。

12
模擬保育の実際②（後半グループ）
―模擬保育の実施及び振り返り―

予習（60分）:発表に向けた準備をする。
復習（30分）：発表を振り返り、今後の課題を整理する。

13
教育実習（幼Ⅰ）直前指導
―実習の手引き及びチェックリストに沿った確認、実習の評価について等―

復習（60分）:これまでの授業内容及び実習の手引きを再確認する。実習に向けた準備。

14
事後指導①：教育実習（幼Ⅰ）の振り返り
―実習の振り返り、報告書の作成、発表に向けた準備等―

予習（30分）:実習終了後に記入する書類を作成する。
復習（30分）:各自の実習を振り返り、まとめておく。

15
事後指導②：実習報告会
―報告書に基づいての発表、自己の課題の導出、幼Ⅱ実習に向けて等―

予習（30分）:実習報告会に向けた準備をする。
復習（30分）:実習報告会を振り返り、今後の課題を整理する。

1



【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

チェック欄 その他の工夫

○ ・授業は主にプロジェクター（パワーポイント）を用いて説明する。
・演習場面においては、子どものビデオ教材を活用して記録の作成やグループワーク
等を実施する。
・学生の立案した保育案等においては、学生同士が共有できる方法としてGoogleドラ
イブを活用して可視化・共有する。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態） ○

○

○

特になし

水曜日　12：10～13：00

kogawa@g.t-junshin.ac.jp　　m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

・日頃から礼儀、言葉遣い・態度、協同活動を心がけ、学校行事や課外活動などに積極的に参加しておくことが望ましい。
・健康管理を充分しておくこと（実習生としての活動に支障がある場合、実習に参加できないこともある）。

・授業内で提示した課題等については、授業内で回収し、次回の講義でフィードバックを行う。
・フィードバックの方法としては、各提出物にコメントを入れて返却する。

・授業への参加度（授業に対する取り組みや課題の実施等）：80％、必要書類の提出：20％　を総合して評価する。
・提出物の締め切りは厳守すること。なお、実習日誌の実習園や大学への提出が遅れたり提出しなかった場合、実習指導の単位が認定されない場合もある。

・教育実習（幼I）を履修する場合には必ずこの実習指導を受講しなければならない。
・GPAが1.5以上であること及び実習の手引きに記載されている先修条件を満たしていること。
・学外学習のための事前事後指導という性格上、出席状況が良好でない（出席率85％以上でない）時は、実習を許可しない場合がある。
・本実習指導は学外実習の一部であるという認識をもち、真剣な態度で臨むこと。

・授業内で適宜プリントを配布するので、各自ファイルして熟読しておくこと。
・配布した実習の手引き及び実習日誌を必ず持参すること。

・文部科学省（2017） 『幼稚園教育要領』 フレーベル館
・文部科学省（2018）　幼稚園教育要領解説　フレーベル館

特になし
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現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

3 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

教育実習（幼Ⅱ） 担当教員名

○

・幼稚園教諭として責任ある態度や行動を身に付け、幼稚園教諭として適切な言葉かけが行えるようになる。

特になし

田中 路

コード 19NUR434
区分

（必修・選択）

卒業必修
保育士課程

必修

授業科目名

選択幼稚園教職課程
必修

チェック欄

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

○

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

・幼稚園教諭としての職務を理解し、指導案の立案・保育準備が自分でできるようになる。

◎

　幼稚園教職課程における実習として、幼稚園での２週間の参加・指導を主とした実習を行う。教育実習（幼Ⅰ）における実習の経験及び自己の課題を踏まえ、実際の保育者を想定した上で様々な目標や計画
を立て、目標及び計画に基づいて実践していく。保育終了後は、担当の幼稚園教諭より指導・助言をいただき、その内容を踏まえて実習日誌の記録を作成し、自らの保育実践を振り返る。自身の客観的な評価
をもとに、新たな目標・計画を立てて翌日の保育に臨むという一連の取り組みを積み重ねていく。
　なお、実習期間中は部分実習・責任実習（１日実習）の機会をいただき、指導実習を行う。

単位／時間数／形態 2単位／2週間／実習年次／期間 4年次／集中

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

○ 特になし

○

・文部科学省（2017）『幼稚園教育要領』フレーベル館
・文部科学省（2018）　幼稚園教育要領解説　フレーベル館

特になし

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

授業計画

幼稚園教諭一種免許状を取得するための必修の実習として、幼稚園において教育実習を行うもの
である。

（１） 実習園
原則として、学生の現住所付近の公共交通機関を用いて１時間以内の協力幼稚園において実施
する。実習園への依頼は約１年前から手続きを始める。

（２） 実習時期
原則として、4年次6月の2週間を予定している。実習前の2ヶ月前には個人票を作成する。実習1カ
月前には実習園へオリエンテーションを実施する。

（３） 実習形態
実習園の指導方針に従って実習を行う。部分実習や責任実習では、自分で立案、実践、振り返りを
行うとともに、実習園の指導者の助言をもとに、次につなげていけるよう努力すること。実習後は、反
省や振り返り、自己のテーマについてなどのページを漏れなく記入し、実習終了後1週間以内に実
習園に提出する。

・保育者の仕事は、同僚や家庭、地域との連携など様々な人と関わるため、コミュニケーション力と
他者と協働する力が求められる仕事である。そのため、受講生は日頃から礼儀、言葉遣い・態度に
気をつけ、学校行事や課外活動などを通して、積極的に協働的な活動に参加しておくことが望まし
い。

・健康管理を充分しておくこと（実習生としての活動に支障がある場合、実習に参加できないこともあ
る）。

授業外学修（予習・復習･課題等）

1

・部分実習や責任実習を通して、保育実践における自己の課題を見出し、克服の方法を探求することができる。

チェック欄 その他の工夫

・巡回指導の際に学生から聞かれた質問に対しては、即時に回答及び助言を加える。
・実習日誌の指導に関しては、巡回指導の際に必要な箇所をその場で指導する。

・実習園からの成績評価をもとに、実習日誌への適切な記入、関係書類（オリエンテーション報告書、実習報告書等）の適正な提出により総合的に評価する。
・但し、実習後以下のことを怠った場合は、実習単位は認められない。
（１） 大学に対して、実習日誌・報告書を定められた期限に提出できなかった場合。
（２） 実習園に対して、必要な書類等の提出・受取ができなかった場合。

・幼稚園教職課程必修である。並行して事前事後指導の「教育実習指導（幼II）」を必ず受講しなければならない。
・「教育実習（幼Ⅱ）」の実施にあたっては、事前に「教育実習指導（幼Ⅰ）」「教育実習（幼Ⅰ）」の全ての単位が認定されていること。
・健康状態や生活態度が芳しくない者については、実習を認めない場合がある。
・大学で実施する健康診断を受けておくこと。必要な予防接種は済ませておくこと。
・実習実施にあたっては、その内容等は実習園の指示に従うこと。

・教育実習指導（幼II）の授業で、適宜プリントを配布するので、各自ファイルして熟読しておくこと。
・他に、教育実習指導で配布した実習の手引き及び実習日誌を必ず持参すること。

水曜日　12：10～13：00

1



【教員連絡先】

【備考】

m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

協力実習園での実習となる。実習に際しては次の点に留意すること。
（１） 実習園から提出を求められた書類（健康診断書や細菌検査等）については、各自で各証明書を手配すること。
（２） 実習前に実習園でのオリエンテーションを受ける。オリエンテーション後は、その内容については実習日誌の所定の欄に記載し、同時に「実習園オリエンテーション報告書」を速やかに担当教員に提出する
こと。
（３） 実習期間中は実習園の実習方針に従って実習を行い、日々の実習内容を実習日誌に整理し、実習園の指導者に提出すること。指導案等の提出が必要な場合は、実習園の指示に従って遅延なく提出し
指導を受けること。
（４） 実習終了後は実習施設の指示に従って実習日誌などの提出・受取を確実に行い、終了後すみやかにお礼状をお送りすること。
（５） 実習中のアルバイトは禁止である。実習前1週間もアルバイトは控え、体調を万全にして実習に臨むこと。
（６） 実習中の遅刻は厳禁である。欠勤もしないよう、実習前より健康管理をしっかり行うこと。
（７） 幼稚園及び大学への提出物は 締め切りを厳守すること。

2



現代文化学部 2023年度

【ディプロマ・ポリシー】

①

②

③

【授業の概要】

① ② ③

1 ○

2 ○

【授業計画】

【アクティブラーニング】

①：PBL（課題解決型学習）

③：ディスカッション・ディベート

④：グループワーク

⑤：プレゼンテーション　

⑥：実習・フィールドワーク　

【課題のフィードバック】

【成績の評価方法】

保育士課程
必修

幼稚園教職課程
必修

○
コード 19NUR435

チェック欄

1単位／30時間／演習

区分
（必修・選択）

選択

○

卒業必修

◎

　幼稚園教職課程必修の実習として、幼稚園における2週間の教育実習を行う。本科目は、そのための事前事後指導を行う授業である。事前指導では、教育実習（幼Ⅰ）の課題を踏まえ、実際の実習に向けた
準備を行う。特に、教育実習（幼Ⅱ）では責任実習（一日実習）を任せられることを想定し、前記した実習に向けての心構え、具体的な内容、指導のポイントなどを説明し、模擬保育等を通じて実践的に取り組む
こととする。事後指導では、実習についての各自の振り返りを皆で共有しながら、幼稚園及び幼稚園教諭の理解を深め、保育現場で勤めるにあたっての自己の課題を再認識し、克服すべき方法を探求する。

主体的に真理を探究する姿勢を身につけ、深い洞察力と豊かな感性をもって表現し、協働することができる。

多文化共生社会の担い手として、こども文化・保有・教育全般への思考力・判断力を身につける。

こども文化・保育・教育の専門的知識と技能を身につけ、地域社会において主体的に貢献することができる。

授業外学修（予習・復習･課題等）

ディプロマ・ポリシー
【授業の到達目標・ディプロマ・ポリシーとの関係】

　事前指導：教育実習（幼稚園）の意義や目的を理解した上で、保育に必要な指導案の立案及び立案に沿った保育実践ができる。

授業計画

　事後指導：各自の実習を振り返り、互いの体験を共有することを通して、幼稚園教諭としての課題を明確にすることができる。

授業科目名 教育実習指導（幼Ⅱ） 担当教員名 小川 清美・田中 路

1
オリエンテーション、シラバスに沿った本授業の説明
実習事務書類の配布・説明

予習（30分）:シラバスを一読し、授業内容を理解する。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

年次／期間 4年次／前期 単位／時間数／形態

2
幼稚園実習（幼Ⅱ）の意義と目的
―参加実習と指導実習について―

予習（30分）:実習の手引きp.1-4,p.7を一読する。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

3
実習園についての理解、実習テーマの決定
―実習園の調べ学習・紹介、実習に向けたテーマを考える―

予習（30分）:各自の実習先インターネットを活用して調べておく。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

4 実習に向けた心構え
予習（30分）:実習日誌の事前学習の項目を記入しておく。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

5
幼稚園の機能と役割
―保育所・認定こども園との比較をもとにした幼稚園の特徴理解―

予習（30分）:実習日誌の事前学習の項目を記入しておく。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

復習（60分）：部分実習の指導案を完成させる。

11
責任実習について④
―前半グループの模擬保育実施及び振り返り―

予習（60分）:発表に向けた準備をする。
復習（30分）：発表を振り返り、今後の課題を整理する。

6
実習日誌の書き方①：時系列編
―記録の目的について、ビデオ教材を用いた記録の実際―

復習（60分）:授業内で実施した時系列記録を完成させる。

7
実習日誌の書き方②：事例と考察編
―エピソード記録のポイント、ビデオ教材を用いた記録の実際―

復習（60分）:授業内で実施した事例と考察記録を完成させる。

事後指導①：教育実習（幼Ⅱ）の振り返り
―実習の振り返り、報告書の作成、発表に向けた準備等―

予習（30分）:実習終了後に記入する書類を作成する。
復習（30分）:各自の実習を振り返り、まとめておく。

8
責任実習について①
―責任実習の意義と目的、幼稚園の一日の生活の流れについて―

予習（30分）:教育実習（幼Ⅰ）の実習日誌を参考に1日の生活の流れを確認する。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

9
責任実習について②
―項目ごとの内容及び指導案作成のポイント理解―

予習（30分）:前回の講義内容を再確認する。
復習（30分）:授業内容を理解し、まとめておく。

10
責任実習について③
―責任実習の指導案作成、模擬保育に向けた準備―

・授業内で提示した課題等については、授業内で回収し、次回の講義でフィードバックを行う。
・フィードバックの方法としては、各提出物にコメントを入れて返却する。

・授業への参加度（授業に対する取り組みや課題の実施等）：80％、必要書類の提出：20％　を総合して評価する。
・提出物の締め切りは厳守すること。なお、実習日誌の実習園や大学への提出が遅れたり提出しなかった場合、実習指導の単位が認定されない場合もある。

15
事後指導②：実習報告会
―報告書に基づいての発表、幼稚園教諭の実際に向けた自己の課題の導出等―

予習（30分）:実習報告会に向けた準備をする。
復習（30分）:実習報告会を振り返り、今後の課題を整理する。

チェック欄 その他の工夫

○ ・授業は主にプロジェクター（パワーポイント）を用いて説明する。
・演習場面においては、子どものビデオ教材を活用して記録の作成やグループワーク
等を実施している。
・学生の立案した保育案等においては、学生同士が共有できる方法としてGoogleドラ
イブを活用して可視化・共有する。
・実習報告会では、学生がパワーポイントを用いて資料を作成し、発表することとす
る。

②：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

12
責任実習について⑤
―後半グループの模擬保育実施及び振り返り―

予習（60分）:発表に向けた準備をする。
復習（30分）：発表を振り返り、今後の課題を整理する。

13
教育実習（幼Ⅱ）直前指導
―実習の手引き及びチェックリストに基づいた実習中・実習後の説明―

○

○

○

復習（60分）:これまでの授業内容及び実習の手引きを再確認する。実習に向けた準備。

14

1



【履修申請上の条件】

【教科書】

【参考書】

【オープンな教育リソース】

【担当教員の実務経験】

【オフィスアワー】

【教員連絡先】

【備考】

・日頃から礼儀、言葉遣い・態度、協同活動を心がけ、学校行事や課外活動などに積極的に参加しておくことが望ましい。
・健康管理を充分しておくこと（実習生としての活動に支障がある場合、実習に参加できないこともある）。

・幼稚園教職課程必修である。教育実習（幼II）を履修する場合には必ずこの実習指導を受講しなければならない。
・教育実習（幼I）及び教育実習指導（幼Ⅰ）を履修済みであること。
・GPAが1.5以上であること及び先修条件を満たしていること。
・学外学習のための事前事後指導という性格上、出席状況が良好でない（出席率85％以上でない）時は、実習を許可しない場合がある。
・本実習指導は学外実習の一部であるという認識をもち、真剣な態度で臨むこと。

・授業内で適宜プリントを配布するので、各自ファイルして熟読しておくこと。
・配布した実習の手引き及び実習日誌を必ず持参すること。

水曜日　12：10～13：00

・文部科学省（2017） 『幼稚園教育要領』 フレーベル館
・文部科学省（2018）　幼稚園教育要領解説　フレーベル館

特になし

kogawa@g.t-junshin.ac.jp  m_tanaka@g.t-junshin.ac.jp

特になし
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